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（午前 ９時００分 再会） 

 

○世古安秀委員長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、予算決算常任委員会を再会します。 

  本会議において当委員会に付託されました案件は、議案第２２号、令和４年度鳥羽市一般会計補正予算（第

５号）、議案第２３号、令和４年度鳥羽市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）、議案第

２９号、令和３年度鳥羽市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、認定第１号、令和３年度鳥羽市一

般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定について、認定第２号、令和３年度鳥羽市水道事業会計決算認定につ

いての５件であります。 

  審査に入る前に、私から一言申し上げます。 

  まず、審査の順番及び日程を申し上げます。 

  認定第１号から審査を行い、次に認定第２号及び議案第２９号の審査を行います。 

  決算に係る審査の日数は本日より４日間を予定し、事務局より配付しています決算審査日程により、順次進

めていきます。仮に審査日程が順調に推移し、１日当たりの予定が早く終わっても所管課を繰り上げての審査

は行いません。逆に、質疑が盛んに行われ、審査日程が遅れた場合には当然ながら繰下げを行います。ただし、

委員間討論、振り返りは毎日必ず行います。夕方５時を過ぎていても行いますので、委員の皆様はご承知おき

ください。 

  そして、議案第２２号、令和４年度鳥羽市一般会計補正予算（第５号）、議案第２３号、令和４年度鳥羽市

特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）の２件の審査は、９月２０日の１日を予定していま

す。 

  議会選出監査委員も決算審査に出席をいただきます。そこで、議会選出監査委員であります山本哲也委員に

申し上げます。決算審査に当たり、委員として質疑を行っていただくことに制限はございませんが、監査委員

の職務で知り得た事実に基づく質疑は職責上の問題となりますので、発言の際は質疑の内容について十分にご

注意ください。 

  審査の開始に当たり、委員の皆様にお願いします。 

  今回の決算審査も事業評価を中心に審議します。事業目的に対して正しく使われているか細かく見ていただ

くことも重要ですが、鳥羽市の未来をつくるに当たってどこに力を入れて、それらを反映した事業を進めるこ

とができたのかの判断が大切であります。また、効果的な事業運営を行っているかなどにも着目して審査して

ください。当委員会の審査は、次年度予算の編成に供するためでもありますので、その点には十分ご留意をし

てください。 

  振り返りでは主要事業の評価を中心に行い、委員間討議及び合意を得て、次年度以降の予算編成についての

市長への提言書としたいと思います。 

  また、今回より、執行部より、中事業で不用額が100万円以上の一覧が資料として提出されております。ド

ライブに格納されておりますので、そちらでご確認の上、質疑がございましたら、該当する担当課での説明の

際にお願いいたします。 
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  審査での発言は、令和３年度の決算内容に対する質疑にとどめていただき、関連する質疑がある場合はその

都度ご発言いただき、質疑が重複しないようご協力いただきますようお願いします。 

  なお、委員の発言は、委員長の許可を受けた後に行ってください。 

  執行部の皆様にお願いします。 

  決算内容の説明については、８月２６日付議会事務局長名で通知したとおり、鳥羽市歳入歳出決算成果説明

書を中心に説明を行ってください。 

  所管課によって特別会計を担当しているところもありますが、事務局より提示のとおり、特別会計及び企業

会計の審査は別日程で行います。また、予算規模や配置職員の少ない部門については、日程の最初に一括して

審査を行いますので、ご承知おきください。 

  説明は成果説明書の各課の概要から説明を行い、市長の重点施策や所管課として力を注いだ事業を中心に説

明してください。全ての事業を詳細に説明する必要はなく、特に当該年度に初めて取り組んだ事業や、前年度

から金額や内容が大きく変わった項目などについては、これまでと同様に詳しい説明をお願いします。 

  決算額の説明は予算の目を中心に、事業区分及び中事業で進めてください。金額の説明は、成果説明書記載

の１,０００円単位で進めていただき、決算に関する説明書を用いる場合は、金額の１,０００円未満は原則切

り捨ててください。 

  執行部説明員の発言については、発言の許可を与えますので、所属と氏名を告げてください。必ず指名され

てから発言していただきますようお願いします。許可なく発言されないようお願いします。 

  長々と申し上げましたが、審査に入ります。 

  まず初めに、令和３年度決算の概要について執行部の説明を求めます。 

  副市長。 

○立花副市長 皆さん、おはようございます。副市長の立花です。よろしくお願いいたします。 

  予算決算常任委員会に当たりまして、私から決算の概要についてご説明申し上げます。 

  これからご審査をいただく議案につきましては、認定第１号、令和３年度鳥羽市一般会計及び各特別会計歳

入歳出決算認定について及び認定第２号、令和３年度鳥羽市水道事業会計決算認定についてであります。 

  認定第１号、令和３年度鳥羽市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定について、一般会計では、歳入か

ら歳出を差し引いた形式収支で８億８,３３０万５,０００円、翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実質収

支で８億７,００２万８,０００円の黒字となっており、特別会計の決算につきましても全ての会計で黒字とな

っております。 

  後ほど会計管理者から実質収支に関する調書についての説明と、企画財政課長から一般会計の概要について

説明をさせます。また、歳入歳出の詳細につきましては各所管課長から説明をさせますので、よろしくお願い

を申し上げます。 

  認定第２号、令和３年度鳥羽市水道事業会計決算認定につきましては、４日目に水道事業管理者から説明を

させますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○世古安秀委員長 会計管理者。 

○中井会計管理者 おはようございます。会計課、中井です。よろしくお願いいたします。 
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  それでは、私のほうからは、令和３年度一般会計及び特別会計の決算の実質収支について説明をさせていた

だきます。 

  決算に関する説明書の２６５ページ、２６６ページをご覧ください。関する説明書の２６５、２６６ページ

です。 

  よろしいでしょうか。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  一般会計では、歳入合計１３７億８７２万５,０００円に対し、歳出合計１２８億２,５４１万９,０００円

で、歳入歳出差引額は８億８,３３０万５,０００円となっております。このうち翌年度へ繰り越すべき財源

１,３２７万７,０００円を差し引いた実質収支は８億７,００２万８,０００円でございます。 

  次に、国民健康保険事業特別会計におきましては、歳入合計３０億３７８万３,０００円に対し、歳出合計

２９億８７５万５,０００円で、歳入歳出差引額は９,５０２万７,０００円となり、実質収支も同額でござい

ます。 

  介護保険事業特別会計では、歳入合計２８億５,２６５万円に対し、歳出合計２７億９,９９１万

８,０００円で、歳入歳出差引額は５,２７３万１,０００円となり、実質収支も同額でございます。 

  次に、定期航路事業特別会計におきましては、歳入合計５億９,１２３万６,０００円に対し、歳出合計は

５億９,１２３万５,０００円でございます。歳入歳出差引額は、切り捨てればゼロ円となりますが、円単位で

は９５６円で、実質収支も同額でございます。 

  特定環境保全公共下水道事業特別会計では、歳入合計１億４,７５８万７,０００円に対し、歳出合計は１億

４,７５８万６,０００円となっております。歳入歳出差引額では、これも切り捨てればゼロ円となりますが、

円単位では６４１円で、実質収支も同額でございます。 

  次に、後期高齢者医療特別会計では、歳入合計５億４,５１３万円に対し、歳出合計５億４,００１万

５,０００円で、歳入歳出差引額は５１１万４,０００円となり、実質収支も同額でございます。 

  最後に、一般会計と五つの特別会計を合わせた合計では、歳入合計は２０８億４,９１１万３,０００円、歳

出合計は１９８億１,２９３万１,０００円となりました。これらの歳入歳出差引額は１０億３,６１８万

１,０００円で、このうち翌年度へ繰り越すべき財源１,３２７万７,０００円を差し引いた実質収支は１０億

２,２９０万４,０００円でございます。 

  以上、実質収支の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○世古安秀委員長 企画財政課長。 

○中村企画財政課長 おはようございます。企画財政課長、中村です。よろしくお願いします。 

  それでは、令和３年度一般会計、特別会計における決算の概要についてご説明申し上げます。 

  大変申し訳ございませんが、概要説明に入る前に、１点、決算成果説明書の修正をお願いします。 

  決算成果説明書の３４ページをお願いします。３４ページの資料４、歳出（性質別）決算の状況の表でござ

います。この表の区分欄の災害復旧事業費の４段目、一番下から申し上げますと、合計欄のところから、下か

ら11段目辺りに、11段目になります。「（うち支弁人件費）」というところでございます。ここの欄の右端、

令和３年度の金額の欄が空欄になっております。これ、本来ここに数字が入っておるべきが欠落しておりまし
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た。ここに入る数字を申し上げます。「３２６４２」、３万２,６４２円。「３２６４２」と申し訳ございま

せん、手書きをお願いします。 

  これによりまして、隣の構成比「０.０」になっておりますけれども、こちらが「０.３」としていただきま

して、増減率、三角の「１００.０」となっておりますが、こちらを三角の「３５.１」と修正をしていただき

ますようお願いします。申し訳ございませんでした。 

  また、今回の決算常任委員会資料としまして、企画財政課から２点の資料を提出しております。資料１につ

きましては、先ほど委員長からもご説明いただきましたけれども、これまで各所属長が節単位で100万円以上

の不用額があった際に口頭で説明しておりましたが、今回、令和３年度決算における各課の不用額を一覧にし、

不用となった主な要因をまとめた資料として準備させていただきました。各課の説明時等、必要に応じてご活

用いただきますようお願いをします。 

  資料２につきましては、令和３年度に借り入れた市債の交付税算入率一覧となっておりますので、後ほどご

覧おきください。 

  そのほか、昨年度まで、決算書の会計ごとの仕切りを色紙、薄い緑の紙を挟んでおりました。今年度からこ

れを普通紙とすることを了承をいただきました。これによりまして、決算書作成に要する時間が短縮しまして、

作業時間の効率化が図られましたので、改めてお礼申し上げたいと思います。ありがとうございます。 

  それでは、説明に移りますが、まず、令和３年度の本市の概況を申し上げますと、山田優選手の金メダル獲

得、市民栄誉賞など、市民にとって誇らしい出来事や、ふるさと納税寄附金が大幅に増加するなど明るいニュ

ースがあったものの、８月１７日の時間雨量１４０ミリという豪雨による被害、新型コロナウイルス感染症の

第４波、第５波に見舞われ、国民体育大会の中止や感染症対策、生活支援など、緊張感を持った対応に奔走し

た１年でありました。各課の決算においても、そういった状況が表れているものと思います。 

  それでは、歳入歳出決算成果説明書の１ページをお願いします。 

  決算の概要でございます。決算の特徴及び概要として、３点を挙げさせていただきました。 

  まず、１点目、地方創生臨時交付金２億４,９９８万４,０００円を活用し、感染防止対策や生活支援、市内

経済の循環に資する事業を実施しました。 

  ２点目、ふるさと納税寄附金が前年度比１億８,１９６万７,０００円増の７億５,７２２万５,０００円とな

り、ふるさと納税制度設立以来、過去最高額となりました。 

  ３点目、健全化判断比率において、標準財政規模の増加等により、前年度と比較し、将来負担比率で

２２.２ポイント減の３０.３％、実質公債費比率で０.８ポイント減の８.５％となりました。 

  決算における実質収支等につきましては、下の表で説明をさせていただきます。 

  会計別決算状況の表をご覧ください。 

  令和３年度の決算は、一般会計で実質収支、Ｅ列です、Ｅ列が８億７,００２万８,０００円の黒字、また前

年度実質収支を差し引いた単年度収支、Ｇ列においても３億６,４４３万２,０００円の黒字となりました。 

  特別会計の実質収支につきましては、国民健康保険事業で９,５０２万８,０００円、介護保険事業で

５,２７３万２,０００円、後期高齢者医療で５１１万５,０００円の黒字となりまして、５事業の合計で１億

５,２８７万７,０００円の黒字となりました。 
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  続きまして、２ページ、３ページをお願いします。 

  第六次鳥羽市総合計画に基づく事業でございます。 

  第六次鳥羽市総合計画における前期基本計画の初年度に当たる令和３年度は、「誰もがキラめく鳥羽 海の

恵みがつなぐ鳥羽」の実現に向け、政策の柱に基づく目指すまちの姿を達成していく基盤となる事業を実施し

ました。 

  また、地方創生推進交付金を活用した事業につきましては、新たに「海洋研究・海洋教育ＣＩＴＹ鳥羽～海

の恵みがつむぐビジネス展開～」を計画し、水産研究所を拠点に他機関と連携した事業展開を図りました。 

  続きまして、４ページをお願いします。 

  一般会計決算の状況でございます。 

  決算規模につきまして、令和３年度一般会計の決算額は、歳入が１３７億８７２万５,０００円で、前年度

に比べると１６億９,２６６万７,０００円、１１％の減少となりました。また、歳出では１２８億

２,５４２万円で、前年度に比べると２０億６,２８７万６,０００円、１３.９％の減少となりました。 

  令和３年度決算額と前年度決算額との増減額の主な要因は、歳入において地方特例交付金や地方交付税が増

加したものの、市税や国庫支出金、県支出金、繰入金、市債が減少したこと、また、歳出において扶助費や公

債費、物件費が増加したものの、普通建設事業費や補助費等、繰出金が減少したことによるものでございます。 

  一般会計決算収支状況の表をご覧ください。 

  区分Ｃ欄、歳入歳出差引額（形式収支）で８億８,３３０万５,０００円、Ｅ欄、実質収支では８億

７,００２万８,０００円の黒字額を計上しました。Ｊ欄の実質単年度収支におきましても、５億５８７万

８,０００円の黒字となりました。 

  ５ページをお願いします。 

  決算収支における実質収支では８億７,００２万８,０００円、単年度収支では３億６,４４３万２,０００円

の黒字を計上しました。また、黒字要素及び赤字要素を勘案した実質単年度収支では、財政調整基金の積立額

は減少したものの、取崩し額が皆減となったことから５億５８７万８,０００円の黒字となりました。 

  続きまして、６ページをお願いします。 

  歳入でございます。 

  歳入の決算規模では、表の一番下、歳入合計を見ていただきますと１３７億８７２万５,０００円、前年度

と比較して１６億９,２６６万７,０００円の減少となりました。主な要因として、表の科目、９地方特例交付

金において、増減額２億６,５０１万８,０００円、１０の地方交付税で５億３,０３１万９,０００円、１７の

寄附金で１億８,８３９万２,０００円が増加したものの、１４の国庫支出金では、新型コロナウイルス感染症

関連事業費補助金として、地方創生臨時交付金や特別定額給付金給付事業費補助金など１３億１,９０６万

６,０００円の大幅な減少があったほか、１市税で１億７,７５７万９,０００円、１５県支出金で２億

２,７５３万９,０００円、１８繰入金で７億８,８０９万円、２１市債で３億６,２６０万円が減少したことに

よるものです。 

  続きまして、７ページをお願いします。 

  下段の財源の区分別歳入決算状況の表をご覧ください。 
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  自主財源では、寄附金や繰越金は増加したものの、市税や繰入金が減少し、６億３,７３３万１,０００円の

減少となりました。依存財源は、地方特例交付金や地方交付税が増加したものの、特別定額給付金事業費補助

金の皆減に伴い、国庫支出金が大幅に減少したほか、県支出金、市債も減少し、１０億５,５３３万

６,０００円の減少となりました。 

  次に、８ページをお願いします。 

  ８ページ上段のグラフをご覧ください。グラフの右端ですが、自主財源が減少したものの、それ以上に依存

財源が減少したことから、令和３年度の自主財源比率は、前年に比べ０.１ポイント減の３６.６％となりまし

た。 

  その下の主な自主財源一覧の表をご覧ください。 

  下から３段目にあるふるさと納税寄附金が、昨年度の決算額５億７,５２５万８,０００円を大きく上回り、

７億５,７２２万５,０００円となっております。 

  続きまして、９ページをお願いします。 

  一般財源等の状況でございます。 

  一般財源は総額８３億９,８１０万８,０００円で、前年度と比較して６億８,８６７万８,０００円の増とな

りました。新型コロナウイルス感染症の影響により市税が減少したほか、財政調整基金繰入金や減債基金繰入

金が皆減したものの、地方交付税や地方消費税交付金、地方特例交付金、繰越金が増加となったことによるも

のです。 

  続きまして、１１ページをお願いします。 

  １１ページ、目的税の充当状況のうち、②都市計画税について、歳入決算額は１億１３４万７,０００円で、

税充当事業内容については、表の一番右側の、うち都市計画税充当額の都市計画事業（Ａ）と地方債償還額

（Ｂ）を合わせた２,１０９万３,０００円を充当しております。 

  続きまして、１２ページをお願いします。 

  地方交付税につきましては、下段の表をご覧ください。 

  下段の表、まず１段目、普通交付税で増減額は５億５３万１,０００円の増、特別交付税で２,９７８万

８,０００円の増、合計で前年度比５億３,０３１万９,０００円増の４１億８,２１０万４,０００円を収入し

ております。特に普通交付税が増加した要因は、基準財政需要額において、測定単位である人口が令和２年国

勢調査人口に切り替わり全体的に減少したものの、生活保護費や高齢者福祉費、地域振興費が増加したことや、

令和３年度に限り臨時経済対策費及び臨時財政対策債償還金費が算定されたことから、前年度に比べ３億

６,４６９万９,０００円、６.４％の増加となったこと、基準財政収入額では、市民税（所得割）や固定資産

税が減少したことに加え、市民税（法人税割）においては過年度精算額の影響により皆減となったことから、

前年度に比べ１億３,２９１万円、５.２％の減少となったこと、これらの要因により差引きで増加となりまし

た。 

  続きまして、１３ページをお願いします。 

  分担金及び負担金では、前年度と比較して５２万円の増となりました。養護老人ホーム措置費負担金が増加

したことが主な要因です。 
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  使用料及び手数料では、前年度と比較して６３０万７,０００円の減少となりました。へき地診療所使用料

や休日・夜間応急診療所使用料が減少したことが主な要因です。 

  国庫支出金につきましては、前年度と比べ１３億１,９０６万６,０００円の減少となりました。新型コロナ

ウイルス感染症関連事業費補助金として、新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金や住民税非課税世帯

への臨時特別給付金給付事業費補助金が皆増となったほか、子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費補助金

や新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金が増加したものの、地方創生推進交付金や地方創生

臨時交付金が減少したほか、令和２年度に１人１０万円を給付した特別定額給付金事業費補助金の１８億

２,４００万円が皆減となったことによるものです。 

  続きまして、１４ページをお願いします。 

  県支出金では、前年度と比較して２億２,７５３万９,０００円の減少となりました。新型コロナウイルスワ

クチン接種医療従事者派遣事業補助金や衆議院議員選挙委託金、三重県知事選挙委託金が皆増となったほか、

障害者自立支援給付費等負担金や障害児通所給付費等負担金が増加したものの、漁港施設整備事業費補助金が

減少したほか、強い水産づくり施設整備事業費補助金が皆減となったことによるものです。 

  寄附金では、前年度と比較して１億８,８３９万２,０００円の増となりました。一般寄附金が皆減となった

ものの、ふるさと納税寄附金が増加したほか、道路改良事業費寄附金や福祉事業寄附金、保健衛生寄附金が皆

増となったことが主な要因です。 

  繰入金では、前年度と比較して７億８,８０９万円の減少となりました。森林環境譲与税基金繰入金や介護

保険事業特別会計繰入金が皆増となったほか、ふるさと創生基金繰入金が増加したものの、財政調整基金繰入

金や減債基金繰入金、庁舎等改修基金繰入金、地方創生拠点整備基金繰入金、土地開発基金繰入金が皆減とな

ったことが主な要因です。 

  １５ページの表は、ふるさと創生基金繰入金のふるさと納税充当事業の主なものの一覧となっております。 

  １６ページをお願いします。 

  １７番、市債の状況ですが、前年度と比較して３億６,２６０万円の減少となりました。防災行政無線整備

事業債や地方道路等整備事業債が増加したものの、都市公園等整備事業債や消防施設整備事業債、臨時財政対

策債が減少したことが主な要因です。 

  １６ページから１７ページの表は、市債の借入状況でございます。 

  １７ページの表の一番下の市債借入合計をご覧ください。 

  令和３年度の借入額の総額は、１１億３４０万円となっております。 

  ここには表記しておりませんけれども、冒頭で申し上げました資料２、令和３年度借り入れた市債の交付税

算入率の一覧では、交付税の算入率見込額、算入率も表記しておりますので、後ほどご覧ください。 

  続きまして、１９ページをお願いします。 

  歳出について説明します。 

  目的別歳出決算状況の表をご覧ください。 

  歳出合計は１２８億２,５４２万円で、前年度と比較して２０億６,２８７万６,０００円の減少となりまし

た。民生費で４億３５３万６,０００円、衛生費で１億４,４８０万９,０００円、災害復旧費で１億６４３万
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１,０００円増加したものの、特別定額給付金給付事業が皆減になったことから総務費で１２億１,１５０万円

減少したほか、市民体育館サブアリーナ整備事業や消防庁舎整備事業など大規模ハード事業の完了に伴い、土

木費で５億７,１２２万８,０００円、消防費で４億９,６９４万３,０００円減少したことによるものです。 

  続きまして、ちょっと飛びまして、２３ページをお願いします。 

  ２３ページ、性質別歳出決算状況の表をご覧ください。 

  義務的経費では、前年度と比較して４億７,４６５万５,０００円の増額となりました。主な要因は、扶助費

において住民税非課税世帯等への臨時特別給付金給付事業や子育て世帯生活支援特別給付金給付事業が皆増と

なったことなどによるものです。 

  投資的経費では、前年度と比較して１０億１,９０４万円の減少となりました。主な要因は、災害復旧費で

１億６４３万１,０００円増加したものの、大規模ハード事業の終了に伴い、普通建設事業、補助事業で

１１億７２６万３,０００円減少したことによるものです。 

  その他の経費では、前年度と比較し１５億１,８４９万１,０００円の減少となりました。主な要因としては、

積立金で２億４,５１８万３,０００円、物件費で１億９,８１９万５,０００円増加したものの、補助費等で特

別定額給付金給付事業が皆減となったことにより１８億９,７５４万４,０００円と大きく減少したことによる

ものです。 

  続きまして、２７ページをお願いします。 

  ２７ページ、財政指標の状況です。 

  まず、財政力指数です。 

  財政力指数は、地方公共団体の財政力を示す数値で、交付税の算定に用いる基準財政収入額を基準財政需要

額で除して得た数値の過去３か年の平均値で表します。令和３年度は３年間平均で０.４２８で、前年度と比

較すると０.０１４の減少となりました。単年度の財政力指数は０.３９６となり、前年度と比較すると

０.０４８の減少となりました。これらの主な要因は、分母の基準財政需要額が増加し、分子である基準財政

収入額が減少したことから、単年度財政力指数が減少し、連動して３か年平均も減少となりました。 

  続きまして、２８ページをお願いします。 

  経常収支比率です。 

  令和３年度は８０.５％で、前年度と比較すると７.４ポイント改善しました。この要因は、経常一般財源等

では市税が減少したものの、普通交付税や各種交付金が増収となったことから前年度より６億２,６５８万

４,０００円の増加となりました。また、経常経費充当一般財源等では、人件費や扶助費、補助費等が減少し

たものの、物件費や繰出金が増加したことにより、前年度より５２９万８,０００円増加しました。このこと

から、経常一般財源等、経常経費充当一般財源等ともに増加したものの、経常収支比率の算定の際に分母であ

る経常一般財源等が分子となる経常経費充当一般財源等の増額幅を上回ったことにより、経常収支比率は改善

しました。 

  続きまして、２９ページをお願いします。 

  健全化判断比率です。 

  健全化判断比率は、地方公共団体の財政状況を統一的な指標で明らかにし、財政の早期健全化や再生の必要
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性を判断するための財政指標の総称です。標準財政規模に対する決算の赤字額の比率でもって判断するもので、

括弧書きは鳥羽市における健全化判断基準の数値で、これを上回る場合は赤字解消に向けた早期健全化計画の

策定義務を負うものとなります。令和３年度も実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、いずれも黒字

となり、健全な財政運営となっております。 

  実質公債費比率については８.５％で、前年度より０.８ポイント減少しました。また、単年度の比率も

７.５％で、前年度より１.１ポイント下がっています。 

  次に、将来負担比率の状況につきましては、市が将来負担すべき実質的な債務の標準財政規模に対する比率

で、令和３年度は３０.３％で、前年度と比較すると２２.２ポイント減少となりました。減少した要因は、年

度末地方債現在高及び一部事務組合等地方債償還財源に係る負担金等が減となったことから分子となる将来負

担額が減少するとともに、分母において、標準財政規模が増となったことから比率が減少しております。 

  以上で決算の概要説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○世古安秀委員長 決算の概要等についての説明は終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  決算の概要の部分についてご質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 質疑に入る前に、各委員に資料等の確認をしていただきたいなというふうに思いますけれども、

いかがでしょうか。 

○世古安秀委員長 山本委員から、委員に各資料の確認をしていただきたいということですので。 

  この、これも含めて…… 

（「皆さん、お持ちでしょうかというところを改めて確認していただければ」「これと」

「全員に」の声あり） 

○世古安秀委員長 はい。 

  成果説明書、そして、歳入歳出決算に関する説明書、そして、各課から提出されている資料を、皆さんお持

ちでしょうか。 

（「中世古委員もありますか」の声あり） 

○世古安秀委員長 ないんですか。 

  休憩しようか。なかったらいかん。ちょっと…… 

  暫時休憩します。 

（午前 ９時４５分 休憩） 

─────────────── 

（午前 ９時４８分 再開） 

○世古安秀委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  中世古委員に申し上げます。中世古委員、委員会に臨むに当たって、事前に資料をきちんと確保した上で席

に着いていただいて、審議をしていただきますよう…… 

（「はい、申し訳ございません」の声あり） 
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○世古安秀委員長 はい。強く申し述べておきます。 

  それでは、決算の概要等についての説明が終わりましたので、概要の部分についてのご質疑を受けたいと思

います。 

  ご質疑はございませんか。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 すみません、１点、お尋ねいたします。 

  概要の１２ページの地方交付税の状況の中で、課長が、説明にもありましたけれども、今年度、令和３年度

において市税の状況等々、収入が減ったにもかかわらず交付税等々の措置があって、基準財政需要額が大きく

膨らんで、決算状況を見れば、黒字ですごくいいような感じにも見えるんですけれども、本来はここの部分と

いうのは、書いてあるように、人口が国勢調査の中の令和２年度で減ったにもかかわらず、そういう部分で良

好なものが出ているというのは、この令和３年度に限ってのことなんでしょうかね。臨時のコロナの影響でと

いうことですか。確認のために。 

○世古安秀委員長 企画財政課長。 

○中村企画財政課長 お察しのとおりですけれども、ここの１２ページの基準財政需要額のところにも説明書き

をさせていただいております。国勢調査人口が令和２年度に切り替わったということで、これは減少する要因

ですけれども、令和３年度に限って臨時財政対策費、それから臨時財政対策債償還金費、これが算定されたこ

とによるものでございます。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 それが主な要因ということで、その令和３年度においても、決して楽観視をするものではなく

ということで、きちんと決算の中を事業評価をしたほうがいいということで間違いない。 

○世古安秀委員長 企画財政課長。 

○中村企画財政課長 そのとおりでございます。楽観できるものではありません。令和３年度に限りということ

です。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 分かりました。しっかりと決算のほう、状況を見させていただきます。 

○世古安秀委員長 この件につきまして、関連はございませんか。 

  浜口一利委員。 

○浜口一利委員 重なるとは思うんですけれども、この、いつも地方交付税、予算ベースで３３億円とか、

３５億か３６億円ぐらい、普通なんですけれども、令和３年度に限り４１億円あった要因というのは、国がち

ゃんとそのあたりを見てくれたということでよろしいですか。 

○世古安秀委員長 企画財政課長。 

○中村企画財政課長 先ほど説明させていただいた回答と同じになります。令和３年度に限って、国のほうが対

応してくれたということになります。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 コロナで軽減措置された部分というのも十分に補塡されてきているという理解でよろしいです
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か。２億６,０００万円、特例交付金が。 

○世古安秀委員長 企画財政課、横田課長補佐。 

○横田課長補佐 企画財政課、横田です。よろしくお願いします。 

  先ほど浜口委員のほうからご指摘のありました件につきましては、特例交付金のほうで固定資産税の軽減措

置等があった部分については、特例交付金のほうで補塡されているような形となっております。 

  以上です。 

（「同じことだと思うんですけれど」の声あり） 

○世古安秀委員長 関連でほかにございませんか。 

  なければ、それ以外で質疑を受けます。 

  浜口一利委員。 

○浜口一利委員 ２０ページなんですけれども、目的別歳出決算額の推移ということなんですけれども、この産

業振興をつかさどる観光商工費とか農林水産費、そのあたりが圧縮されているという状況なんですけれども、

これは予算編成で変わってくると思うんですけれども、こういうこのような形というのは、あまりよくないと

いう感じがあるわけなんですけれども、これは予算編成上、仕方ない部分はあろうかと思うんですけれども、

そのあたりはどのように考えているんですか。 

○世古安秀委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 ご指摘のありました農林水産業費と観光のところになりますけれども、この後のまた説明にも

出てくるとは思うんですけれども、実際に農林水産業費のほうにつきましては、黒ノリの、本当に黒ノリ加工

施設とかちょっと大規模なハード事業等が、令和２年度あったものが令和３年度ございませんでしたので、そ

ちらの金額、ちょっと大きいものがあります。 

  観光商工費につきましても、こちらの理由書いてありますけれども、プレミアム商品券事業等の減少があっ

たというような形になっております。これから令和４年度、現在もそうですけれども、コロナからの地域経済

の詳細等いろんなこともありますので、その辺についてはまた考えていきたいと思っております。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 この表を見ると、民生費が段々大きくなっているという、これは仕方ない部分というのはあろ

うかとは思うんですけれども、やはり私たちとしては、産業振興とかそのあたりの予算が十分にないというと

ころが、何かこう、もう少し頑張ってほしいなというところなんですけれども、そのときの事業によって変わ

ってくるとは思うんですけれども、もう令和３年度については、もう全部圧縮されているという状況なので、

そのあたりはちょっと気になりましたので、質問させていただきました。 

○世古安秀委員長 企画財政課長。 

○中村企画財政課長 これは、あくまで令和２年度、令和３年度の対比ですので、各費目ごとに事業費が、事業

が終了してしまったものであったり、新たに事業が発生したものも出てきますので、単純にこう、全体が、例

えば農林水産業費が圧縮されたとかそういう話ではございませんので、そのもう１年前に、先ほど説明ありま

したけれども、ノリの委託加工施設ですかね、そういうのがあってそれがなくなった、それで差が出てきとる

というふうな状況ですので、これだけ見てこう、水産が減ったなとかというものではないかなと思います。そ
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の辺、ご了承お願いします。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 企画財政課長の言うとおりかと思うんですけれども、次年度の予算編成には注文をつけざるを

得ないような形というのが見えるもので、ちょっといらんことか。 

○世古安秀委員長 それ以外で、ほかにございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 ２点お伺いします。 

  １点目、１１ページ、都市計画税についてお尋ねします。 

  １億円目的税として集めて、充当した額は２,０００万円で、８,０００万円が基金としてまた積み立てられ

ました。基金合計は３億６,０００万円に到達しております。 

  都市計画税は、目的税です。こういう事業にするから、その事業、受益者が税としては負担するというのが

建前です。去年も、その事業計画についてお尋ねしましたけれども、事業計画、こういうものを予定しており

ますと、基金としてこれだけ積み立てればそれに充てますというのを納税者に説明できるのでしょうか。 

○世古安秀委員長 中村係長。 

○中村係長 企画財政課、中村です。よろしくお願いします。 

  戸上委員からのご指摘でありますけれども、確かに基金の決算につきましては３億５,０００万円ほど、令

和３年度決算ベースではありますけれども、これは都市計画の認可事業のほうに充てていくような基金となっ

ておりますので、今後、中央公園の整備とか、今年度から進めております雨水、下水関係の整備関係のほうへ

充当していくものと考えております。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 いや、私が言いましたのは、都市計画税として１億円、納税者から集めとるわけです。１億円

が使われるというのであれば、受益者負担で納税者は納得すると思うんです。しかし、ずっと一環して、これ

までも集めた税の２割前後しか充当しておりません。 

  ですから、僕は、一般質問でも減税すべきだというふうに言うたんです。今回の決算でも、そのあたりが明

確に出ておりません。それを一つ指摘しておきます。 

  何か、答弁ある。 

○世古安秀委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 ２点目ですけれども、２８ページ、経常収支比率についてお尋ねします。 

  この文章では、経常収支比率は改善したと、８０.５％になって。数字的に見れば、これは改善です。改善

と言えなくもないというふうに思います。 

  経常収支比率というのは、実質単年度収支比率と並んで、決算を見る場合の非常に重要な財政指標です。で

すから、これを重視するんですけれども、過去の決算カードで調べて見ますと、８０.５％と、もう８０％を

切るというような経常収支比率になった。これは、低ければ低いほど財政の弾力度が強化されておるという指

標です。 
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  平成４年度が７３.５％、ですから、ちょうど３０年前です。このときに比べて、今が８０.５％ですから、

次いで低い率になっております。 

  こういうこの経常収支比率は、僕は、この突如として今年度出てきたんではないかと。恒常的にこういう経

常収支比率の弾力度が続いていくだろうというふうには思えないんですけれども、財政当局はどういうふうに

分析しておりますでしょうか。 

○世古安秀委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 先ほど委員からご指摘のありました経常収支比率ですけれども、おっしゃるとおり令和３年度

の経常収支比率については改善の形となっておりますけれども、その算定に際して分母が大きくなる、歳入が

大きく伸びたことが大きな要因となっております。 

  しかし、この歳入、分母の部分が大きく伸びた要因としましては、先ほど来、お話にもありました普通交付

税のほうの収入が大きかったことであり、これは令和３年度のみの措置として国が対策を行ったからの形とな

っております。 

  仮に、令和３年度の歳出と令和２年度の歳入で経常収支比率を算定すれば、この経常収支比率は８８.０％、

前年度とほぼ横ばいとなります。また、令和３年度の歳入に令和２年度の普通交付税の額だけを入れ替えて計

算しますと、経常収支比率は８６.４％となります。おっしゃるとおり、全体的には減少傾向にはございます

けれども、これからもその点につきましては、各課と知恵を出し合いながら、経常収支比率の改善について頑

張っていきたいと思っております。 

（「よく分かりました。以上です」の声あり） 

○世古安秀委員長 戸上委員、よろしいですか。 

○戸上 健委員 はい。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、ないようですので、暫時休憩いたします。 

  １０分間休憩します。 

（午前１０時０３分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時０８分 再開） 

○世古安秀委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、一般会計歳入について担当課長の説明を求めますが、歳入の説明、質疑については事業を伴うもの、

国や県の補助金により補助事業を行っているものについては、歳出のところで詳しく説明、質疑を行っていた

だくようご協力願います。 

  なお、国庫支出金、県支出金にそれぞれ収入未済額が記載されていますが、これらは６月会議において、報

告第１号、令和３年度鳥羽市一般会計繰越明許費繰越計算についてとして報告がなされていますので、ここで

は確認程度にとどめておいてください。確認のため、ドライブに格納しておりますので、ご覧おき願います。

そのため、ここでは歳入における市税や使用料、手数料、財産売払収入、諸収入に対する質疑を重点的に行っ
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ていただくようお願いします。 

  それでは、担当課の説明を求めます。 

  税務課長。 

○世古税務課長 税務課、世古です。よろしくお願いします。 

  それでは、１款市税について説明させていただきます。 

  最初に、市税の状況について説明させていただきますので、決算成果説明書の１０ページをお願いします。

また、事前に資料２部を提出させていただいていますので、併せてご覧ください。 

  市税収入につきましては、前年度決算額と比較しますと１億７,７５７万９,０００円減の２５億

５,９８７万円となりました。その主な要因は、現年課税分では地方税法の一部改正に伴う特例措置により、

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小事業者等の事業用家屋と償却資産に対する固定資産税及び都市

計画税を１年度限り軽減しました。このことにより、固定資産税で２億１,４４９万２,０００円、都市計画税

で１,６５２万９,０００円の減となりました。この特例に伴う減収分につきましては、国からの特例交付金で

全額補塡されております。 

  また、給与所得等の減に伴い、個人市民税で３,９２５万９,０００円が減となっております。 

  一方、滞納繰越分では、前年度から延長された新型コロナウイルス感染症に係る特例の徴収猶予分等の納付

もあったことから、前年度より７,６０７万１,０００円の増となりました。 

  令和３年度の市税収納率につきましては、現年度課税分は前年度に比べ３.２ポイント増の９８.２％、滞納

繰越分は２３.０ポイント増の４９.９％で、市税全体では２.２ポイント増の９４％でした。 

  それでは、市税の説明をさせていただきます。 

  決算に関する説明書１ページ、２ページをお願いします。 

  不納欠損額は２ページ上段のとおり、１,８１０万４,０００円となりました。前年度より３７７万

３,０００円の増となりました。主な要因につきましては、宿泊施設の固定資産税について地方税法第１５条

の７第５項を適用したことによるものです。 

  提出しております資料２の令和３年度における市税等の不納欠損集計表をご覧ください。 

  主なものは、固定資産税で地方税法第１５条の７第５項の適用による執行停止となり納税義務が消滅したも

ので、都市計画税と合わせた１,５３９万１,０００円でした。市税の不納欠損額全体の８５％を占めています。

大型案件等により一時的な増減が出る部分ではありますが、今後も適切な滞納整理に努めていきたいと考えて

おります。 

  収入未済額につきましては１億３,９０８万２,０００円で、前年度より８,３３２万１,０００円の減となり

ました。このうち、固定資産税で７,６９６万４,０００円の減となっていますことから、さきに説明しました

固定資産税及び都市計画税に対する特例措置によるものと推測しております。 

  続きまして、項別を前年度との収入済額の増減で説明させていただきます。 

  １項市民税は、７億９,１２６万５,０００円の収入済額となりました。個人市民税は３,９３１万

９,０００円減、法人市民税は１３４万８,０００円の増で、現年滞納を合わせた収入済額は３,７９７万円の

減となりました。新型コロナウイルス感染症対応休業支援金給付金の受給等もあり、所得額は増額しているも
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のの、市民税算定の基礎となる課税標準額は減額となったため、個人市民税は減額しているものです。 

  ２項固定資産税は、１億４,５０２万円減の１３億５,７３７万３,０００円の収入済額となりました。冒頭

で説明させていただいたとおり、地方税法の一部改正に伴い、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小

事業者等の事業用家屋及び償却資産に対する固定資産税、都市計画税が１年度限り軽減されたことによるもの

です。滞納繰越分についても冒頭の説明と同様で、延長申請された徴収猶予分等の納付があったことから

６,９５０万６,０００円の増となりました。 

  次に、決算書に関する説明書１ページ、２ページの下段から、３ページ、４ページをお願いします。 

  ３款軽自動車税は、１５９万２,０００円増の６,６７０万８,０００円の収入済額となりました。新規登録

から１３年経過した重課適用車両が増加傾向にあるため増となっております。 

  ４項市たばこ税は、４４０万３,０００円増の１億３,５９１万８,０００円の収入済額でした。課税本数は

減少していますけれども、税率が上がったことから増となりました。 

  ５項入湯税は、１,０６８万２,０００円増の１億７２５万８,０００円の収入済額でした。令和３年度は事

業所が２件増えたことに加え、若干ですが入湯客が回復したため増となりました。 

  ６項都市計画税は、１,１２６万６,０００円減の１億１３４万６,０００円の収入済額でした。状況は、固

定資産税と同様です。 

  以上が市税の説明になります。 

○世古安秀委員長 企画財政課、横田課長補佐。 

○横田課長補佐 企画財政課、横田です。改めまして、よろしくお願いいたします。 

  私からは、２款を説明させていただきますので、決算に関する説明書３ページ下段から６ページ中段までを

ご覧ください。 

  ２款地方譲与税につきましては、予算現額６,２３０万１,０００円に対し１９６万８,０００円増の

６,４２６万９,０００円を収入しております。 

  １項地方揮発油譲与税につきましては、地方揮発油税法の規定により、地方揮発油税の収入相当額に対して

基準に基づき配分されたもので、予算現額１,６００万円より９６万円減の１,５０４万円を収入しております。 

  ５ページ、６ページの２項自動車重量譲与税につきましては、予算現額４,０００万円より３００万

５,０００円増の４,３００万５,０００円を収入しております。こちらは自動車重量税法の規定により、自動

車重量税の収入相当額に対し、基準に基づき配分されたものとなります。 

  ３項地方道路譲与税につきましては、前年度と同様に過年度分に係る収入はございませんでした。 

  ４項森林環境譲与税につきましては、予算現額６３０万円より７万６,０００円減の６２２万４,０００円を

収入しております。こちらは森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律に基づき、森林環境税の収入相当額

を人口などの基準で案分し、都道府県、市町村へ配分されたものとなっております。 

  ２款地方譲与税は以上でございます。 

○世古安秀委員長 税務課長。 

○世古税務課長 引き続き、決算に関する説明書５ページ、６ページ下段を、決算成果説明書は１１ページ下段

をお願いします。 
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  ３款利子割交付金は、予算現額３００万円に対し収入済額は１４４万６,０００円で、前年度より６１万

４,０００円の減となりました。 

  次に、４款配当割交付金は、予算現額１,０３０万円に対し収入済額は１,４２１万１,０００円で、前年度

より４６６万６,０００円の増となりました。 

  続きまして、７ページ、８ページをお願いします。 

  ５款株式等譲渡所得割交付金は、予算現額７００万円に対し収入済額は１,５３９万円で、前年度より

５１０万７,０００円の増となりました。 

  以上、５款までの説明になります。 

○世古安秀委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 同じく決算に関する説明書７ページ、８ページをお願いいたします。 

  ６款法人事業税交付金につきましては、款項目同じ名称となっており、予算現額２,０３０万６,０００円よ

り９２０万９,０００円増の２,９５１万５,０００円を収入しています。こちらは前年度の令和２年度から設

けられたもので、県の法人事業税収入額に対し、交付率や従業員数などを基準として市町に交付されるもので

す。 

  なお、当初予算の際にもご説明申し上げましたが、令和３年度から当該交付率が３.４％から７.７％に変更

となりましたので、前年度の収入済額１,１８２万３,０００円より大きく増額しております。 

  次に、７款地方消費税交付金につきまして、こちらも款項目同じ名称となっており、予算現額と同額の４億

７,５００万３,０００円を収入しております。国から県へ払い込まれた地方消費税額の２分の１相当額のうち

国勢調査の人口などの基準に従い市町村に配分されたものとなっております。 

  また、地方消費税率の引上げに伴う地方消費税交付金の社会保障財源化分２億５,０６２万４,０００円の充

当事業につきましては、決算成果説明書３８ページに資料７として記載しておりますので、後刻ご覧おきくだ

さい。 

  ８款環境性能割交付金につきましては、款項目同じ名称で、予算現額８２０万円に対し１３３万

１,０００円減の６８６万９,０００円を収入しております。自動車税環境性能割の収入額に９５％を乗じた額

の１００分の４７に相当する額を市道の延長などの基準により案分され、交付されたものとなっております。 

  次に、９款地方特例交付金です。予算現額２億１,９５３万８,０００円に対し５,７７４万１,０００円増の

２億７,７２７万９,０００円を収入しております。内訳として、１項地方特例交付金では、予算現額と同額の

１,１５３万８,０００円を収入しております。 

  また、９ページ、１０ページに記載の２項新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金では、

当初予算の際にご説明申し上げましたが、令和３年度のみの措置として、新型コロナウイルス感染症の影響を

受けた中小事業者等の固定資産税及び都市計画税に対する課税標準の特例措置に伴い、その減収相当分の補塡

として交付されたものとなっております。 

  当初予算の説明では、普通交付税の算定などを参考に減収分の７５％相当を見込んでおりましたけれども、

減収相当分は全額交付されたことなどから、予算現額２億８００万円よりも５,７７４万１,０００円増の２億

６,５７４万１,０００円を収入しております。 
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  続いて、１０款地方交付税につきましては、こちらも款項目同じ名称となります。予算現額３７億

６,４０８万７,０００円に対し４億１,８０１万７,０００円の増となる４１億８,２１０万４,０００円を収入

しております。詳細につきましては、先ほど企画財政課長から概要として決算成果説明書の１２ページにてご

説明したとおりでございます。 

  １１款交通安全対策特別交付金につきましては、款項目ともに同じ名称で、予算現額１００万円に対し５万

６,０００円増の１０５万６,０００円を収入しております。交通反則通告制度に基づいて納付された反則金収

入を原資とし、交通事故の発生件数などの基準に従い交付されたものとなっております。 

  続きまして、１２款分担金及び負担金につきましては、予算現額２,４８７万６,０００円に対し１２０万円

増の２,６０７万６,０００円を収入しております。なお、収入未済額２６万７,０００円につきましては、養

護老人ホーム措置費負担金に係るものでございますけれども、前年度に引き続き収入未済額は減少している状

況となっております。 

  次に、１１、１２ページ中段となります。 

  １３款使用料及び手数料につきましては、予算現額２億９,１５３万１,０００円に対して１,９５８万

１,０００円減の２億７,１９５万円を収入しております。 

  そのうち１項使用料につきましては、予算現額２億５,５２３万２,０００円より１,８７３万５,０００円減

の２億３,６４９万７,０００円を収入しております。前年度収入済額と比較して減額した主な要因は、目１総

務使用料にありました市民文化会館使用料が皆減になったことや、目３衛生使用料では前年度と同様にへき地

診療所使用料の減や、目７教育使用料で条例の一部改正に伴って教員住宅使用料が減額したことなどが主な要

因となっております。 

  なお、収入未済額３,０６８万３,０００円につきましては、目６土木使用料の市営住宅使用料、あと改良住

宅使用料などが主なものとなっておりますが、その金額は年々増加傾向にございます。未収に至った理由には

それぞれ事情などがあり、酌むべきところはあるかもしれませんけれども、一方ではきちんと納めていただい

ている方がみえるなど、公平性な観点もありますので、なかなか難しい問題となっております。 

  引き続き決算に関する説明書の１５、１６ページをご覧ください。 

  ２項手数料につきましては、予算現額３,６２９万９,０００円より８４万６,０００円減の３,５４５万

３,０００円を収入しており、前年度とほぼ同額となっております。 

  次に、飛びまして、１７、１８ページをお願いします。 

  １４款国庫支出金につきましては、予算現額２０億３,９５２万８,０００円に対し１億７,５１５万円の減

となる１８億６,４３７万８,０００円を収入しております。 

  そのうち１項国庫負担金につきましては、予算現額７億９,８７２万６,０００円より２,４１０万

４,０００円減の７億７,４６２万２,０００円を収入しております。前年度収入額と比較して増額となった主

な要因は、目１民生費国庫負担金の重層的支援体制整備事業交付金や、目２衛生費国庫負担金の新型コロナウ

イルスワクチン接種対策費負担金の皆増に加え、目１民生費国庫負担金の障害者自立支援給付費負担金や、目

４災害復旧費国庫負担金の公共土木施設災害復旧事業費負担金などが増額したことによるものです。 

  また、収入未済額の３,３６９万３,０００円は、目４災害復旧費国庫負担金の公共土木施設災害復旧事業費
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負担金に係るものとなっております。 

  １９ページ、２０ページの２項国庫補助金につきましては、予算現額１２億３,５４５万４,０００円より

１億５,２９５万円減の１０億８,２５０万４,０００円を収入しております。前年度の収入済額と比較して約

１４億円と大きく減額となった主な要因は、目２民生費国庫補助金で住民税非課税世帯等への臨時特別給付金

など、非課税世帯や子育て世帯等に対する給付金関連の補助金や、国庫負担金にもありました重層的支援体制

整備事業交付金、また、目３衛生費国庫補助金の新型コロナウイルス感染症に関連する補助金などが増額とな

りましたが、前年度は総務費国庫補助金にありました１人当たり１０万円を支給した特別定額給付金に係る補

助金約１８億円の皆減や、教育費国庫補助金で国の進めるＧＩＧＡスクール構想に伴い、１人１台のタブレッ

ト端末を整備しましたので、関連補助金なども大きく減額したことがその要因となっております。 

  また、収入未済額１億３,１９１万４,０００円につきましては、目１総務費国庫補助金で地方創生臨時交付

金を活用した地域公共交通事業と、目５観光商工費国庫補助金でも地方創生臨時交付金を活用した観光振興推

進事業、目６土木費国庫補助金で社会資本整備総合交付金を活用した地方道路整備交付金事業や河内ダム関連

道路整備事業などをそれぞれ次年度に繰り越したものによるものです。 

  なお、決算成果説明書１３、１４ページには、地方創生臨時交付金や新型コロナウイルス感染症対策に要し

た主な国庫支出金について一覧表を記載しておりますので、後刻ご覧おきいただければと思います。 

  続いて、決算に関する説明書２５、２６ページにお戻りいただけますでしょうか。 

  ３項委託金につきましては、予算現額５３４万８,０００円に対し１９０万３,０００円増の７２５万

１,０００円を収入しております。前年度と比較して減額となった主な要因は、目２民生費委託金で、国民年

金事務費交付金が減額となったことによるものです。 

  続きまして、同ページの１５款県支出金につきましては、予算現額７億６,３３０万８,０００円に対し１億

８４９万円減の６億５,４８１万８,０００円を収入しております。 

  １項県負担金につきましては、予算現額３億５,５４８万７,０００円より５１９万５,０００円減の３億

５,０２９万２,０００円を収入しております。前年度より増額した主な要因は、目２民生費県負担金で、児童

手当支給費負担金などの減額はあるものの、同じ目の障害者自立支援給付費等負担金や生活保護法第７３条負

担金などが増額したことによるものです。 

  続いての２７、２８ページをご覧ください。 

  ２項県補助金につきましては、予算現額３億４,３１４万８,０００円より１億２９７万４,０００円減の

２億４,０１７万４,０００円を収入しております。前年度と比較して大きく減額した主な要因は、前年度農林

水産業費県補助金にあった桃取地区の黒ノリ委託加工施設整備に充当した強い水産業づくり施設整備事業費補

助金の１億６,８８８万４,０００円や、土木費県補助金にあった大規模建築物耐震改修費補助金などが皆減と

なったことによるものです。 

  また、収入未済額５,１２４万円につきましては、目４農林水産業費県補助金で農業基盤整備事業と坂手漁

港機能保全事業を次年度に繰り越したことによるものです。 

  続いて、飛んでいただきまして、３１、３２ページ最下段をお願いします。 

  ３項委託金につきましては、予算現額６,４６７万３,０００円より３２万１,０００円減の６,４３５万
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２,０００円を収入しております。前年度と比較して増額した主な要因は、目１総務費委託金で、衆議院議員

選挙等委託金や三重県知事選挙委託金が皆増となったことによるものです。 

  続いて、また飛んでいただきまして、３５、３６ページ中段をご覧ください。 

  １６款財産収入につきましては、予算現額９,７０１万６,０００円に対し９７万６,０００円減の

９,６０４万円を収入しております。 

  そのうち１項財産運用収入につきましては、予算現額３,８７８万円より３１万６,０００円減の

３,８４６万４,０００円を収入しております。 

  ２項財産売払収入につきましては、予算現額５,８２３万６,０００円より６６万１,０００円減の

５,７５７万５,０００円を収入し、前年度より増額しておりますが、これは補正予算の際に説明申し上げまし

たけれども、公益財団法人鳥羽市武道振興会の解散に伴ってその残余財産を受け入れたことから、目４残余財

産処分収入が皆増となったことによるものです。 

  続いて、３７、３８ページをご覧ください。 

  １７款寄附金につきましては、予算現額７億６,６９４万３,０００円に対し１３６万２,０００円増の７億

６,８３０万５,０００円を収入しております。前年度と比較して大きく増額となった主な要因は、ポータルサ

イトの増設や全国的な巣ごもり需要などに後押しされ、１項寄附金、目１総務費寄附金のふるさと納税寄附金

の大幅な増額と、目４土木費寄附金において、市道見崎線道路拡幅事業に伴う地元町内会からの道路改良事業

費寄附金が皆増となったことによるものです。 

  続いて、３９、４０ページをご覧ください。 

  １８款繰入金につきましては、予算現額７億３,７４５万９,０００円に対し９,９９８万７,０００円減の

６億３,７４７万２,０００円を収入しております。前年度と比較して大きく減額した主な要因は、前年度にあ

りましたサブアリーナの増築工事に伴う地方創生拠点整備交付金基金繰入金３億７,４８９万９,０００円や、

財源の見直し等などによって繰り入れました都市開発基金繰入金３億９８８万５,０００円などが皆減となっ

たことによるものです。 

  また、ふるさと創生基金繰入金の充当事業の主なものにつきましては、先ほど課長のほうからも説明もあり

ました決算成果説明書の１５ページに一覧表を記載しておりますので、後刻ご覧おきください。 

  続いて、４１、４２ページをご覧ください。 

  １９款繰越金につきましては、予算現額と同額の５億１,３０９万６,０００円を前年度繰越金として収入し

ております。 

  ２０款諸収入につきましては、予算現額１億４,２４３万１,０００円に対し３７４万１,０００円増の１億

４,６１７万２,０００円を収入しております。 

  そのうち１項延滞金、加算金及び過料につきましては、予算現額１,０００万円より６３１万４,０００円増

の１,６３１万４,０００円を収入しております。 

  ２項市預金利子につきましては、予算現額１２万６,０００円より８万７,０００円減の３万９,０００円を

収入しております。 

  ３項貸付金元利収入につきましては、予算現額と同額の３,３０１万２,０００円を収入しております。なお、
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収入未済額２,９１５万５,０００円につきましては、目２民生貸付金元利収入の住宅新築資金等貸付金元利収

入と福祉資金貸付金元利収入の未収によるものとなっております。 

  続いて、４項雑入につきましては、予算現額９,９２９万３,０００円より２４８万７,０００円減の

９,６８０万６,０００円を収入しております。なお、収入未済額８９７万３,０００円につきましては、目

１雑入の生活保護法による返還金の未収によるものとなっております。 

  続いて、４５、４６ページ、２１款市債となります。 

  １項市債につきましては、予算現額１２億６,９２０万円より１億６,５８０万円減の１１億３４０万円を収

入しております。個々の事業内容に応じて少しでも有利な起債の借入れが行われるように努めているところで

はございますが、市債の借入状況につきましては、決算成果説明書の１６、１７ページに借入状況を一覧にし

ておりますので、こちらも併せて後刻ご覧おきください。 

  最後に、４９ページ、５０ページ、２２款自動車取得税交付金につきましては、予算現額１,０００円に対

し、旧法による自動車取得税交付金を収入しております。 

  以上のことから、令和３年度の一般会計歳入合計は、予算現額１３７億３,７９０万円に対し２,９１７万

５,０００円減の１３７億８７２万５,０００円を収入いたしました。 

  これで歳入の説明を終わらせていただきます。 

○世古安秀委員長 担当課の説明は終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  ご質疑はありませんか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、ないようですので…… 

（「いえ、あります」の声あり） 

○世古安秀委員長 戸上委員、どうぞ。 

○戸上 健委員 予算書１ページ、２ページについて、市税の徴収についてお尋ねします。 

  予算と対比して見ますと、この、さっき税務課長から説明がありましたけれども、法人と固定資産税の滞納

分の徴収は、予算では２４％、目標になっておりました。それが法人の場合は４２％、結果ですね。固定資産

税は５０％、それぞれ強になりました。 

  さっきの課長の説明では、コロナ特例の納付が始まったことが大きかったという説明だったというように思

うんですけれども、特に固定資産税というのは、コゲついてなかなか徴収は難しかったというように思うんで

す。ここまでの滞納分を５０％以上、固定資産税に限ってですけれども５０％以上を克服したという事例は、

あまり僕も知らないんです。 

  それだけ担当課、税務課の職員たちがよく頑張ったんではないかというふうに思うんですけれども、課長の

説明では、国の制度によるものだということでしたけれども、担当課の頑張りも反映されとるんではないでし

ょうか。それはいかがですか。 

○世古安秀委員長 税務課長。 

○世古税務課長 職員のほうもいろいろと、納税者の方と折衝していただきながら、なるべく納付していただけ
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るように交渉をしていただいて、今の結果になったのかなというふうに思っています。 

  納税者の方もいろいろこのコロナ禍の中で、いろいろやりくりをしながら納税にも、納付していただいてい

るのかなというふうに思っています。 

  また、もうちょっと大きいのは、この１年度限りですけれども、事業所用の家屋と償却資産が軽減された、

このことも一つの大きな要因かなというふうに思います。軽減されたことによって、例えば違う税目の納付に

つながったりとか、滞納のほうの納付につながったりとか、そういったことも一つの要因かなというふうに思

っています。 

○世古安秀委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 コロナがこれ２年以上続いて、市民の皆さんの暮らしは困窮度合いを深めております。そうい

う中で、納税は本当に厳しい状況があります。厳しい状況にあるけれども、滞納をこれだけ克服できたという

のは、納税者の努力とともに、納税者のそういう現状に寄り添う担当課の職員の努力も僕はあったというふう

に思うんです。それ言うときます。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。いいのかな。 

  よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、ないようですので、説明員交代のため暫時休憩いたします。 

（午前１０時４５分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時５５分 再開） 

○世古安秀委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  一般会計歳出の審査に入りますが、冒頭申し上げたとおり、所管課単位で審査を行います。 

  初めに、議会事務局、会計課、選挙管理委員会、監査委員事務局を所管ごとに審査を行います。 

  それでは、議会事務局の決算成果について事務局長の説明を求めます。 

  議会事務局長。 

○岩井議会事務局長 議会事務局、岩井でございます。よろしくお願いします。 

  １款議会費について説明をさせていただきます。 

  決算成果説明書は３９ページ、決算に関する説明書５３ページからお願いいたします。 

  それでは、成果説明書３９ページをお願いいたします。 

  初めに総括でございます。 

  令和３年度は、議会改革推進特別委員会を中心に議会基本条例をはじめ、鳥羽市議会委員会条例、鳥羽市議

会議員政治倫理条例などの改正を行うとともに、本会議終了後には、正副議長による定例の記者会見をはじめ、

議会の情報発信に努めました。また、議員に対する鳥羽市議会議員政治倫理審査会が設置され、市民の信頼を

損ねるとして議員辞職勧告決議案が全会一致で可決されました。 

  次に、新たに実施した事業につきましては、行政常任委員会において、政策提言を目的に３班に分かれて、

都市計画及びまちづくり、デジタル化、遊休未利用地の活用の３つのテーマについて所管事務調査を実施しま
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したが、年度内に完了には至らず、令和４年度も引き続き調査を行うこととしました。 

  ３９ページ、一番下をご覧ください。 

  款１議会費、項１議会費、目１議会費でございます。予算現額１億３,５０７万９,０００円に対しまして決

算額１億３,０４０万６,０００円でございます。 

  ４０ページをお願いいたします。 

  本会議費です。予算額１９万４,０００円に対しまして決算額１５万４,０００円でございます。本会議の内

容ですが、議会運営につきましては、本会議が２４日開催し、出席者は延べ３３２人、一般質問者は延べ

２４人で４０件の通告がございました。議案質疑におきましては、延べ６人で７件の通告がございました。議

決件数につきましては、原案可決９１件など合計１１６件でございます。 

  次に、４１ページ、上段をお願いします。 

  予算額１５８万８,０００円に対しまして決算額１９万６,０００円でございます。 

  令和３年度より総務民生常任委員会と文教産業常任委員会を行政常任委員会に一本化し、付託されました議

案４０件を審査し、全ての議案を可決いたしました。 

  予算決算常任委員会では、当初予算、補正予算の審査のほか、９月会議の決算認定の審査の際に振り返りと

して委員から提案された各種事業を議論し、４項目を取りまとめ、提言書として市長へ提出いたしました。 

  また、議会改革推進特別委員会では、委員会を９回開催し、議会基本条例のほかの見直しを行うため、３つ

の小委員会に分かれ、改正案の議論を深めました。議会基本条例のほか、鳥羽市議会の会期等に関する条例、

鳥羽市議会委員会条例、鳥羽市議会会議規則、鳥羽市議会議員政治倫理条例の改正を行いました。 

  広報広聴委員会では、市議会だより「わたしの議会。」を年５回発行したほか、ＴＯＢＡミライトークを

２団体と産業振興、雇用をテーマとして意見交換を行いました。 

  各種委員会による行政視察は、新型コロナウイルス感染症の拡大による県内外の移動自粛のため、中止とい

たしました。 

  ４２ページをお願いします。 

  委員会の付託議案・可決状況を取りまとめさせていただきました。 

  請願の受理状況としまして３件ございます。新型コロナウイルス感染症拡大防止のための自粛要請による観

光事業者の売上げ減少に対する経済的救済を求める請願、鳥羽の子どもたちの「豊かな学び」の保障と充実を

求める請願、新型コロナウイルス感染症・まん延防止等重点措置・緊急事態宣言・「三重とこわか国体・三重

とこわか大会」中止による土産物事業者の売上減少に対する経済支援を求める請願の３件を受理し、採択させ

ていただいております。 

  下段、議会一般管理経費をお願いします。 

  予算現額１億３,３２９万７,０００円に対し決算額１億３,００５万６,０００円でございます。 

  鳥羽市議会の行政視察受入れにつきましては、毎年、県内外から多くの団体からお越しをいただいておりま

すが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため受入れを自粛させていただき、東員町議会と富山県小矢部市

議会の２団体１８人の視察の受入れを行いました。なお、小矢部市議会の視察につきましては、オンラインに

よる視察対応を実施しております。また、三田市議会、田原市議会との交流につきましては、新型コロナウイ
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ルス感染症拡大の防止のため中止としました。 

  ４３、４４ページには、ＴＯＢＡミライトークの開催状況、行政視察団体の来庁数、議会インターネット中

継視聴回数、議員別政務活動費の支出状況を掲載させていただきました。 

  説明は以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○世古安秀委員長 事務局長の説明は終わりました。 

  総括を含め、全体でご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 よろしいですか。 

  それでは、ご質疑もないようですので、次に会計課の決算成果について会計管理者の説明を求めます。 

  会計管理者。 

○中井会計管理者 改めまして、おはようございます。会計課、中井でございます。よろしくお願いいたします。 

  決算成果説明書は８７ページから８９ページ、決算に関する説明書は５５ページから６２ページと、１９１、

１９２ページになります。 

  まず、決算成果説明書の８７ページをご覧ください。 

  会計課の業務といたしましては、決算の調製及び公金の審査支払・収納事務等、正確な処理に努めてまいり

ました。また、令和３年度から、これまで３か月単位で作成していた収支計画を６か月単位で作成することと

し、これにより収支状況を長期的に把握し、各課と連携しながら公金の安全かつ効率的な管理・運用に引き続

き努めてきております。 

  それでは、決算の内容について説明をさせていただきます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、事業区分１の総務給与等管理費につきましては、予算現額

３５０万２,０００円に対して決算額３５０万円でございます。給与等管理業務では、会計年度任用職員１名

の報酬等２７５万１,０００円と、職員時間外手当で職員の時間外勤務手当等７４万９,０００円を支出してお

ります。 

  次に、下段の目４会計管理費でございます。８８ページにお移りください。 

  事業区分１、会計事務経費の会計一般管理経費につきましては、予算額５４万６,０００円に対し決算額

４１万１,０００円となっております。業務内容に関しましては大きな変動はございませんが、令和３年度よ

り収納代理金融機関の検査を実施いたしました。支出の主な内容は、プリンタ電卓等の備品購入費や三重県都

市会計管理者協議会への負担金、コピー及びトナーなどの消耗品などでございます。 

  続きまして、目５財産管理費、事業区分３、基金積立金に関しましては、予算額７７万２,０００円に対し

て決算額５９万８,０００円でございます。表でお示しした内訳は、各基金の定期預金の利息を積み立てたも

のでございます。 

  続きまして、８９ページになります。 

  １１款公債費、１項公債費、２目利子でございます。事業区分２の一時借入金利子及び事業区分３の基金繰

替運用利子につきましては、一時借入れ及び基金繰替運用を行っておりませんので、支出はございません。 

  説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 
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○世古安秀委員長 会計管理者の説明は終わりました。 

  総括を含め、全体でご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、ご質疑もないようですので、次に選挙管理委員会の決算成果について選管書記長

の説明を求めます。 

  選挙管理委員会書記長。 

○濱口選挙管理委員会書記長 選挙管理委員会書記長の濱口でございます。よろしくお願いします。 

  それでは、決算成果説明書のほうは１００ページから１０２ページまででございます。決算に関する説明書

のほうは７７、７８ページの一番下から、８３、８４ページになります。 

  それでは、決算成果説明書の１００ページのほうをお願いをいたします。 

  総括といたしまして、令和３年度は、４月１１日執行の鳥羽市長選挙、９月１２日執行の三重県知事選挙、

１０月３１日執行の衆議院議員総選挙が行われまして、それぞれの期日前投票、不在者投票等を執行をしてお

ります。なお、街頭啓発につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から見送っており

ます。 

  それでは、目１の選挙管理委員会費の予算額でございます。予算現額は８９７万７,０００円、決算額は

８８５万４,０００円でございます。 

  事業区分１、選挙管理委員会給与等管理費につきましては、定例会を４回開催しましたほか、臨時会を３回

開催し、各選挙におけます諸事項を決定をしております。主な経費は、職員１名分の人件費並びに選挙管理委

員会委員の報酬でございます。 

  続きまして、１０１ページの上段のほうをお願いします。 

  目２選挙常時啓発費の予算現額は１６万円で、決算額は２万２,０００円でございます。事業内容は、昨年

同様でございます。内容として、選挙啓発ポスター応募者参加賞などがこれに当たります。 

  続きまして、同ページ下段のほうになります。 

  目３鳥羽市長選挙費は予算現額１,０７６万８,０００円で、決算額は１,０７６万１,０００円でございます。

令和３年４月２０日任期満了に伴い、４月１１日を選挙期日とする鳥羽市長選挙を執行をいたしております。 

  続きまして、１０２ページのほうをお願いします。 

  目４衆議院議員選挙費は予算現額１,５２３万５,０００円で、決算額は１,５２２万７,０００円でございま

す。１０月１４日に衆議院が解散しましたことにより、１０月３１日を選挙期日とする衆議院議員総選挙を執

行をいたしました。この選挙におきましては、備品購入として投票用紙計数機と最高裁国民審査投票読取集計

機を新たに購入をしたものでございます。 

  続きまして、同ページ下段です。 

  目５三重県知事選挙費は予算現額１,１６１万５,０００円で、決算額は１,１６０万７,０００円でございま

す。前三重県知事の辞職に伴い、９月１２日を選挙期日とする三重県知事選挙を執行しております。なお、こ

れら３つの選挙におきまして期日前投票、不在者投票の執行とポスター掲示場の設置などを滞りなく行ってお

ります。 
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  説明は以上でございます。よろしくご審議のほどお願いします。 

○世古安秀委員長 選管書記長の説明は終わりました。 

  総括を含め、全体でご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 ご質疑もないようですので、次に監査委員事務局の決算成果について事務局長の説明を求め

ます。 

  監査委員事務局長。 

○濵口監査委員事務局長 監査委員事務局、濵口です。よろしくお願いいたします。 

  まず、監査委員事務局の決算について説明を行います前に、決算成果説明書につきまして３点訂正がござい

ます。委員の皆様には大変申し訳ございませんが、訂正をお願いいたします。 

  １点目、決算成果説明書１０４ページ、監査委員経費でアンダーラインを引いた各種監査の説明のうち、二

つ目に「公の施設の指定管理者監査」とございますが、正しくは、「財政援助団体監査」となります。 

○世古安秀委員長 はい、次へ。 

○濵口監査委員事務局長 ２点目は、同監査の説明内容について「社会福祉協議会」とございますが、正しくは、

「鳥羽市社会福祉協議会」となります。 

  ３点目は、そこから３行下に「指定管理者」とございますが、正しくは「団体」となります。 

  大変申し訳ございませんが、修正をお願いいたします。 

  それでは、決算成果説明書は１０３ページから１０４ページ、決算に関する説明書は８５ページから８８ペ

ージをご覧ください。 

  最初に、総括といたしまして、監査委員事務局は、監査委員の補助機関として、監査基本計画の基本方針に

基づき市の財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理の監査を実施しました。 

  次に、決算額ですが、目１の監査委員費について、予算現額１,６７５万１,０００円に対し決算額は

１,６１６万２,０００円となりました。主な経費は、職員の人件費のほか監査委員報酬及び会費等負担金です。 

  事業の内容といたしましては、各監査を計画的・効率的に実施し、その結果の報告・公表を通し、事務等の

改善に寄与しました。 

  本庁各課の定期監査につきましては、４月１２日から書面審査を開始し、８月４日まで順次各課の聞き取り

を行いました。総体としましては、おおむね適正に処理されているものと認めました。結果については、表に

記載のとおりです。 

  続いて、決算成果説明書の１０４ページをご覧ください。 

  定期監査のうち出先監査として小中学校、幼稚園及び保育所を対象として行いました。また、財政援助団体

監査として、鳥羽市社会福祉協議会の監査を行いました。他の監査等については、前年度と変わりございませ

ん。 

  なお、これまで実施しました各種監査結果や監査結果に対しての措置状況については、その都度、市長及び

議会に報告のほか、ホームページにて公表しております。 

  以上でございます。 



－28－ 

○世古安秀委員長 監査委員事務局長の説明は終わりました。 

  総括を含め、全体でご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 ありませんね。 

  ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。 

  説明員入り次第開始しますので、お願いします。 

（午前１１時１２分 休憩） 

─────────────── 

（午前１１時１５分 再開） 

○世古安秀委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、企画財政課の決算成果について担当課の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○中村企画財政課長 企画財政課長、中村です。よろしくお願いします。 

  それでは、令和３年度企画財政課の歳出についてご説明申し上げます。 

  決算成果説明書の４５ページをお願いします。 

  まず、総括です。 

  総括としましては、令和２年度に続き、年度当初から都市部等で新型コロナウイルス感染症が感染拡大した

ことから、本市の産業や、そこに従事する市民の暮らしは大きな影響を受けました。 

  こうした中、本課においては、地方創生臨時交付金を活用しながら、経済対策や暮らしの支援、感染の予防

などの実施に向けて各課と協議し、計画に位置づけていく役割を担いました。フェーズに応じて１５回の補正

予算を編成し、影響を緩和するための対応に努めました。 

  また、本課には、長期的な視点でまちづくりを考えていく役割があり、２０４０年に向けて目指していくべ

き方向を次のように各課と共有しました。 

  １、市民の活躍の機会を増やすとして、より豊かに暮らせる（たくさん稼げる）まちを目指す、色々な場面

でつながっている（支えあう）まちを目指す。 

  ２として、社会資源を最適化し、人口規模に見合ったまちに転換する、限られた社会資源を有効活用できる

（必要なところに注力できる）まちを目指すというものです。 

  一朝一夕には解決できない大きな課題ですが、長期的に進めていくための道筋について各課と話合い、市

長・副市長ヒアリングを経て、早期に取り組んでいくものについては、令和４年度当初予算編成において優先

的に予算が配分されるように「地域共生社会パッケージ」として調整を行いました。 

  少し飛びますけれども、財政運営につきましては、国から固定資産税・都市計画税の課税標準における軽減

措置に伴い当該補塡分として新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金の交付や臨時経済対策

費等の創設による普通交付税の増額、比較的自由度の高い地方創生臨時交付金の活用等を図ることで、安定的

な財政運営を心がけました。 

  財源の一つであるふるさと納税につきましては、観光協会と連携し工夫した結果、年度当初の予想を上回る
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寄附を受けることができました。 

  新たに実施した事業としましては、２０４０年に本市の人口が約１万人になる予測の中で、課題の解決に向

けてまちづくりのアイデアを練る力を身に着けていくため、ＴＯＢＡ２０４０会議を設置しました。引き続き、

地域課題について深く考えることにより職員のスキルアップを図り、外部との意見交換により解決のヒントを

得ていくきっかけとしたいと考えております。 

  それでは、各事業の説明に入ります。説明いたします事業につきましては、新規事業や縮小した事業、事業

内容に大きな変更があった事業、重点事業として実施した事業でございます。 

  まず、４８ページをお願いします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、目５財産管理費、積立金でございます。予算現額１１億６２５万

９,０００円、決算額１１億６２５万９,０００円となっております。ふるさと納税による寄附金をふるさと創

生基金へ、令和２年度決算剰余金等を財政調整基金及び減債基金へ積み立てております。ふるさと創生基金積

立金で７億５,０００万円、財政調整基金積立金で１億４,１２５万９,０００円、減債基金積立金で２億

１,５００万円でございます。 

○世古安秀委員長 企画財政課、齋藤副参事。 

○齋藤副参事 企画財政課、齋藤です。よろしくお願いいたします。 

  続きまして、４８ページ下段をお願いします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、目６企画費、予算現額３６７万２,０００円に対し決算額２４２万

９,０００円となりました。 

  事業区分１、企画調整事業、総合計画推進事業では、予算現額５５万２,０００円に対して決算額１２万

６,０００円となりました。第六次鳥羽市総合計画の着実な推進のため、その進捗を測ることを目的にアンケ

ート調査を実施しました。前年度決算額との乖離については、令和２年度に第六次鳥羽市総合計画策定業務委

託を実施したことによるものです。 

  次に、４９ページ上段をお願いします。 

  政策推進・調整事業では、予算現額１８３万９,０００円に対して決算額１４２万円となりました。人口減

少を見据える中、「より豊かに暮らせるまち」、「様々な場面でつながるまち」、「社会資源を最適化し、必

要な部分に注力できるまち」という地域共生社会の実現に向け、各課との調整を行いました。 

  ５月には、企画財政課が全課を回り、８月から９月にかけては２役による全課ヒアリングを行いました。こ

のほか、とばびと活躍プロジェクト推進のため、有識者を招聘してアクションプランに位置づける各課の事業

の進捗状況を検証するとともに、目的達成に効果的な手法を関係課で考える機会を持ちました。 

  次に、４９ページ下段から５０ページにかけてでございます。 

  事業区分２、地域連携事業、三重県鉄道網整備促進事業では、予算現額１０２万８,０００円に対して決算

額８８万３,０００円となりました。新型コロナウイルス感染症の影響を受けた伊勢鉄道に対し、地方創生臨

時交付金を活用して、本市を含む１５市町と県で支援を行いました。こちらの負担金８２万９,０００円が前

年度決算額からの増額となります。 

  決算成果説明書は５０ページ中段をご覧ください。 
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  ２款総務費、１項総務管理費、目１３地域振興費、予算現額４億７,９６９万１,０００円に対して決算額

４億２１５万５,０００円となりました。 

  事業区分１、離島振興事業の離島振興事業では、予算現額１１２万９,０００円に対して決算額７０万円と

なりました。全国離島振興三重県支部連絡協議会や鳥羽協議会と連携し、令和４年度末に離島振興法が期限を

迎えることから、地域の実情等について要望活動を行いました。また、自由民主党離島振興特別委員会のオン

ラインヒアリングや国土交通省離島振興課視察に対応し、本市離島の現状と課題を国へ伝えました。 

  決算成果説明書５０ページ下段から５１ページにかけてでございます。 

  事業区分２、地域振興事業のふるさと納税推進事業では、予算現額４億２,５７０万３,０００円で決算額

３億５,３３４万３,０００円となりました。ふるさと納税制度を活用し、鳥羽市観光協会へ委託しながら鳥羽

の魅力を効果的に発信し、また受付窓口であるポータルサイトを新たに３か所開設するとともに、各事業所が

返礼品の魅力向上等に取り組み、寄附金の増額を図りました。この結果、過去最高額の寄附を頂くことができ

ました。 

  次に、決算成果説明書５２ページ中段、事業区分３、地域おこし協力隊の石鏡の地域おこし協力隊事業で、

予算現額５５０万６,０００円に対しまして決算額４９３万１,０００円となりました。石鏡の地域おこし協力

隊の２名のうち１名が令和３年６月末で３年の任期を終えたため、起業支援を行いました。価値やまちの暮ら

しの魅力を発信、発掘する活動を行っております。もう１名の隊員は、１年を通じて特技であるイラストを生

かした地域資源の魅力発信や壁画の着色等を実施、地域に根づいた活動を取り組みました。 

  次に、５２ページから５３ページにかけて、鳥羽なかまちの地域おこし協力隊事業です。予算現額は

６０５万１,０００円に対しまして決算額５０２万６,０００円となりました。令和３年７月に新たに２名の隊

員を委嘱しました。空き家等の新たな活用の取組や皇學館大學との連携、なかまちの魅力掘り起こし等に取り

組みました。 

  次に、決算成果説明書５３ページ中段、地域おこし協力隊、離島振興分です。予算現額３２７万

５,０００円に対しまして決算額２８３万３,０００円となりました。令和３年７月より持続・循環可能な強い

島を創る「仕組みクリエーター」として新たに１名委嘱しました。漂着ごみを使った理科実験や一本釣りのア

ジのブランド化などの取組をしました。 

  成果説明書５３ページ下段から５４ページをご覧ください。 

  事業区分５、移住・定住促進事業、鳥羽への移住・定住応援事業では、予算現額１,５０５万円に対しまし

て決算額１,３６５万円となりました。本市に暮らす魅力について、広報とば等を活用して発信しました。ま

た、本市で新たに住宅を取得した方に対しまして、定住応援事業奨励金を交付しました。新築住宅で２６件、

中古で３件の実績がありました。 

  決算成果説明書５４ページ下段から５５ページをご覧ください。 

  ふるさと鳥羽関係人口創出事業では、予算現額１２５万４,０００円に対しまして決算額９６万７,０００円

となりました。新型コロナウイルス感染症の中で、テレワークやワーケーションといった新しい働き方が見ら

れるようになりました。本市においては、短期の仕事と鳥羽での休日を楽しんでいただけるような形を模索し

ております。今回は、事業所に対するセミナーを開催し、８事業所が参加しました。前年度決算額との乖離に
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つきましては、市内事業所に対するワークスペース整備補助金がなくなったためです。 

  決算成果説明書は５５ページ中段をご覧ください。 

  ふるさと鳥羽関係人口創出事業、繰越明許分です。予算現額１,８８６万４,０００円に対しまして決算額

１,８８６万４,０００円となりました。本市において二地域居住や将来的な移住につなげていくことを意図と

し、関係人口の創出に取り組みました。鳥羽暮らしの各種情報を集約したウェブサイト「とばる」を構築し、

フェイスブックを活用したオンラインコミュニティ「とばり隊」を立ち上げました。新型コロナウイルス感染

症が広がる中、オフラインでの交流まで至りませんでしたが、オンラインでの情報交換の拠点となりました。

令和４年３月まで「とばり隊」の投稿件数は１９９件、閲覧者数が６万３,３２２件、リアクション数は１万

３,２５８件でありました。 

  また、整備した市内の各所ワーケーション施設に係る検証を行うためのモニター誘致をしたほか、発信力の

ある人材による拠点の取材を実施し、ワーケーション需要に鳥羽市をＰＲすることができました。 

  決算成果説明書５６ページであります。下段をご覧ください。 

  ２款総務費、５項統計調査費、目２基幹統計調査費、基幹統計調査事業で、予算現額２５９万１,０００円、

決算額１６４万７,０００円となりました。国が実施する経済センサス基礎調査等の基幹統計調査を行いまし

た。前年度決算額との乖離については、５年ごとに実施される国勢調査が令和２年度に実施されたためによる

ものです。 

  決算成果説明書は５８ページをお願いします。 

  １２款諸支出金、１項公営企業費、目１交通事業費、定期航路事業特別会計繰出金で、予算現額１億

６,４６５万２,０００円に対し決算額１億１,２７９万４,０００円となりました。定期航路事業の単年度にお

ける不足分に対し、一般会計から繰り出しを行いました。内容につきましては、特別会計のところで定期船課

より説明となります。 

  以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○世古安秀委員長 担当課の説明は終わりました。 

  質疑に入ります。区切って質疑を受けたいと思います。 

  まず最初に、４６ページ、２款総務費、項１総務管理費、目１一般管理費から５０ページ上段、目６企画費、

事業区分２、地域連携事業までの範囲でご質疑を受けたいと思います。総括も入れて、４５ページからですね。

５０ページの上段まで。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 すみません、お尋ねいたします。 

  ４７ページのところで、説明にはなかったんですけれども、ここに乗っております２段目のところの、事業

区分７の行政改革推進事業についてお尋ねいたします。 

  この中に、総合計画内に位置づけた行政改革大綱に基づき、第六次総合計画の事業と連動した施策マネジメ

ントシートを作成し、各施策の展開と行政改革の整合性を図りましたとあります。 

  これ、今までのものと同じなのか、それとも何か違うところをつくって、連動させるために、これ読み取る

とそういうふうに見えるんですけれども、何か違うもの、新たに加わったものとかというのはございますでし
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ょうか。 

○世古安秀委員長 企画財政課、小﨑副室長。 

○小﨑副室長 お答えします。 

  この令和３年度は、第六次総合計画の初年度ということで大きな節目となっておりました。説明書のほうに

各施策の展開、行政改革との整合性を計ったというふうに記載をさせていただいておりますけれども、この説

明書に記載のとおり、事業のマネジメントの方策としまして、その総合計画と連動した施策マネジメントシー

トと、それによる評価・分析を行うという方法に改善したと。 

  この施策マネジメントシートというのは具体的にどういうものかという点なんですけれども、特徴としまし

ては、これまで別々に行っていましたその実施計画をつくる作業と事務事業評価を行うという、そういう作業

を一体化させたようなシートという点が挙げられます。これによりまして、その事業の評価を踏まえて次期計

画を立てると。その掲げた計画の実績や成果がどうであったかということを、その評価するサイクルをワンシ

ート、１枚のシートの中で行っていけるということによって継続的な業務改善につなげるというふうなことに

取り組める、そういうシートを設定したという点が挙げられます。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 といいますと、もう今までのシートよりも、よりきちんと整合性を図れるようなものに一体化

して、それに基づいてやっているということですね。 

  それで、実施計画の中の計画ときちんと整合性を取っているということですね。 

  ということは、今、決算でそれも、これ反映されているというふうに酌んでよろしいんでしょうか。このシ

ートの中のものがこの決算に全部、おおむね反映されているということでしょうか。この既に、もう令和３年

度には。 

○世古安秀委員長 小﨑副室長。 

○小﨑副室長 この令和３年度…… 

○世古安秀委員長 もう少し大きい声で。 

○小﨑副室長 はい、すみません。 

  令和３年度に行いましたこの評価は、その令和３年度の、今回お出ししている決算成果説明書は令和３年度

決算なので、同時進行という形になりますので、これに反映というのはしていないという形になろうかと思い

ます。 

（「３年度には反映されて」の声あり） 

○小﨑副室長 そうですね、失礼しました。すみません、ちょっと、申し訳ございません。 

○世古安秀委員長 もう一度。 

  小﨑副室長。 

○小﨑副室長 令和３年度に行った評価は令和２年度の事業ですので、その結果を踏まえて、令和３年度の事業

には、はい、反映しております。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 反映しているということですので、実施計画との整合性を図りつつ、決算の中もそれに合わせ
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てあるんだったら、私どものこの決算の見方としても、実施計画と同じように照らし合わせて、その施策目標

をきちんと整合性があるかということを見て、全体的に見させていただいたらいいということでよろしいんで

しょうか。 

○世古安秀委員長 齋藤副参事。 

○齋藤副参事 そういうことになります。 

（「分かりました」の声あり） 

○世古安秀委員長 ほかに関連はございますか。 

  なければ、ほかでもよろしいですけれども。 

  ５０ページの上段までです。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 １点お聞きします。 

  リード部分に、新たに実施した事業で、庁内の人材育成の場として「ＴＯＢＡ２０４０会議」を設立したと

あります。そして、４９ページの政策推進・調整事業でも、５月に企画が各課を回って話合いをしたというふ

うに報告されております。 

  このＴＯＢＡ２０４０会議というのは、これ読む限り非常に期待大と、期待大なりという思いがします。ど

ういう呼びかけをして、何人応募して、どういう分野の職員で、若手中心とかいろいろあるというふうには思

うんですけれども、どういう構成になっておるんでしょうか。 

○世古安秀委員長 企画財政課、田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 この２０４０会議ですけれども、立ち上げたのは令和３年度の後半、本当に年度末のあたりに

なります。ですので、まだ十分に活動は、令和３年度中できなかったところですけれども、各課からおおむね、

課によってちょっとばらつきがありますけれども、係長クラス、あるいはその下の係員というメンバーが応募

をしてくれまして、令和３年度中は、事務局等も含めまして２０名弱で話をしております。 

  本当にこれから生じるまちの課題をしっかり考えて、しっかり捉えて、その先に何か外部の人と話合いをし

ながらヒントを得られないかということで、取り組んでいく意欲を持って皆さん参加してくれています。 

○世古安秀委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 期待大ですけれども、そういう２０４０会議、議員が傍聴するということはできますでしょう

か。 

  分かりました。答えづらいね。 

○世古安秀委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 それは、ちょっと遠慮しておきます。 

  それだけ、僕らは、皆さん方のその２０４０会議、係長級以上の２０人とおっしゃったけれども、そこに鳥

羽の希望を僕は感じますので、頑張っていただきたいというふうに思います。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 関連ございますか。 

（「関連ではない」の声あり） 



－34－ 

○世古安秀委員長 はい。関連がありましたら。 

  なければ、次へ。 

  どうぞ、濱口正久委員。 

○濱口正久委員 すみません、４９ページの上段の政策推進・調整事業なんですけれども、ここで、いろいろ地

域共生社会の実現に向けて調整したというふうなことが書かれております。 

  この中に、とばびと活躍プロジェクト推進のための有識者を招聘してアクションプランに位置づける各課の

事業の進捗状況を検証するとともに、目的達成に効果的な手法等を関係課で考える機会を持ちましたとありま

す。 

  この有識者というのは、どんな有識者の方を招聘したのかというのと、進捗状況を検証した結果、それが何

か分かったことがあったのかなというのを教えていただければと思います。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 とばびと活躍プロジェクトにつきましては、プランを作成するときから、学習院大学の名誉教

授である今野先生という方にずっと関わっていただいております。時々、私たちの取組に対して鋭い意見をい

ただいたりするんですけれども、令和３年度の進捗評価につきましては、そうですね、個々のプランに対して

こんなツールを使うといいですよというようなアドバイスも委託事業者からもらったりはしているんですけれ

ども、全体として、やはりとばびとに多く活躍いただくという視点を旗印にして各課が事業をやっていくべき

ところではあるんですけれども、どうしても各課の事業は、それよりも、何というんでしょう、その担当別の

その分野における成果というのを求めがちになるので、遠くに置いて、とばびとの活躍も併せて担うという視

点が少し欠け気味になるので、みんなで大きな目標を共有して進めていくことの重要性等が会議では確認され

たところです。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 そこら辺のところの情報共有が先だという考えですよね、今は個々のものをというよりも。 

  ここは、すごく大事だというふうに政策の中で位置づけされていると思うんです。 

  なので、今後、この学習院大学の先生だけではなくて、いろんな多角方面からいろんなアドバイスをいただ

いて進めていったほうが、より効果が出るんではないかなというふうに思われますけれども、いかがでしょう

か。その辺はまだ分からないですか。 

○世古安秀委員長 齋藤副参事。 

○齋藤副参事 アクションプランを検証していくという立場では、アクションプランつくったときから、今野先

生、関わっていただいていた感じはあるんですけれども、とばびと活躍プロジェクトというもの自体に関して

は、いろんな方に意見を聞いて進めていきたいなと思っていますので、それはもう少し考えていければなとい

うふうにも思います。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  よろしいですか。 

  瀬﨑委員。 
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○瀬﨑伸一委員 すみません。 

  ４９ページの上段と４８ページのほうにも関わるかなと思うんですけれども、目でいくところの企画費とい

ったところを決算書で見ますと、不用額が１００万円越えているんですけれども、このあたりの、何となく成

果説明書を読ませていただくと、コロナ等々の影響でオンラインを予定していたものがオフラインになったか

らとか、そういった感じの不用額なのかなとは思うんですけれども、そんな理解でいいものですか。 

  決算書のほうの６２ページの真ん中より下ぐらいのところに１３９万８,６６７円が不用額と計上されてい

るようなんですけれども、一覧表のほうを見せていただくと、一般管理経費のほうは書いていただいているん

ですけれども、なんもこの辺が書いていないので、なぜ減ったのかといったところのニュアンスをお伝えいた

だければ、それで構わんのですけれども。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 委員からもおっしゃっていただきましたけれども、コロナ禍で、各種会議に参加せずともオン

ラインで関わるということができたり、その最たるものが４９ページの国際特別都市建設促進事業で、加盟し

ている都市を訪れて会議をするというような事業がございますけれども、こういうものが予算執行なかったと

いうような点で、経費落ちたと考えております。 

（「委員長、ありがとうございます」の声あり） 

○世古安秀委員長 瀬﨑委員、よろしいですか。 

○瀬﨑伸一委員 はい。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  それでは、よろしいですか。 

（発言するものなし） 

○世古安秀委員長 それでは、ご質疑もないようですので、次に、５０ページ中段から５５ページ中段までの目

１３地域振興費の全事業についてご質疑はございませんか。５０ページ中段から５５ページまでです。 

  坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 ５０ページ、離島振興事業についてお伺いをさせていただきます。 

  令和４年２月にはアンケート調査を実施し、そして１,１６９世帯に配布してアンケートをしていただいて

おりますけれども、この中でどのような効果が得られたのか。 

  そして、ちょっともう少し詳しく教えていただければありがたいです。お願いします。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 令和３年度に実施しました離島でのアンケートにつきましては、ずっと住み続けていたいかと

いう点であるとか、そのためにはどんな分野で整備が必要であるというようなこととか、そういうことを地区

の皆様からお寄せいただきました。 

  約半数を超える方が、ここにずっと住み続けていたいというような回答をいただきまして、私ども、それが

利便性がよい状態で暮らせるように、これからも力を尽くしていかないといけないというふうに改めて感じさ

せられた点ですけれども、その中には、やはり医療のこと等を気にされるような意見もありまして、今年改め

て離島振興計画をつくってまいりますので、その計画の作成主体である県にもそのことは共有しまして、今年
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度策定を進めていく流れへつなげていっているところです。 

（「ありがとうございます」の声あり） 

○世古安秀委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 やはり、離島住民の方の生活を持続可能な生活にしていくために、とても医療・介護というの

はもう命に直結していることでありますので、そういうことをしっかり声を上げていただける体制を今後とも

よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 関連はございますか。 

  なければ、ほかにございませんか。 

  浜口一利委員。 

○浜口一利委員 ふるさと納税について、この各自治体間の競争が大変厳しい中で業績を上げているということ

なんですけれども、この不用額のほうをちょっと見させてもらったら、主力商品の宿泊観光周遊券に係るこれ

がえらい少なくなった中で、このような業績を確保したという大きな原因というとどこにあったのか、ちょっ

とお聞きしたいと思います。 

○世古安秀委員長 小﨑副室長。 

○小﨑副室長 すみません、この決算成果説明書のほうにも記載をしておりますけれども、新たに３件、ふるさ

と納税のポータルサイトと言われるものを追加をさせていただきました。 

  まず、鳥羽市を応援したいと思ってみえる方に、その目に触れるということが最も大事かなと。そして、そ

の商品を、何というんですかね、例えばその画像であったりとか、そのコメントであったりという、その商品

そのものがよく見えるように魅力アップを図っていくということに、昨年度は積極的に推し進めました。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 これまで、主力商品だった宿泊券、周遊券が、もうなかなかコロナの影響で大変下回った中で、

何が伸びたのかというところが。 

  例えば、いろいろ各自治体の話を聞くと、肉とか米とかいろいろ人気があったというところなんですけれど

も、鳥羽はやっぱり真珠ですか。 

○世古安秀委員長 小﨑副室長。 

○小﨑副室長 確かに、鳥羽市の主力返礼品というのは、一番多いのがやっぱり真珠製品、これが全体額のうち

４５％程度が真珠が占めていると。その次が、もう一つの主力返礼品である観光周遊券、これが大体３０％を

占めていると。 

  昨年度１億８,２００万円ほど増加したんですけれども、真珠製品の伸び率もやはり非常に大きくて、前年

度と比較して３７％程度真珠製品が増えたという状況となっております。 

  以上です。 

（「いいです」の声あり） 

○世古安秀委員長 よろしいですか。 
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  河村委員。 

○河村 孝委員 まず、目標金額７億円を上回った担当課の努力を、まず評価したいと思います。 

  新たに３件のポータルサイトを開設と、先ほど総括のほうでも触れていますけれども、各サイトのキャンペ

ーン等にうまく乗れるよう工夫を講じたと。各サイトのそのキャンペーン等のその工夫、乗るように工夫した

具体的な話というのはありますか。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 特定のサイトになりますけれども、カキ特集があるといえば、手を挙げないわけにはいかない

ということで乗っていったり、あるいは、特定の施設を紹介するようなところで、真珠と絡めてというところ

でミキモト真珠島を特集記事にアップされるように位置づけていったりというようなことをしました。 

  そのほか、例年、寄附頂いている方にメールマガジンを配信しているほか、ふるさと納税通信ということで、

ふるさととばだよりという「ふるとばだより」というものを発行しておりますけれども、それを例年、寄附し

ていただいている方にお送りして、鳥羽市への寄附をお願いしたというようなことがございます。 

○世古安秀委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 件数もね、寄附の件数も増えてきているので、そういった担当課の努力によって、鳥羽のファ

ンをどんどん増やしていくという方向に向いているのかなと思うので、評価したいと思います。 

  １点だけ、当然、全国的に、このふるさと納税に関しては巣ごもり需要というのが、財政課からの説明でも

あったかとは思うんですけれども、その辺が何割増しで巣ごもり需要、要するに、通常であれば、なかなか分

析は難しいか、難しいんでしょうけれども、巣ごもり需要によっていった分よりも、その担当課のポータルサ

イトを増やしたあたりとか、今までのずっと継続的な努力によって増えた部分のほうが大きいのか、その辺の

分析というのはできていますかね。 

○世古安秀委員長 齋藤副参事。 

○齋藤副参事 すみません、トータル的に増えたことの要因の分析はしたんですけれども、それの細かい、どれ

によってどれだけ増えたかとかというところまでは分析がされていない状態です。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 とにかく目標金額を大きく上回ったことを評価したいと思います。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 関連ございますか。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 すみません。 

  これ、決算に関わる不用額一覧というのを頂いておるんですけれども、その中で、ちょっと教えていただき

たいんですけれども、確認ですけれども、ふるさと納税推進事業で不用額が７２００万円あって、それの説明

の中に、新型コロナウイルス感染症の影響により主力返礼品である観光施設、観光周遊券に係る支出が想定を

大きく下回ったためとありますけれども、これは実際それが使われなかったのか、どういうことなのかなとい

うのがちょっと分からないので。 
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○世古安秀委員長 小﨑副室長。 

○小﨑副室長 すみません、お答えします。 

  このふるさと納税でご寄附頂く時期が１１月、１２月というのが非常に高額な寄附が頂ける月になっており

まして、そこ、観光周遊券は実際に支払われたときに清算型で３割分を交付、負担するという制度になってい

ますので、昨年度１１月、１２月にご寄附頂いた分は、これから観光に使っていただけるのかなと思っており

ます。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  そうすると、もう今年度にそれが当然反映されてくるということですね。 

  それと、もう１点、これ、今皆さんがご質問の中で、ポータルサイトで新たに返礼品の魅力向上に取り組ま

れたというふうなことを今聞かれて、説明すごく分かったんです。寄附者の思いを鳥羽につなげたということ

で、いろいろなそういう取組をされているということは、魅力向上に関わっているということは、それが結果

としてよかったと、決算に出ているということだと思うんです。 

  そうすると、考えようによっては、そのまま今年度にもそれを引き継いでいるというふうに、それで、好調

であるのかないかというのは、それが反映されているのかなというのがちょっと気になるところです。 

○世古安秀委員長 小﨑副室長。 

○小﨑副室長 まあ、令和３年度決算ではないんですけれども、現在の状況ということで報告させていただきま

すと、昨年度と比較して大体２０％ぐらいは増額していくんではないかなと、２０％ぐらいというような。 

  ただ、先ほども申し上げました１１月、１２月というのが決め手の月になりますので、落ちないように、去

年よりも大きな成果が得られるように頑張っていきたいと思います。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございました。 

  しっかりと令和３年度のその成果が反映されているということが分かりました。 

  ありがとうございます。 

（「委員長、すみません」の声あり） 

○世古安秀委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 このふるさと納税をしていただきますと、どこどこへ使ってくださいねという、選べる使い道

というのがありますよね。子育て支援とか、水産振興、離島振興とあると思うんですけれども、これを、何と

いうんですか、ここに、子育てにこれだけ入りましたとか、そういう何ていうんですか、成果というのが表れ

る数字というのは、見られるところはあるんでしょうか。それとも、これからどのような使い道というか。 

  すみません、ちょっと教えてください。 

○世古安秀委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 決算成果説明書の１５ページには、ふるさと納税の充当事業の主なものとして挙げさせていた

だいておりますので、そちらのほうを一読していただければよろしいかと思います。 

○世古安秀委員長 よろしいですか。 
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○坂倉広子委員 分かりました。ありがとうございます。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

（何事か発言するものあり） 

○世古安秀委員長 次。 

（「一般財源化する」の声あり） 

○世古安秀委員長 ５０ページは、言うた。５０…… 

（「委員長」の声あり） 

○世古安秀委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 すみません、先ほどの質問の関連というか、同じことを聞いてしまうんですけれども、多分、

先ほどのご質問の内容的には、寄附をされる方が使途を指定できる欄があって、インフラに使ってください、

子育てに使ってください、使っていただく方、行政にお任せします、いろんな選択肢があったと思うんですけ

れども、その辺のデータというのは取られていますかという質問やったんと違うんですか。 

（「そうです」の声あり） 

○瀬﨑伸一委員 ごめんなさい、その辺で、もしあれば教えてください。 

○世古安秀委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 先ほどの決算成果説明書のほうでは、確かに一覧としては設けさせていただいておりますけれ

ども、じゃ、子育ての分野でどれだけ、水産業の部分でどれだけとかというような表になってきますと、ちょ

っとこの表、こちらではなかなか分かりづらい表になっております。 

  ちょっと今、手持ちのやつで見る限りでも、ちょっと今ございませんので…… 

○世古安秀委員長 ちょっとお待ちください。 

（「すみません、委員長、よろしいですか」「チャイムが鳴っている」の声あり） 

○世古安秀委員長 横田課長補佐、続けてください。 

○横田課長補佐 すみません。 

  私のほうから言わさせてもらったんで、その充当しとるところのものでして、ご質問のほう、入りとしてど

の分野にどれだけというようなお話かなと。 

  そこの部分につきましては、ちょっとまた企画経営室のほうから、また回答させていただきます。 

○世古安秀委員長 小﨑副室長。 

○小﨑副室長 大変失礼しました、すみません。 

  ご寄附いただいたときに、こういう事業に充ててほしいという寄附者の思いというのは、データ上も集計し

てあります。 

  ただ、ちょっとごめんなさい、今、手持ちがないですので、午後から持参させていただこうと思います。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  どうします。まだほかに、皆さんご質疑ございますか。 

（「予定どおり、午後からでいいんじゃない」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、ここで昼食のため休憩し、午後１時まで休憩いたします。 
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  昼からも、また引き続いて行います。 

（午後 ０時０５分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○世古安秀委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  午前中、ふるさと納税の件について審議中でございましたけれども、担当課のほうで何かこれに答弁。 

  小﨑副室長。 

○小﨑副室長 すみません、休憩前は失礼しました。 

  寄附者が寄附金をどういう用途に使っていただきたいか、その寄附者が選んだ寄附金の使い道ということで

ご質問をいただいておりました。すみません、口頭で失礼します。 

  一番多いのが１万２,０２２件のうちおよそ３分の１が、市長が必要と認める事業に充ててくださいという

ことを選択いただきました。件数として３,９７８件でございます。その次に多いのが子育て支援・学校教育

の充実でございまして、件数からの割合で言いますと２６％です。次いで、水産振興及び地域資源の活用、こ

れが全体の１６％、以上のような結果でございます。 

  以上です。 

（「ありがとうございます」の声あり） 

○世古安秀委員長 午前中は５０ページ中段から５５ページ中段までの地域振興費の全事業についてただいま質

疑を受けておりますので、それをまた引き続いて質疑を受けたいと思います。 

  ほかにございませんか。 

  奥村委員。 

○奥村 敦委員 すみません、５５ページの中段の関係人口の関係でちょっとお伺いさせていただきたいんです

けれども、とばるのウェブサイトの構築されて、私もグルメのところを見させていただいて、写真もきれいで

すし、内容的にはすごく面白いなというふうに感じたんですけれども、あと反面、それから内容のほうがもう

少し充実したほうがいいんじゃないかなというところを感じております。 

  更新は職員の方でされているんですか。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 コラム等どんどん足している状況でして、市のほうで作業しております。 

○世古安秀委員長 奥村委員。 

○奥村 敦委員 ありがとうございます。 

  といいますのは、サイトを僕、見せていただいて、かなり重たいと感じるんです。恐らく写真がきれいなの

で、写真の解像度が大き過ぎるのかなということでかなりアクセスしていくまでに大分時間がかかって、ほか

のサイトと比べるとと思いますので、またそこら辺も検討していただければなということを感じていますので、

また１回検討していただければと思うんです。 

  あとそれと、９月から３月まで半年間のとばり隊の閲覧者数等と書いていただいていますけれども、この数

字は期待どおりなのか、少ないのか、期待以上なのか、どういうふうに感じられているかをお聞かせていただ
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けますか。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 市のほかの移住の窓口のＳＮＳのサイト等と比べますと、かなり多いと思っております。 

○世古安秀委員長 奥村委員。 

○奥村 敦委員 ありがとうございます。 

  とばるにしましても、鳥羽で仕事も休暇も楽しもうということをメインにうたっていますので、そこら辺の

ところをもう少し、グルメのところはすごく関心したんですけれども、あともう少しこういうふうな興味持つ

ような感じでサイト構築を新たに発展をさせていただければと感じていますので、よろしくどうぞお願いいた

します。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ５３ページ、鳥羽への移住・定住応援事業についてお伺いをいたします。 

  この事業、令和３年度の予算のときに結構議論になったところであったかなという記憶があります。予算委

員会終了間際のところの市長判断もあってというような流れで、今現在の決算を迎えていらっしゃるかなと思

うんですけれども、決算額１,３００万円を見ますと、令和２年度の決算額が令和３年度当初予算に書いてあ

るんですけれども、１,２５０万円ぐらいというようなことで、当初想定されたよりも令和２年度のベースに

は同じぐらいのところよりも少し超えるぐらいまでの応援金が出ていったんだなというところが読み取れるん

ですけれども、５４ページのほうの実績として新築住宅のことは２６件の交付があったということで、交付さ

れる際に何ていうんですか、なぜ知ったんですかとか、どうお感じになられますかとか、いろんな効果を測る

ためのアンケートみたいなことは取られているんですか、まず根本的にそこからなんですけれども。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 アンケートはしています。 

○世古安秀委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 今そのデータのようなものをお持ちでしたら教えていただきたいんですけれども。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 令和３年度の交付をさせていただいた方のアンケートですけれども、この制度を知ったきっか

けは「広報とば」であったり、行政放送、それから新聞、あとは建築業者さんとか不動産業者さんから知った

という方もいらっしゃいました。 

○世古安秀委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 コロンブスの卵みたいなことを言うんですけれども、この奨励金があったから家建てたのか、

たまたま家建てようと思ったらこの奨励金が見つけられたのかというようなことの効果というか、その辺のこ

とが測れるようなアンケート結果みたいなのはあるんですか。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 対象者の方にアンケートしましたら、定住理由のところに圧倒的多数でいただいたご意見が鳥
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羽に実家がある、あるいは実家が近いというようなことで、一生住む場所を決める上で奨励金が支援になる部

分はあるのかなと思いますが、本当のきっかけとして大きいのはやはり実家の近さであったり、これから生活

をしていくしやすさであったりというところかと思います。 

○世古安秀委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 恐らく令和４年度はこの制度がなくなったと思うんです。そのときの理由のご説明がそのよう

なところであったような記憶がありました。 

  効果としてなかなか難しいというような感じのことを教えていただいたなとは思うんですけれども、ちょっ

と見方を変えると、市債として過疎債を１,３００万円歳入されて出されておるということで、別添資料をつ

けていただいているのを見させていただきますと、交付税の参入率は７０％が過疎債だということであれば、

単純計算３０％の持ち出しでこの事業というのは行われたと考えれば、１,３００万円の３０％、３９０万円、

４００万円程度のお金を市のほうからの単独出費という形で出した。その４００万円の出費で２６件、なかな

か家建てるのに１人で住むのに家建てるという方は少ないなと思うので、２人おったとしたら５２人は確実に

定住につなげることができた。結構これは効果が大きいことのように思うんですけれども、それについてどう

思いますかとはあえて聞きません。 

  聞いてしまうといかんかなと思うので、聞きませんけれども、ぜひやっぱりきっかけにはならなかったかも

分からないですけれども、定住を応援しようという市としての姿勢の表れであれば、新築住宅を建てたいと思

う年代の方々に対する応援だという制度はやっぱり残していただきたいなという思いがあるので、令和５年度

の予算のときには必ずその検討をしていただきたいなということだけでとどめます。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

（「関連で」の声あり） 

○世古安秀委員長 関連で。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 内容は違うんですけれども、同じ中事業なので、移住・定住の応援事業の中で不用額の東京圏

移住・就業支援事業補助金の利用者がいなかったためというところで１４０万円ほど不用額出ています。もう

少し詳しくなぜ利用者がいないのか、立てつけが悪いのかどうなのか、その辺をどういうふうに分析されてい

るのか。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 この事業につきましては県と協調補助を行っているものでして、東京２３区から移住された方

限定という立てつけに県下一律でなっております。なかなかその基準を満たす方がいらっしゃらないというと

ころで、２００万円枠があったんですけれども、執行されずということで一部、定住応援支援金のほうが不足

しましたので、流用させていただきまして不用額出ておりますけれども、県下統一で制度設計しておりますの

で、今そのような状況です。 

○世古安秀委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 県との話合いの中で今後の運用について、こういうふうにしていったほうがもっと使いやすい

んではないのかというような話合い等々は行われていますか。 
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○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 移住担当者会議の中でこの補助金も話題になっておりまして、さらに活用いただけるように子

供さんがいらっしゃった場合は上乗せとかそういうような制度等も検討されておりますけれども、今のところ

２３区という縛りは取れていないという状況にございます。 

○河村 孝委員 了解しました。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 違うところなんですけれども、５４ページの下段のふるさと鳥羽関係人口創出事業、５５ペー

ジにわたりますけれども、この中でワーケーションを一つの形として短期の仕事を模索していただけるように

セミナーを開催したとあります、８事業者。これでワーケーションに来た中で、実例として何かそういうよう

な短期の仕事もしたというのはございますでしょうか。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 濱口委員からご指摘いただいたのは、専用サイトを使って仕事を鳥羽でするという新しいワー

ケーションの形をこれから考えていかないといけないというためのセミナーを開催したという部分なんですけ

れども、まだこうやって外から人を呼んでくる必要性について認識してもらうという段階でしたので、実際に

サイトに求人内容を掲載していくというところもやりかけてはいたんですけれども、なかなかコロナ禍という

こともあって募集を活発化するというところまでは行っておりません。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 といいますと、そこに対してはまだ検証で、効果があるとか、長期的な需要があるかどうかは

まだ分からないという状況だということですね、今のところはまだ。まだ引き続きそれは当然やっていくとい

うことなんでしょうか。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 今年、令和４年度になりますけれども、６月補正で継続事業のような形で季節労働を促すよう

な求人の仕方というものを促していくという事業を立ち上げておりまして、そちらで継続していきたいと思っ

ております。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 それはそういうふうにつなげていくように一応やったと思うんですけれども、それが下の段と

関連してくると思うんですけれども、ワーケーションの拠点に係る検証を行うためモニターを招聘してとあっ

たと思うんですけれども、そういう中でもそういう声があったのかどうなのか、そこは関係なかったんですか、

全然。そういう使い方ができたらいいとかしたいとかという話があったのか、それともただ単にワーケーショ

ンは観光で来たときに短期でお仕事のモニターのところの意見だったのか、その辺は分かりますでしょうか。 

○世古安秀委員長 田畑課長補佐。 

○田畑課長補佐 ワーケーションいろんな形があると思っていまして、今、季節労働で来ていただくような方は、

言ってみれば手ぶらで来て、こちらで仕事も見つけていただいて携わっていただくという方かなと思っていま
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す。 

  一方、モニター招聘して検証したワーケーションスペースというのは、どちらかというとフリーランスのラ

イターさんであるとか、パソコン上で仕事が完結してリモートワークができるような方を対象としていまして、

そちらの方々が使い勝手がいいものになっているかというようなことを検証したものになります。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 分かりました。 

  そういうと、観光で来たときのデジタルの部分とアナログの部分の仕事の部分と両方いろんな形で、鳥羽市

としては今後続けていくということでよろしいんですね。分かりました。ありがとうございます。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 なければ、次に、５５ページ下段、２款総務費、項５統計調査費、目１統計調査総務費から

５８ページ、１２款諸支出金、項１公営企業費、目１交通事業費までの範囲でご質疑はございませんか。最後

までですけれども。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、ご質疑もないようですので、企画財政課の審査を終わりまして、定期船課所管の

一般会計の事業、交通事業費について審査を行います。 

  担当課の説明を求めます。 

  定期船課長。 

○山本定期船課長 定期船課、山本です。よろしくお願いします。 

  それでは、地域交通事業について説明をさせていただきます。 

  決算成果説明書は３１５、３１６ページ、決算に関する説明書は７１ページから７２ページをお願いします。 

  先に訂正をお願いします。申し訳ありません。決算成果説明書の３１６ページを見てください。中段のとこ

ろに主な経費、鳥羽市営路線バス運行業務委託料１００,４９８という表示をさせていただいておりますけれ

ども、この数字を１００,４６７に変えてください。訂正をお願いします。申し訳ありませんでした。 

  それでは、決算成果説明書３１５ページをご覧ください。 

  総括といたしまして、地域交通事業といたしましては、本市の運営するコミュニティバス（かもめバス）を

市内５路線で運行をしました。令和３年度におけるかもめバス乗車人員の合計は１５万１,２３２人、運賃収

入は３,１３６万９,３４２円となりました。この内容につきましては、後ほど提出をさせていただいた資料を

基に説明をさせていただきたいと思います。 

  それでは、令和３年度は新型コロナウイルス感染症に関する緊急事態宣言の解除に伴い移動制限が緩和され、

コロナ禍以前までに及ばないものの、若干の回復を見せたところによるものでこういう数字が出ております。 

  このような状況の変化はございましたが、通常どおり自らの交通手段を持たない方の移動手段を確保するた

め、感染防止対策を講じ、減便や運休を行うことなく通常運行を維持しました。 

  また、引き続きグーグルマップで路線検索が可能となる時刻表の見える化について対応し、誰でも利用しや

すい環境を整え、利便性の向上に努めました。 
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  次に、新たに実施した事業につきましてですが、地方創生臨時交付金を活用しましてかもめバスにキャッシ

ュレス決済を導入し、利用者の利便性の向上と非接触での料金支払いなど新型コロナウイルスの感染対策を強

化をしました。 

  また、このキャッシュレス決済の導入に併せて新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた市内店舗・施設

への支援を兼ねまして、かもめバスの１日乗車券と定期船の周遊券に市内の店舗や施設で利用できる特典をつ

けたデジタルきっぷを企画をしました。このデジタルきっぷの販売につきましては、当初は令和４年１月から

の販売開始を予定をしておりましたけれども、コロナウイルス感染症拡大により延期をすることになりまして、

年度末３月から販売をさせていただき、予算を繰り越しながら６月には盛況の中、事業を終えることができま

した。 

  では、決算状況の説明の前にかもめバスの利用状況について、あらかじめ提出をさせていただいております

資料を基に説明をさせていただきたいと思います。 

  グラフのついた資料を出させていただいておりますので、ご覧ください。 

  まず、１ページ目の一番上、乗車人員の表になります。 

  表右下の合計欄をご覧ください。 

  令和３年度の乗車人員の合計が１５万１,２３２人で、前年度と比較しますと８,７４３人増加で、割合とし

て６.１％の増加となっております。 

  次に、②その下の表になります。 

  運賃収入につきましては３,１３６万９,３４２円で、前年度と比較しますと３５８万７８２円増加して、割

合にして１２.９％の増加となりました。 

  １の乗車人数、２の運賃収入とも、緊急事態宣言の解除に伴い移動制限が緩和されたことから、どちらも少

しですが、増加をしている状況です。 

  次に、３番、一番下、路線別の乗車人員Ⅰと次のページ④の路線別乗車人員Ⅱというところになりますが、

まずは３の表の路線別乗車人員を年度別に表したもので、次のページの④は月別に入れた表になりますので、

確認をお願いしたいと思います。 

  ３、４の表から見える令和３年度の動向といたしましては、この表で言いますと（２）の小浜～ウィスタリ

アン線、（４）鳥羽～国崎線、その下の（５）鳥羽小学校～石鏡港線の３路線が前年度より増加をしておりま

す。また、生活路線であります小浜～安楽島線、小浜～鳥羽小学校線の２路線が前年度より減少をしておりま

すが、ほぼ前年並みの数字になっております。 

  （１）の小浜～安楽島線につきましては、主な利用者は通勤・通学・通院及び買物などの目的で利用する方

がほとんどです。一定顧客がついております。 

  それと、（２）になりますが、小浜～ウィスタリアン線、主な利用者は通勤・通学・通院及び買物などの目

的で利用する方で、この路線につきましては緊急事態宣言が明けて１０月以降利用客が増えております。 

  次の（３）小浜～鳥羽小学校線、鳥羽小学校へ通学する児童が主な利用者になっておりますので、少し減っ

ております。 

  （４）の鳥羽～国崎線を見ていただきますと、この路線は相差の石神さんへ参拝する観光客の方が利用する
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割合が多い路線になりますので、観光客の動向など最も新型コロナウイルスの影響受けた路線かと思っており

ます。令和３年度は１０月以降、前年度と比べて観光客が少し増えていっている状況です。 

  次の（５）鳥羽小学校～石鏡港線です。主な利用者は通勤・通学・通院及び買物などの目的で利用する方で、

ここにつきましては１２月以降、少し利用客が増えた状況になっております。 

  令和３年度におけるかもめバス全体の利用状況の総括としましては、本市の人口減少、少子高齢化が進む中、

令和２年度に引き続き令和３年１０月までの前半部分、コロナウイルスの感染症に関する緊急事態宣言が全国

的に出ておりましたので、外出を控えられたことや感染防止のための交通機関の利用の控え、自家用車等での

移動が多いようで、緊急事態宣言が解除されてからは増加したものの、全体的には令和２年度とほぼ変わって

いない状況でありました。 

  今後も新型コロナウイルスの終息が見えない中、厳しい状況が続くことも予想されますが、運賃のキャッシ

ュレス化や感染防止対策を引き続き講じるなど、安心・安全に便利に利用できる身近な公共交通機関であるこ

とを周知して利用者の確保に努めていきたいと思います。 

  それでは、決算成果説明書３１５ページ、３１６ページに戻りまして、交通事業費の決算状況について説明

をさせていただきます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、目１５交通事業費です。事業区分１、地域交通事業は、予算現額１億

３,３３４万８,０００円に対しまして、決算額は１億１,９４５万１,０００円でした。また、翌年繰越額

８３３万円については、デジタルきっぷの仕組みの構築分を令和３年度事業として実施して、施設利用等の特

典分の支払い等については令和４年度に繰越しを行いました。 

  令和３年度の事業は、かもめバスの運行をはじめ鳥羽市地域公共交通会議を開催し、地域公共交通計画に基

づく個別事業計画に関する評価のほか、関係法令等に義務づけられた審議及び報告を行いました。 

  運転免許自主返納者支援制度につきましては、１９名の方に６か月間のかもめバス無料利用券を交付を行い

ました。 

  また、総括でも説明をさせていただいたキャッシュレス決済の導入、それに併せた特典付デジタルきっぷ販

売事業を実施したところです。 

  また、近鉄鳥羽駅構内の階段に手すりを設置する改修工事に補助金を交付したところです。 

  下の主な経費になりますが、かもめバスの運行に係る経費、鳥羽市営路線バス運行業務委託料１億４６万

７,０００円と新規事業の鳥羽市営路線バスＩＣカードシステム運用業務委託料１,２９３万６,０００円、デ

ジタルきっぷ地域活性化業務委託料４８７万９,０００円となります。 

  最後に、不用額の説明をさせていただきます。 

  決算に関する説明書７１ページ、７２ページをお願いします。 

  節における１００万円を超える不用額については、中段の２款総務費、１項総務管理費、目１５交通事業費、

節１２の委託料４６８万９,０００円の１件になります。不用額の主なものは、バス運行業務委託料で

４６０万４,０００円になります。バスの運行業務委託料は実績により精算して支払いを行いますので、委託

料を算出する際には運行経費から差し引かれた運賃収入の見込額がコロナの影響で減額となる見込みよりも増

収となったため、このような残金が残ってきたところです。 
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  以上、交通事業の決算の説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○世古安秀委員長 説明は終わりました。 

  総括部分を含め、事業全体でご質疑はございませんか。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ちょっと確認というか、私が理解できひんだけかも分かりません。添付いただいているほうの

不用額の説明のところの理由が書いてある文書の一番下に残４６８万９,５１６円と書いてある感じがちょっ

と読み取れないんです。５５６万６,６２７円が不用額のうちのこれだけの金額が残っているよとか何かそう

いうふうにも読み取れたりするんですけれども、これはどういう意味ですか。 

○世古安秀委員長 定期船課長。 

○山本定期船課長 今、瀬﨑委員が言われるの７１ページ、７２ページの件ですか。 

○瀬﨑伸一委員 別添でもらっているほう、不用額の説明。 

○世古安秀委員長 不用額の一覧の９ページ。 

○山本定期船課長 これ以外の数字が知りたいということでしょうか。 

  ７１、７２のところで主なところが三重交通への委託料ということと、あと費用弁償等の負担金が決算に関

する説明書のほうに細かい内容については挙げさせていただいております。 

（「５５６万６,６２７円のうち、主な理由が４６８万９,５１６円の委託料が合わせた…

…」の声あり） 

（何事か発言するものあり） 

○瀬﨑伸一委員 そういうことですね、分かりました。ありがとうございます。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。 

（午後 １時３４分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時３９分 再開） 

○世古安秀委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、総務課の決算成果について担当課の説明を求めます。 

  総務課長。 

○濱口総務課長 総務課長、濱口です。よろしくお願いします。 

  それでは、総務課分の決算成果の説明のほうをさせていただきます。 

  決算成果説明書は５９ページから８６ページまでが総務課の分でございます。決算に関する説明書は５３、

５４ページの一番下から７３,７４ページまででございます。 

  それでは、決算成果説明書の５９ページのほうをお開きください。 

  総括につきまして、ポイントを絞って説明をさせていただきます。 

  まず、上から５行目です。 



－48－ 

  危機管理業務といたしまして、昨年同様に新型コロナウイルス感染症対応として、情報の収集と発信、県・

他市町及び関係機関等との連絡調整、対策本部の運営などの業務に当たり、市内での感染防止と経済対策のバ

ランスを図った取組を推進してまいりました。 

  続きまして、総括の下から３行目のところでございます。 

  菅島採石場に関し地元町内会から提訴された案件につきまして、令和３年４月１９日に津地方裁判所におき

まして、地元町内会の請求を棄却する判決が言い渡されましたが、地元町内会等が控訴したため、名古屋高等

裁判所において引き続き市の正当性の主張を行っております。 

  次に、新たに実施した事業でございます。 

  豪雨により被災しました熊本県人吉市に復旧復興支援のため半年間、職員の派遣を行っております。 

  また、災害避難情報など緊急放送を行っている同報系防災行政無線につきまして、デジタル化工事が完成し

ましたことから、運用を開始をいたしました。 

  また、市民が安全で安心して暮らすことのできる地域社会の実現を目指して、鳥羽市犯罪被害者等支援条例

の制定に向けて取組を行いました。 

  また、市ホームページをリニューアルしスマートフォンやタブレット端末にも対応させるとともに、常時Ｓ

ＳＬ化対応によりセキュリティを強化し、利用者が安心して閲覧できる環境を構築をいたしました。 

  次に、予算を伴わない事業につきましては、消防庁の災害伝承プロジェクトを活用しまして、東日本大震災

の被災地で実際に活動された語り部による防災講演会を開催しました。その講演では、ウェブ会議サービスで

あるＺｏｏｍを活用して現地の会場をリモートでつなぎ会場の様子をユーチューブで配信することで、会場に

来られない方にもインターネットで視聴してもらうことができるようにしました。 

  それでは、重点施策、新規事業など主な事業について説明をさせていただきます。 

  決算成果説明書６０ページのほうをお願いします。 

  項１総務管理費、目１一般管理費の予算額は５億１,４３４万７,０００円で、決算額は５億８０８万

３,０００円でございます。 

  事業区分１、総務給与等管理費の決算額は４億９,２７２万８,０００円となっています。 

  給与等管理業務の予算現額は４億９,０４５万５,０００円、決算額は４億８,８７４万９,０００円となって

おります。内容は、特別職２人と一般職、派遣職員を含みます４３人分の人件費でございます。三重県への派

遣のほか、契約管財係に再任用短時間勤務職員を配置したことで、昨年度と比較すると２名の増員となりまし

た。 

  また、職員の増員により給与ほか手当などは増加しましたが、退職手当につきましては前年度と比較します

と職員手当全体で６,５１３万８,０００円の減額となっています。 

  次に、６１ページをお願いします。 

  職員健康管理業務では、予算現額は３９８万８,０００円で、決算額は３５７万８,０００円でございます。

内容は、健康診断に併せてストレスチェックを実施したほか、職員のメンタル不調を事前に防ぐため、メンタ

ルヘルス研修やカウンセリングを実施しております。 

  また、令和３年１月から１２月までの年次有給休暇取得率は２２.９％で、平均取得日数は８.９日で、前年
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度比較で０.１日増加をしております。 

  主な経費、健康診断結果などは６１ページから６２ページの記載のとおりでございます。 

  中段下の人吉市職員派遣事業では、災害からの復旧・復興事業の実施支援に半年間、職員を派遣をしており

ます。 

  次に、６２ページ下段から６３ページをお願いします。 

  事業区分２、秘書管理費ですが、決算額は２２１万６,０００円となっております。 

  儀式、表彰では、前年度決算額と比較しますと約２４万円ほど増となっています。これはオリンピックフェ

ンシング競技におきまして金メダルを獲得した本市出身の山田優選手の栄誉をたたえるため、市民栄誉賞を創

設し、表彰と記念品の授与を行ったことによるものでございます。 

  また、渉外事業では、１８９万７,０００円の決算となりました。昨年同様にコロナ禍で渉外機会は減少し

ましたが、市長、副市長が効率かつ効果的に公務が行えるよう職務環境を整え、渉外活動を行っております。 

  次に、同ページ下段、事業区分４、総務管理経費（行政・法規）の決算額は１,１３４万３,０００円でござ

います。 

  行政管理業務におきましては、議案の作成、調整会議や課長会議等の開催、文書の収受や発送などを行い、

円滑な行政運営を図っております。主な経費等は記載のとおりでございます。 

  次に、６５ページのほうをお願いします。 

  事業区分５、情報公開等経費の決算はございません。 

  鳥羽市情報公開審査会、鳥羽市個人情報保護審査会、鳥羽市行政不服審査会とも、不服申立て及び審査請求

がなかったことから、執行額はございません。 

  同ページ一番下から次のページの６６ページにかけてをお願いします。 

  事業区分６、人事管理経費の決算額は１７９万６,０００円でございます。 

  人事管理業務として、９月から１１月にかけまして令和４年度職員採用試験を実施をいたしました。定員に

満たなかった職種等につきましては、１２月に２次募集、１月に３次募集、２月に４次募集として試験を実施

しました。また、欠員となっている専門職のうち令和３年度途中の採用として、５月に船員採用試験、７月に

保健師採用試験を実施をしております。採用試験実施状況、職員数内訳、職員の異動状況は記載のとおりでご

ざいます。 

  ６６ページの下段をお願いします。 

  研修事業でございます。 

  三重県市町総合事務組合が開催する各種研修へ職員を派遣したほか、階級別職員などの庁内研修を実施し、

職員の資質向上に取り組みました。派遣研修については年々参加者が増加しており、各課職員が様々な分野の

知識の習得に努めることができました。新型コロナ感染症の影響で研修の実施が難しい時期もありましたが、

階級別研修のオンライン実施や開催時期の変更など柔軟に対応することで、職員研修の受講機会の確保に努め

ております。各研修の実施状況は６７ページから６８ページに記載のとおりでございます。 

  次に、６８ページ下段をお願いします。 

  項１総務管理費、目２文書広報費の予算額は１,１３０万１,０００円で、決算額は１,１０２万４,０００円
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でございます。 

  事業区分１、広報広聴事業の決算額も同額の１,１０２万４,０００円でございます。 

  文書広報事業は前年度とほぼ変わりません。有料広告を暮らしの情報ページに掲載し、７５万円の収入を得

ることができました。 

  次に、６９ページ下段です。 

  目５財産管理費で、予算現額は１億９,０６０万５,０００円で、決算額は１億８,９８２万７,０００円でご

ざいます。 

  事業区分１、庁舎維持管理の同管理業務では、予算額３,０５８万３,０００円で、決算額は２,９６３万

８,０００円でございます。前年度決算との差異につきましては、令和２年１０月から旧文化会館を庁舎化し

ましたことから、庁舎等維持管理業務における光熱水費や委託料などが増加しております。 

  次に、７０ページをお願いします。 

  事業区分２、財産管理経費の決算額は１,０１８万９,０００円でございます。 

  市有財産管理業務の予算額は８５６万１,０００円で、決算額は８１４万円でございます。市有財産の管理

や処分を適正に行うとともに、自主財源確保のため、普通財産の貸付けや売払いに取り組んでおります。普通

財産の貸付けは３,３１４万円の収入を得ました。貸付料の算定根拠となる固定資産の評価額の下落により、

前年度より３４０万２,０００円の減額となりました。普通財産の売払いは遊休未利用地を売り払い、

１４１万７,０００円の収入となりました。 

  ７１ページをお願いします。中段になります。 

  菅島採石場につきましては、菅島採石場緑化協定書に基づき、採石事業者により緑化工事が行われました。

緑化工事の内容は表のとおりでございます。 

  裁判対応につきましては、冒頭でも申し上げたとおりでございまして、現在、名古屋高等裁判所において引

き続き市の正当性を主張しているところでございます。 

  市有財産管理業務における前年度決算額との差異につきましては、裁判に係る報償の減額によるものでござ

います。 

  次に、７２ページの下段をお願いします。 

  入札契約事務事業ですが、決算額は２０４万９,０００円でございます。市が行う建設工事等の入札や全庁

的な取りまとめが必要な案件の入札、契約事務を担当部署から受託し、適正に執行をしております。 

  また、前年度は４年に一度の入札参加資格者名簿の更新作業を行いましたことから、例年より経費が増加を

しております。 

  入札状況等につきましては、７２ページから７４ページに記載のとおりでございます。 

  次に、７４ページをお願いします。 

  事業区分３、基金積立金の決算額は１億５,０００万円でございます。単年度における財政負担を緩和する

ため、職員退職手当基金へ５,０００万円と庁舎等改修基金へ１億円を積み立てております。 

  次に、７５ページをお願いします。 

  目８公平委員会費の予算現額は１５万６,０００円で、決算額は１３万７,０００円でございます。この部分
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は前年度とほぼ変わりはございません。 

○世古安秀委員長 総務課、寺本副参事。 

○寺本副参事 総務課防災危機管理室の寺本です。よろしくお願いいたします。 

  決算成果説明書７５ページの下段をお願いいたします。 

  目１０防犯対策費の予算現額は４３３万７,０００円で、決算額は同額の４３３万７,０００円でございます。 

  事業区分１、防犯対策事業につきましては、防犯活動として青色防犯パトロールによる見回りを行ったほか、

鳥羽警察署と協働で振り込み詐欺防止と暴力追放の街頭啓発活動を行いました。 

  また、防犯灯整備事業として、自治会連合会の防犯灯整備事業に３４０万４,０００円の補助を行い、新設

３０か所、取替え１９８か所を、合わせて合計２２８か所の防犯灯を整備しました。 

  ７６ページ下段をお願いいたします。 

  目１２防災対策費の予算現額は３億６,５９４万１,０００円で、決算額は３億６,４２８万７,０００円でご

ざいます。 

  事業区分１、防災対策事業の決算額は３億６,４２８万７,０００円でございます。 

  災害予防対策推進事業の予算現額は２５６万８,０００円で、決算額は２２５万２,０００円でございます。

大規模災害時に県外市町や各防災関係機関などから支援を得るため、災害協定締結による連携強化に取り組ん

だほか、市の災害対策の具体的な活動計画である地域防災計画の修正を行いました。 

  新型コロナウイルス感染症への対応といたしましては、新型コロナウイルス感染症対策本部会議を開催し、

国・県の動向や各部が行う対策などについて庁内での情報共有を行ったほか、各種媒体を活用し、市民への注

意喚起や情報発信を行いました。また、感染症拡大に備え、市の機能維持及び必要な業務の継続を図るため、

既存の業務継続計画の見直しと点検を行い、鳥羽市業務継続計画（感染症対策編）を改訂いたしました。 

  ７８ページをお願いします。 

  自主防災組織等支援事業の予算現額は２３０万円で、決算額は２０３万円でございます。地域における防災

活動の活性化を図るため、自主防災組織が実施する訓練等に対して助成を行いました。 

  同ページ下段をお願いいたします。 

  防災情報提供推進事業の予算現額は３億５,１９１万６,０００円で、決算額は３億５,１２８万４,０００円

でございます。移動系防災行政無線、全国瞬時警報システムＪアラートの保守点検や修繕工事等を行い、災害

時の情報伝達手段の維持を図りました。 

  また、令和２年度から３年度の２か年にわたる同報系防災行政無線デジタル化工事が令和４年３月に完了し、

運用を開始しております。 

  その他、県防災通信ネットワーク再整備に伴う工事負担金３９５万１,０００円を支出しております。 

  続いて、７９ページをお願いいたします。 

  防災啓発活動推進事業の予算現額は２７６万５,０００円、決算額は２６６万５,００００円でございます。

令和３年度の防災訓練は、コロナ禍での３密を避けるため、各家庭や職場などその場で地震の揺れから身を守

る行動を取るシェイクアウト訓練を実施しました。あわせて、同じ日に消防庁の災害伝承プロジェクトを活用

した防災講演会を開催し、インターネットを通じてリアルタイムで配信するなどコロナ禍に対応した防災講演
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会を実施しました。 

  また、災害時の迅速な避難行動に必要となる危険箇所の周知及び防災意識の向上を図るため、土砂災害及び

洪水を合わせたハザードマップを作成しました。 

  その他関係機関や災害協定先と共同で各種訓練を実施したほか、地域における避難所運営マニュアルの作成

支援や出前トークの実施などを通じて、市の防災力向上と地域における防災意識の向上に努めました。 

  ８０ページ下段をお願いします。 

  地震対策推進事業の予算現額は２００万円で、決算額は１９８万６,０００円でございます。津波避難対策

として各町内会・自治会が津波避難場所へ防災倉庫や防災資機材を整備する費用の一部を補助し、地域防災力

の向上を図りました。 

  ８１ページをお願いします。 

  防災資機材等整備事業の予算現額は４３９万２,０００円で、決算額は４０７万円でございます。大規模災

害時に備え、備蓄品の入替えを行ったほか既存の仮設トイレの簡易水洗キット５０基を購入し、避難所の環境

整備を行いました。また、入れ替えた備蓄品につきましては、保育所の給食で活用したほか学校や地域の防災

訓練で配布し、防災啓発に活用しました。 

○世古安秀委員長 総務課長。 

○濱口総務課長 引き続き同ページ下段のほうをお願いをいたします。 

  目１４情報管理費でございます。 

  事業区分１、地域情報化推進事業で、決算額は９８３万６,０００円でございます。市民等への市政情報を

発信するため、現行ホームページ運用管理システムやとばメールの安定的な運用を行いました。平成２２年よ

り運用していたホームページをリニューアルするに当たりまして地方創生臨時交付金等を活用し、スマートフ

ォンやタブレット端末に対応することで利便性を向上させるとともに、常時ＳＳＬ化対応によりセキュリティ

強化をし、利用者が安心して閲覧できる環境を構築をいたしました。 

  次に、８２ページ中段をお願いします。 

  事業区分２、庁内情報化推進事業で、決算額は９,９６１万５,０００円でございます。 

  庁内情報化推進事業の予算額は３,１９１万３,０００円で、決算額は３,１２８万７,０００円でございます。

ＬＧＷＡＮ、三重県セキュリティクラウドイントラ環境などの管理やファイルサーバー、グループウエアなど

のシステム管理を行い、出先機関を含む庁内情報化に係る各種施策運用を適切に実施をいたしました。 

  また、ＬＧＷＡＮを利用し、セキュリティが確保された閉域網での自治体間の情報共有や専用サイトを利用

できる環境を維持管理をいたしました。 

  なお、次期三重県セキュリティクラウドへの更新の際に再構築に係る費用を負担し、令和４年３月末に切替

え対応を行いました。 

  前年度決算額との差異につきましては、三重県セキュリティクラウド構築負担金や庁内におけるリモート会

議やリモートワーク等の需要が増加したことから、地方創生臨時交付金を活用し、複数人でのオンライン会議

を効果的に実施するための多機能デジタルミーティングボードの導入や会議室へのＷｉ－Ｆｉ環境整備などを

行い、会議等の効率化と利便性向上を図っております。 
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  次に、８４ページをお願いをいたします。 

  庁内ネットワークパソコン整備事業につきましては、決算額２４２万９,０００円で５０万円ほど増加して

おりますが、前年度と同台数の２７台のパソコンのほうを導入をしております。 

  総合住民情報システムの事業でございますが、５,６２７万９,０００円でございます。住民記録、税、福祉、

児童、年金等に関する総合住民情報システムの運用、保守、クラウド利用等を行っております。事業内容は前

年度と同様ですが、総合住民システム業務で４７７万円ほど減となっております。 

  次に、８５ページをお願いします。 

  社会保障・税番号制度事業で、決算額は９６２万円でございます。社会保障・税番号制度において、全国の

自治体等と情報連携を行うため、システムとネットワーク環境の維持や保守を行っております。前年度決算額

との差異につきましては、令和元年度から令和２年度にかけましてシステムの構築が進められたことによるも

ので、ネットワーク環境仕様やＡＳＰサービス利用負担金が減額となったことによるものです。 

  事業区分３、行政放送事業の決算額は８６３万３,０００円でございます。市域ケーブルテレビ網を使った

行政チャンネルにより文字放送、政府広報動画の放送、市議会の録画中継などを行っております。 

  次に、８６ページで、目１７諸費で、決算額は７９万２,０００円でございます。弁護士報酬の経費につき

ましては、前年度と変わりはございません。 

  以上で総務課の決算説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願いをいたします。 

○世古安秀委員長 担当課の説明は終わりました。 

  質疑に入ります。 

  初めに、５９ページの総括も含めて、次６０ページの２款総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、事業

区分１、総務給与等管理費から６８ページ、事業区分６、人事管理経費の範囲でご質疑はございませんか。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 １点お聞きいたします。 

  ６１ページの職員健康管理業務についてなんですけれども、メンタルヘルスカウンセリングの後、令和３年

１月から令和３年１２月までの年次有給休暇の取得率が２２.９％とあります。平均は８.９％と前年と比べて

あまり伸びていないような気がするんですけれども、いきなり１００というのは難しいかと思うんですけれど

も、令和３年度の目標数値というのはあったんでしょうか。近いところでどれぐらいとかというのは。 

○世古安秀委員長 総務課、山本課長補佐。 

○山本課長補佐 総務課人事担当の山本です。よろしくお願いします。 

  年次有給休暇の取得日数の目標ですけれども、特定事業主行動計画において、令和７年度の取得日数を

１１日以上とする目標は立てておりますが、各年度ごとの目標については立てておりません。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 それに向かって緩やかにと。いきなりというのは改善がないと思うんですけれども、取得率が

低いのは何か原因とかというのはあるんでしょうか。仕事がえらいのかどうなのか、何かありますか、アンケ

ートか何か。 
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○世古安秀委員長 山本課長補佐。 

○山本課長補佐 具体的に、どういった要因で取得ができないかというところまで踏み込んだアンケートについ

ては行ってはおりません。職場によっては人数が不足しているとか、昨年度におきますとコロナのワクチンチ

ームは業務が多忙であるとか、そういった各職場ごとの要因が影響しているものと思っております。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 といいますと、令和３年度においてコロナの感染があったと思うんですけれども、それで取得

率が下がっているのも一つの原因でしょうか。 

○世古安秀委員長 山本課長補佐。 

○山本課長補佐 それがずばり取得率が上がらない要因ということまでは言えないと思います。実際、今回、令

和３年の年休取得をよく取得した職員と取得しない職員を見比べてみたんですけれども、どこかの職場に偏っ

て取れていないとか、よく取れとるとか、そういった状況は見受けられなかったので、コロナのワクチンチー

ムが取れなかったというのが大きな要因となっているわけではないと思います。 

  ただ、ワクチン接種は年間通じて土日も含めて職員が総動員で対応しておりますので、そういったものが年

休取得率が上がらなかった一つの要因になっているとは思います。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 今の状況下でこれをすぐに改善するのは非常に難しいかと思うんです。ましてやそれが原因が

分かればすぐに対応していただいているとは思うんですけれども、なかなかそういうところは難しいとは思う

んですけれども、ここの部分で今後のところも含めてしっかりと取り組んでいただかないといけないかなと思

いますので、よろしくお願いしたいなと思います。 

○世古安秀委員長 関連はございますか。 

  なければ…… 

（「総括で」の声あり） 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 新たに実施した事業というところで、鳥羽市業務継続計画（感染症対策編）ということで改訂

しましたということなんですけれども、この前段に総括として書いてある新型コロナ感染症対応で結構費やし

た業務量というのは大きかったと思うんですけれども、それがこのような形に表れたという理解でよろしいん

ですか。 

○世古安秀委員長 寺本副参事。 

○寺本副参事 業務継続計画につきましては、過去にインフルエンザ感染症の関係で作成した既存のものがござ

いました。今回、新型コロナウイルスに対応して、例えば各業務で業務が滞る場面があるのかないのか、そう

いったところを改めて現状に併せて検証してつくり直したというものが今回の感染症対策編となります。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 コロナ感染症対応として結構な業務量の中で、本来であれば私が思うんですけれども、担当グ
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ループで何かそのような対応する部署が必要ぐらい量あったと思うんですけれども、それがこのような形にな

ったのかなと思って聞いたんですけれども、主な感染症対策編というのはどんなことがうたってあるんですか、

内容。 

○世古安秀委員長 澤田副室長。 

○澤田副室長 防災危機管理室の澤田です。よろしくお願いします。 

  新型コロナウイルス感染症に係る業務継続計画につきましては、主に感染等によって６割の職員がおらへん

になった場合にも業務を継続していくために、優先的な業務というのを位置づけていくような趣旨でさせても

らっています。各課におきまして、そういった感染症が蔓延時でもどの業務が重要でやめられないものなのか、

そういったものを優先順位をつけていくというような計画になっております。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 ありがとうございます。整理して事業が継続できるようにということ、分かりました。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 ないようですので、６８ページの下段、目２文書広報費から７６ページ中段、目１０防犯対

策費までの範囲でご質疑はございませんか。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 ７０ページの財産管理経費のうちの普通財産の売払いについてお伺いします。 

  遊休未利用地の売払いで１４１万７,０００円ほど入ってきています。どういった経緯でこの普通財産を売

るようになったのか、答弁できる範囲でお願いしたいんですけれども。 

○世古安秀委員長 寺田課長補佐。 

○寺田課長補佐 総務課長補佐、寺田です。よろしくお願いします。 

  この売払いなんですけれども、市有地の隣の方からの申出がありまして、そこが遊休未利用地ということで

自分の土地と一体的に使いたいという申出がありまして、２件、個人の方に払下げをさせていただいたもので

す。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 こちらから積極的なアプローチではなかったということですね。たまたま欲しいと思った土地

が未利用地だったと。分かりました。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。６８ページから７６ページまでです。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○世古安秀委員長 ご質疑もないようですので、次に７６ページ下段、目１２防災対策費から８１ページ中段の

中事業、防災資機材等整備事業までの範囲でご質疑はございませんか。 

  戸上委員。 
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○戸上 健委員 １点お伺いします。 

  ７９ページ、防災啓発活動推進事業の主な事業の６番目、避難所運営マニュアルの作成についてお伺いしま

す。 

  各避難所の運営のマニュアルを作成する必要があるということで、普及に努めましたというふうに記述して

あります。これは風水害の避難所だけで５０か所あるんですけれども、その５０か所を全てそれぞれでつくる

という計画でしょうか。 

  そして、令和３年度では、そこに西庁舎を避難所とする関係７町内会で独自につくったというふうに記載さ

れております。そのほかに令和３年度でつくった避難所というのはあるんでしょうか。それと、もしつくって

いなければ、何年度までに全部つくる予定でしょうか。 

○世古安秀委員長 澤田副室長。 

○澤田副室長 防災危機管理室、澤田です。 

  令和３年度に完成したのは西庁舎のマニュアルだけになります。 

  これを一体いつまでに全部つくっていくのかということにつきましては、これはやはり鳥羽市が主導でつく

りたいつくりたいと言っても、結局はついてきてくれる町の方がいないとつくっていけないもの、要は避難所

の運営マニュアルは実施主体等々をあらかじめ決めておいて、その地区に合ったような避難所のマニュアルを

つくっていくということになりますので、徐々にそういった町内会を増やしていきたいというふうには思って

おります。ですので、いつまでにどれだけつくりたいというのは計画としてはないんですけれども、できる限

り多くの避難所でそういったものをつくっていきたいというふうに考えています。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 確認なんですけれども、風水害の避難所というのは５０か所あるんですけれども、５０か所全

てでつくるということではなくて、先ほどの答弁によると可能な限り町内会で意欲のあるところはつくるんだ

とそういう考えでよろしいんでしょうか。 

○世古安秀委員長 澤田副室長。 

○澤田副室長 避難所も地区によっていろいろあると思います。例えば神島でありましたら単一の町内会がほぼ

ほぼメインになってくるところもあれば、鳥羽東中学校のように複数の町内会が同じ避難所に入ってくるよう

な避難所もあります。そういったことから優先順位をつけて、なるべく多くの町内会が入ってくるような地区

に関してはこちらのほうから働きかける、例えば加茂の中学校でありましたら複数の町内会が同じ避難所に入

ってくることが想定されます。そういった場所を見つけながら、優先的には進めていきたいなというふうには

考えております。 

  以上です。 

○戸上 健委員 了解です。 

（「関連で」の声あり） 

○世古安秀委員長 関連で。 

  浜口一利委員。 
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○浜口一利委員 防災啓発活動推進事業というのは、前年度の決算額というのは７９万７,０００円で、今年度

の予算が２７０万円ということで結構お金かけとると思って見たんですけれども、実際のところ土砂災害ハザ

ードマップ作成業務というのがまるきりほとんどと言うていうぐらいで、ほかの事業はどうなっとるかなとい

う心配もあるわけなんですけれども、土砂災害ハザードマップ作成というのは大事なところかと思うんですけ

れども、このような事業を行ったという経緯というんですか、理由があればちょっとお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○世古安秀委員長 澤田副室長。 

○澤田副室長 土砂災害ハザードマップ及び洪水のハザードマップをつくりにいった経緯につきましては、今、

三重県さんのほうで土砂災害警戒区域、要はレッドゾーン、イエローゾーンそういったものの調査に年次で入

って指定していくというというような作業があったんですけれども、これが令和２年度で全ての地区を完了し

た。 

  鳥羽市としましては、調査が済んだ地区から順番に簡易版として町に配布はしておったんですけれども、全

ての調査が済んだということで市としてまとめたものを作成するという形と、あと洪水ハザードマップにつき

ましても、同じ土砂と一緒の風水害、それも新しく加茂川、河内川含め、あと紙漉川等々が指定されましたの

で、そういったのを含めた風水害のハザードマップというのをつくりたいということで、このような事業をさ

せていただきました。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 事業を行うに当たって、目的が明確の理由ということがあればそれでいいと思います。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 すみません、関連ではないですけれども、７６ページから７７ページのところの災害予防対策

事業で、大災害時の対応の中で協定を締結していただいております。連携強化等々含めて７７ページの４番目

のところに書かれてありますけれども、今まで７０に及ぶ協定を結んでもらってきておると思うんです。これ

は災害時に協定が機能するように連携を努めてきたと思うんですけれども、今までやってきたやつの分類とい

うかリストというのはどこかで見られることというのは可能なんでしょうか。 

○世古安秀委員長 澤田副室長。 

○澤田副室長 今まで締結してきた協定につきましては、地域防災計画の資料編のほうにつけてあります。それ

は市のホームページのほうでも掲載しております。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございました。 

  これも市民が見て、どういう鳥羽市としては対策、災害時のときに対応できるか、受援できるかというとこ

ろも含めて書かれているものだと思うんです。市民の安心・安全につながると思うんですけれども、それが今

までかなりの数を提携してもらってきていると思うんですけれども、例えばこの中で更新とか、例えば感染症
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に対して今までのやつをまた新たに提携の中に加えるとかというのはそういうこともされていたんでしょうか。 

○世古安秀委員長 澤田副室長。 

○澤田副室長 その時々に応じて自分たちが欲しいものという形になりますと、令和４年度の話になってくるん

ですけれども、感染症の方を泊めていただくための協定として３月から動きは始めておった。そういった意味

では、そのときそのときに応じて必要なものを協力を求めるような動きというのはさせてもらっています。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  防災すごく大変だと思うんです。今まで一生懸命やっていただいて、これは完成品がなくて永遠の未完成と

言われているぐらい、常に更新していただいているような状況だと思いますので、今ですといい感じで来てい

るかと私は個人的に思っておりますので、引き続き取り組んでいただければと思います。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  南川副委員長。 

○南川則之委員 ７８ページをお願いします。 

  防災情報提供推進事業というところで、２か年かけて同報系の防災行政無線デジタル化工事ということでデ

ジタル化をしていって、市内全域やったということなんですけれども、この工事に際してもいろいろ確認をさ

せてもらったことがあるんですけれども、それは全域に防災行政無線が聞こえるように設置してほしいという

ことで、まずそういう子局も含めて対応してもらっとると思うんですけれども、この工事が終わって、現状で

まだ聞き取りにくいとか聞こえないとかそういうところがあるのかどうかをお聞きしたいのと、そういうとこ

ろがあった場合にどのようにほかの伝達手段で補完しているかというところがあるのかないのか、お聞きしま

す。 

○世古安秀委員長 澤田副室長。 

○澤田副室長 今、防災無線の放送をさせていただきますと、聞こえなかったとかという声というのはあります。

その地区がどこなのかというのを確認はさせてもらっているんですけれども、そのときの天候であったりとか、

その方の状況等々がありますので、今はもしそういった状況があったら、電話がかかってきたらどこに住んで

いますかとそういったのを聞き取りをして、機器が不具合がないのかそういったのを確かめながらどの辺が聞

こえにくかったというのを係で共有をさせてもらうようにしています。 

  あと、別の伝達手段につきましては、どうしても音だけでは聞こえない部分もありますので、先日、一般質

問のほうでうちの副参事のほうが答弁させてもらいましたようにメールであったりとか、フェイスブックであ

ったりとか、ホームページ、今市が持っていて連携できる各種媒体を用いて情報を発信するようにしています。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 南川副委員長。 

○南川則之委員 共用を開始したのが令和４年３月からということですので、その辺で市民がさらに状況にもよ

りますけれども、夜間であったりとか、雨の日であったりとか、部屋の中におったりとか、そういう状況もあ

って聞き取りにくいという状況もありますので、なるべくこういう防災行政無線ですので、非常時のときの無
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線というところもあると思いますので、そういった確認をしながら今後もどうしたらさらに聞こえる方法があ

るのかとか、市民全員が利用できるような対応をしていただきたいなと思います。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 ご質疑もないようですので、次に８１ページ下段、目１４情報管理費から８６ページ、目

１７諸費の範囲でご質疑はございませんか。８１ページから最後までです。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ８１ページ下段、地域情報化推進事業のうち、ホームページをリニューアルされた点について

お伺いをいたします。 

  新しくなったホームページ拝見させていただいております。すごく見やすくなったなと思うのと、色合いが

明るくなったなというすごく好印象を受けられるものには出来上がっているなとは感じるんですけれども、若

干情報が奥まってしまったのか、リンク切れなのかみたいなところがちらほら見受けられるんですけれども、

この辺りは解消するめどみたいなものは立っているんですか。そのような声はいただいていませんか。 

○世古安秀委員長 押川係長。 

○押川係長 総務課広報情報係、係長の押川です。よろしくお願いいたします。 

  今、聞いていただきましたホームページについてなんですけれども、おっしゃるとおりショートカットの設

定というのが実はございまして、そちらを一旦ない状態で旧ホームページのほうから情報を移してきた状態で

スタートしておりまして、今順次ショートカットの設定というのを新たにつなぐような形で対応している途中

になっております。なるべく早く対応はさせていただきたいとは思っているんですけれども、一つ一つ確認を

しながら進めておりますので、今少し見づらいと感じられている方もいらっしゃるかと思うんですけれども、

なるべく早く対応していきたいと思っておりますので、よろしくご理解のほどお願いいたします。 

  以上です。 

○瀬﨑伸一委員 ありがとうございます。それだけです。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 １点だけ確認です。 

  ８６ページの弁護士の報償経費についてお聞きします。 

  この法律顧問料７９万２,０００円というのは、あくまでも通常時の顧問料の金額ということでよろしいん

でしょうか、確認です。 

○世古安秀委員長 総務課長。 

○濱口総務課長 委員おっしゃるとおりで、契約している年間の契約料がこの金額というふうになっています。 

  事件となれば、また別の料金が発生する形になっています。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 河村委員。 
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○河村 孝委員 大きな裁判が３年度はあったと思いますけれども、ちなみに３年度中に事件対応等々での弁護

士への費用、どれぐらいかかっていますか。 

○世古安秀委員長 総務課長。 

○濱口総務課長 決算書の７２ページのほうをご覧ください。 

  市有財産管理業務のところの上のほうの主な経費のところを見ていただきますと、実際には弁護士報償及び

意見書料等と書いて８０万２,０００円という決算が上がっていると思います。これ前回のときに、詳細調査

資料とか含む意見書を作成したときに約３００万円ほどの全体の費用がかかっております。 

  以上でございます。 

○河村 孝委員 分かりました。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。１０分間休憩し

ます。 

（午後 ２時３０分 休憩） 

─────────────── 

（午後 ２時３９分 再開） 

○世古安秀委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、税務課の決算成果について担当課の説明を求めます。 

  税務課長。 

○世古税務課長 税務課、世古です。よろしくお願いします。 

  すみません、決算の説明の前に、決算成果説明書の訂正を２点５か所お願いします。 

  １点目は、決算成果説明書の９８ページに記載しています表が三つあると思うんですけれども、その真ん中

の表、三重地方税管理回収機構移管実績のところの令和３年度の移管件数が１０件になっていますけれども、

すみません、１１件に訂正をお願いします。 

  ２点目ですけれども、９９ページの表が二つあるうち下の表の徴収猶予適用実績のところの令和３年度収入

済合計の３０件を２７件に、その下の猶予金額の５,４００万１,０００円を４,６４２万３,０００円に、横の

令和４年度への繰越しが件数２２件を２５件に、猶予金額を２,０１９万円を２,７７６万８,０００円に修正

をお願いします。大変申し訳ございません。 

  それでは、税務課の決算について説明をさせていただきます。説明が歳入でさせていただいたものと一部重

複しますが、ご了承ください。 

  決算成果説明書の９０ページをお願いします。 

  税務課の総括としましては、主たる自主財源である市税収入を確保するため、引き続き適正かつ公平な課税

と収納率の向上に努めました。 

  令和３年度におきましても、国をはじめ、各地方自治体は新型コロナウイルスの影響により落ち込んでいる
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経済の回復を図るため、様々な支援策を講じていました。しかし、三重県のほか近隣府県において新型コロナ

ウイルス感染症が拡大しました。三重県においても緊急事態宣言の対象区域になったこともあり、残念ながら

市内経済の完全な回復には至っていない状況です。 

  このような状況の中、課税業務では、地方税法が一部改正され、新型コロナウイルス感染症等に係る中小企

業者等の家屋及び償却資産に対する固定資産税及び都市計画税の課税標準の特例措置が講じられたことにより

課税額が大きく減少し、市税全体においても減少することになりました。 

  徴収業務におきましては、現年課税分の徴収強化の取組としまして、催告文書の発送や電話による納付勧奨

を行いました。また、納税者の利便性向上のため、前年度に導入しましたスマートフォン等の電子機器による

決済サービスにつきましては、利用件数及び納付件数ともに前年度の約２倍となりました。 

  滞納繰越を減らす取組としましては、滞納者からの聞き取りや他の部署を含む関係する係と連携し滞納者の

状況を十分に把握した上で、差押えなど適正な滞納処分を行いました。徴収困難案件等は、三重地方税管理回

収機構と連携しながら滞納額の縮小に努めました。 

  令和３年度の市税収納率は、前年度比で２.２ポイント増の９４.２％でした。特に滞納分におきまして、新

型コロナウイルス感染症に係る特例の徴収猶予分等の納付があったことにより、前年度比で２３.０ポイント

増の４９.９％となったことが全体の収納率を引き上げました。 

  滞納繰越額の推移としましては、現年収納率の向上とともに減少してきたところです。令和３年度は固定資

産税等の軽減措置が講じられたこともあり、令和４年度への繰越額は１億３,９０８万２,０００円となりまし

た。 

  それでは、税務課の事業に関する決算について説明させていただきます。 

  決算成果説明書の９１ページ、決算に関する説明書は７３、７４ページをお願いします。 

  ２款総務費、２項徴税費、目１税務総務費は、予算現額１億１４９万３,０００円に対し、決算額は

９,９１４万４,０００円となりました。 

  事業区分１、税務給与等管理費の税務一般管理経費は、予算現額１億１２１万３,０００円に対し、決算額

は９,９１０万３,０００円でした。税務一般管理経費は…… 

○世古安秀委員長 ちょっとお待ちください。 

  続けてください。 

○世古税務課長 税務一般管理経費は、職員１４名分と会計年度任用職員の２名の人件費が主な経費になります。

事業内容は前年度と変わりありません。 

  次に、決算成果説明書９１ページ下段から９２ページ上段をお願いします。 

  事業区分２、固定資産評価審査委員会経費につきましては、予算現額２８万円に対し、決算額は４万

１,０００円でした。令和３年度は固定資産の評価替えの年度でしたが、固定資産の評価に対する不服申立て

はありませんでした。また、予定していました固定資産評価審査委員会運営研修会は新型コロナウイルス感染

症の拡大に伴い中止となりましたが、委員会を２回開催し、意見交換を行いました。 

  次に、決算成果説明書９２ページの上段から９３ページ上段を、決算に関する説明書は７３から７４ページ

下段、７５、７６ページ上段をお願いします。 
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  ２項徴税費、目２賦課徴収費は、予算現額４,０１８万３,０００円に対し、決算額は３,５９１万

４,０００円でした。 

  事業区分１、賦課事務経費の個人市民税賦課経費では、予算現額９４９万９,０００円に対し、決算額は

８９９万５,０００円でした。ｅＬＴＡＸ（電子申告）による給与報告書の電子申告率は５４.１％で、前年度

より６.６ポイント上昇しました。 

  また、特別徴収税額通知書（個人用）の様式を個人情報保護様式（圧着紙）に変更するためのシステム改修

のほか、保守期間終了に伴い住民税申告システム用分散サーバーの機器の更新を行いました。 

  次に、決算成果説明書９３ページの中段をお願いします。 

  固定資産税台帳整備事業につきましては、予算現額８９４万８,０００円に対し、決算額は８４０万

２,０００円でした。公正かつ公平な評価及び課税を推進するため、土地につきましては用途区分、状況類似

地区、標準宅地の見直しを行いました。家屋につきましては、新増築分の現地調査をはじめ評価計算を実施し、

固定資産税台帳の整備に努めました。 

  次に、決算成果説明書は同ページの下段をお願いします。 

  法人市民税賦課経費につきましては、予算現額３１０万２,０００円に対し、決算額は２７７万６,０００円

でした。法人市民税の電子申告率は年々増加傾向にあり、前年度より１６.４ポイント増の８２.０％で、事務

の効率化につながっています。 

  次に、決算成果説明書９４ページから９５ページをお願いします。 

  固定資産及び都計税賦課経費は、予算現額６７２万１,０００円に対し、決算額は６５５万１,０００円でし

た。賦課期日における固定資産税、都市計画税の課税客体及び納税義務者の適確な把握と適正かつ公平な賦課

業務に取り組みました。このほか納税通知書の発送業務において、抜取りや差し替え対象者をまとめる割り振

り区分を追加するシステム改修を行い、業務効率の向上を図りました。 

  また、総括のところでも説明をさせていただきましたが、地方税法の一部改正に伴い、新型コロナウイルス

感染症等に係る中小事業者等の家屋及び償却資産に対する固定資産税と都市計画税の課税標準額の特例措置が

講じられました。軽減区分、対象者数及び軽減相当額の内訳は９５ページの表のとおりですが、対象者は

３４１件、軽減相当額は２億６,５３７万７,０００円となりました。 

  次に、決算成果説明書９５ページ下段から９６ページをお願いします。 

  軽自動車税賦課経費は、予算現額７７万４,０００円に対し、決算額は７１万９,０００円でした。事業内容

は前年度と同様です。 

  次に、決算成果説明書９６ページの下段をお願いします。 

  入湯税賦課経費は、予算現額８万７,０００円に対し、決算額は８万４,０００円でした。事業内容は前年度

と同様です。 

  入湯税の状況につきましては表のとおりですが、令和２年度は新型コロナウイルスの影響により大幅に減少

しましたが、令和３年度は事業所２件が増加したことに加え、若干ですが、入湯客が回復しました。 

  続きまして、９７ページをお願いします。 

  事業区分２、徴収事務経費、税の徴収は、予算現額３２８万３,０００円に対し、決算額は２９６万円でし
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た。令和２年度に導入しましたスマートフォン等によるキャッシュレス決済では、納付件数１,１２７件、納

付金額は２,０８０万６,６３０円で、前年度と比較しますと件数、納付金額ともに約２倍となりました。今後

も利用の拡大に向け周知を行うとともに、利便性の向上に努めていきたいと思います。 

  現年度分の市税収納率は、新型コロナウイルス感染症に伴う固定資産税等の特例措置もあり、前年度の

９５％から３.２ポイント増の９８.２％となりました。 

  次に、決算成果説明書９７ページ下段から９９ページをお願いします。 

  事業区分３、特別滞納整理経費につきましては、予算現額７７６万９,０００円に対し、決算額は５４２万

７,０００円でした。税負担の公平性を確保するため、適切な滞納整理に努める一方、納税相談や生活実態調

査、財産調査などに取り組みました。また、三重地方税管理回収機構への移管や差押えの実施など、滞納繰越

した税の徴収に取り組みました。移管件数は前年度より３件少ない１１件でしたが、徴収額は１,３７１万円

の増となりました。これは宿泊施設の固定資産税及び延滞金の納付があったことによるものです。 

  前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響により事業収入が減少し、納期ごとの納付が困難となっ

た納税義務者の方に対し徴収猶予の適用を行いました。前年度に徴収猶予を適用した納税義務者の中には、納

付計画どおりの納付が困難な状況になり、期間延長を行った方もありました。 

  徴収猶予の状況は９９ページ上段の一番下の表をご覧ください。 

  延長分を含む５２件、７,４９１万１,０００円を猶予したうち、２７件、４,６４２万３,０００円の納付が

ありました。２５件、２,７７６万８,０００円が次年度へ滞納繰越となっております。滞納繰越分の収納率は、

前年度の２６.９％から２３ポイント増の４９.９％となりました。これは令和２年度から延長された徴収猶予

分等の納付があったことによるものです。 

  続きまして、決算成果説明書９９ページ下段をお願いします。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、目１社会福祉総務費は、予算現額２６万３,０００円に対し、決算額は

２６万１,０００円となりました。 

  事業区分１、社会福祉給与等管理費は、予算現額２６万３,０００円に対し、決算額は２６万１,０００円で

した。 

  社会福祉給与等管理費につきましては、健康福祉課が住民税非課税世帯等へ臨時特別交付金を支給するに当

たり、支給対象者の所得照会及び電話対応等の業務を行うため、税務課に配置された会計年度任用職員１名の

人件費になります。 

  以上、税務課の決算説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○世古安秀委員長 担当課長の説明は終わりました。 

  ただいまから質疑を受けます。 

  成果説明書は９１ページから９９ページまで全部です。税務課の各事業についてのご質疑はございませんか。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 全般にわたるので、９０ページの総括のところのグラフでお聞きしたいと思います。 

  まず、９０ページの一番下段の滞納調定額が令和３年がまた若干増えていると思うんですけれども、これは

令和２年分の徴収猶予分がそのまま３年度の数字に行っているという解釈でよろしいですか。 
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○世古安秀委員長 税務課長。 

○世古税務課長 そういうことになります。 

○世古安秀委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 上段のグラフを見てもらっても分かるように、この頃ずっと徴収率、特に現年度分の徴収率は

９８％を超えていい収納率を維持してもらっていました。そういった税務課の努力が不納欠損の金額をずっと

低めに抑えてきている、ここ数年の兆候ではないのかなというふうに私は解釈しています。 

  残念ながら令和２年はいろいろありまして現年度分でも９５％に落ち込みました。この３年度分の徴収猶予

分がまた４年度へ繰り越される分もあるかと思うんですが、これは純粋に３年度までだった徴収猶予分は滞納

の数には入れていますけれども、グラフ上は、徴収猶予だから通常の遅延損害金というのは発生していないん

ですよね。 

○世古安秀委員長 税務課長。 

○世古税務課長 コロナの関係で徴収猶予した分につきましては、延滞金は発生はしていないです。 

○世古安秀委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 なかなかためてしまうと取りにくくなるという状況になると思うので、ポイントはやっぱり現

年度分の徴収率をいかに高く保つかというところがポイントかなというふうに私は思っていまして、それをず

っと維持していただいているので、２年度下がったけれども、３年度にまた９８％を超える数字に戻したとい

うところに関しては、担当課の努力を評価したいかなというふうに私は考えています。今後も引き続き、特に

現年度分の徴収率の高さを維持していただきたいなというふうに思います。 

  戸上委員からも指摘がありました。現年と滞納分の４９.９％というのは、２年度から３年度にずれ込んだ

分で数字が上がったというところで、あまり私は参考にならないのかなというふうに思っていまして、なかな

かこういった状況の中で収納しにくい部分であっても、よく収納していただいたかなというふうには思ってい

ます。引き続き頑張っていただければなというふうに思います。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 すみません、ちょっと９２ページから９３ページにまたぐんですけれども、賦課事務経費の中

で個人市民税の賦課経費のｅＬＴＡＸの部分が５４.１％で６.６ポイント上昇しているのと、それから法人市

民税の賦課経費のところで、こちらにおいては申告率が８２％と１６.４ポイントとかなり急上昇しているん

ですけれども、これ何か原因というのは分かっているんですか。上がったのは何か案内をそういうふうにされ

たのか、努力でこうされたのか、何か分かっていることはありますか。 

○世古安秀委員長 杉本係長。 

○杉本係長 市民税係の杉本です。よろしくお願いします。 

  個人市民税と法人市民税の電子申告の割合に差があるということなんですけれども、法人市民税の場合は法

人は申告に当たって税理士の方を介して申告している場合があるので、その関係で法人市民税のほうが電子申

告率が高くなっていると分析しております。 
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  以上です。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 これは特にそれを啓発してお願いしたというわけではなくて、急激に１年間で上がったという

わけなんでしょうか。 

○世古安秀委員長 杉本係長。 

○杉本係長 電子申告の利用については、例年、税務署さんをはじめ、できるだけ使っていただくように啓発は

しているところですので、市も同じように啓発は努めているところです。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 コロナ禍で特にこういうふうなのが影響したのかなとは思われるんですけれども、それは別に

関係なかったということでしょうか。 

○世古安秀委員長 杉本係長。 

○杉本係長 コロナ禍が影響しているかどうかまでは正直分からないんですが、感覚としてはそういったことも

できるだけ対面での接触を避けて、電子申告を利用したという可能性はあると思います。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  これ見ますと、納税義務者数が令和３年で法人市民税に関しては６１１あって、それが１６ポイント上昇す

るということは、かなりの事務の効率化につながったんじゃないかなと想像できるんです。こういうことはど

んどん進めていただければいいなと、それでよく努力されたなとは僕は個人的には思います。そこが１点です。 

  そこと、よく似た…… 

○世古安秀委員長 ちょっと待って。 

  関連でございますか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 なければ、引き続いてどうぞ。 

○濱口正久委員 ９７ページの税の徴収のところなんですけれども、ここに関しては新たなコンビニのところと

プラス令和２年度からスマホの収納が始まりました。これが初年度よりも昨年度に関しては一気に件数でいく

と倍に増えているんです。これは案内のところにそういうことができますよというのが盛り込まれているのか、

何かそういうふうな努力されたのかなというのがあるんですけれども。 

○世古安秀委員長 中井課長補佐。 

○中井課長補佐 税務課管理収納係の中井と申します。よろしくお願いします。 

  スマートフォンの周知の方法なんですけれども、税務課のほうから当初送らせていただく通知のほうにもス

マートフォンで納めることができますというご案内もさせていただいておりますし、あと広報紙を利用したり

とか、ホームページ等でこういったスマホで納められますという方法の周知は行っております。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 
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○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  その中でスマートフォンが利用できることに関して、市民から何か声いただいたりとか、こういうふうにま

だしてほしいとか使い方のところというか、何か声とかはありますか。 

○世古安秀委員長 中井課長補佐。 

○中井課長補佐 今使えるアプリがＰａｙＢとＰａｙＰａｙとＬＩＮＥ Ｐａｙの３種類なんですけれども、で

きたらご自身が使ってみえる決済のアプリがあったりする場合はそういったものでお支払いできないのかとい

ったお問合せ等もありますので、また今後そういったことができるような働きかけはしていけたらなとは思っ

ております。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 恐らくそういうふうな声が多分増えてくると思うんです、多様化してきて。それに対応するの

は大変やとは思うんですけれども、今後それが減るんでなくて将来的に多分増えると思いますので、それにし

っかりと対応していただけるように大変やと思いますけれども、よろしくお願いしたいなと思います。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 １点質問と１点確認をお願いします。 

  ９５ページの固定資産及び都計税賦課経費のうち、新型コロナウイルス感染症に伴う特例措置についてお尋

ねします。 

  ５０％の半額、それから５０％以上は１００％全額軽減措置になりました。その件数が６１４件になってお

ります。中小企業者が主に対象になっとるんですけれども、対象の件数の何割がこの軽減措置を受けられまし

たでしょうか。 

  僕が聞きたかったのは、新型コロナで影響を市内の中小事業者の皆さんがどの程度受けて、どの程度の軽減

措置を受けられたかということを知りたいんです。ですから６１４件が何％に何割に当たるのかと。半分ぐら

いがこれに該当したんだとかそれを知りたいんです。また後ほど分かれば教えてもらえれば、それで結構です。 

  委員長、確認よろしいでしょうか。 

○世古安秀委員長 戸上委員、どうぞ。 

○戸上 健委員 その軽減されたのが２億６,５３７万円です。これは全額国のほうから補塡されて、市のほう

は軽減したけれども、かぶるということはゼロというふうに考えてよろしいでしょうか。 

○世古安秀委員長 税務課長。 

○世古税務課長 そのとおりです。 

○戸上 健委員 分かりました。 

○世古安秀委員長 先ほどのそれじゃ戸上委員の質問に対してはまた後ほど返答してあげてください。 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。５分間休憩します。 

（午後 ３時０９分 休憩） 
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─────────────── 

（午後 ３時１４分 再開） 

○世古安秀委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  次に、市民課の決算成果について審査を行います。 

  なお、市民課所管の二つの特別会計の審査については後日、別日程で行いますので、ご承知おき願います。 

  それでは、担当課の説明を求めます。 

  市民課長。 

○勢力市民課長 市民課、勢力です。よろしくお願いします。 

  それでは初めに、総括のほうをご説明させていただきます。 

  市民課は市内８か所の連絡所を含む「市役所の顔」としての自覚を職員が持って、親切、丁寧に、そして分

かりやすい接遇を心がけるとともに、ワンストップサービスとして市民の方々の来庁時には市民課で完結でき

るように申請手続等を行い、来庁者の負担軽減を図っているところでございます。 

  また、複雑化・多様化する業務内容や市民ニーズの高まり、他部署の相談などでは職員がスキルアップして

おり、行政サービスの向上に努めました。 

  次に、令和３年度の主な事業については、今年も新型コロナウイルス感染症の影響がありました。国際交流

事業では、姉妹都市でありますサンタバーバラ市との交流派遣事業が中止となったことから、両市小中学校間

で折り鶴を折った中にメッセージを添えたものを郵送で交換して交流を図ったほか、他の事業でも国際意識の

高揚を図っております。 

  マイナンバーカード関係では、休日の窓口開設や連絡所への出張申請、窓口でのマイナポイント取得申請サ

ポートを行い、マイナンバーカードの普及促進に取り組みました。 

  福祉医療費助成事業では、引き続き未就学児を対象とした現物給付を行い、保護者の経済的負担軽減を図り、

また国民健康保険、後期高齢者医療特別会計では適正な繰出しを行い、両特別会計事業の安定的な運営を図り

ました。 

  保険年金係で行う業務は社会保障関連の事業で、適正な運用に努めているところでございます。 

  人権問題啓発では、「ＳＴＯＰ！コロナ差別」啓発や多様性に関する動画の作成・公開により人権意識の高

揚を図りました。 

  市民課全体で今後も国の制度等を正確に見極めながら、市民の方々に頼られ喜ばれるよう、窓口サービスの

充実を図っていきたいと思っております。 

  それでは、事業の説明をさせていただきます。 

  決算成果説明書のほうは１０５ページ、決算に関する説明書は５５からになりますが、決算成果説明書を基

に説明させていただきますので、１０５ページのほうをご覧ください。 

  下のほうになります。２款総務費、１項総務管理費、目１一般管理費で、予算現額１４８万８,０００円、

決算額は４２万６,０００円でございます。 

  次のページをご覧ください。 

  中事業で国際交流事業としまして、予算現額１２９万８,０００円、決算額は４２万円を支出しております。
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鳥羽市国際交流協会が実施する事業に対しまして補助金を交付していますが、新型コロナウイルス感染症の影

響により姉妹都市でありますアメリカ合衆国カリフォルニア州のサンタバーバラ市との交流事業が中止となっ

たことで、事業費が大幅に減少しました。その中で昨年と同様に両市の関係者の提案で、令和３年度では折り

鶴にメッセージを書いたものを作成し、郵送により交換することで両市の交流を深めることができました。 

  続きまして、目６企画費で中事業、協働のための人材育成事業としまして、予算現額３０万円、決算額は

１４万４,０００円でございます。協働のための人材育成で市民活動交流会を開催する準備をしましたが、新

型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止としました。 

  次に、目７連絡所費で中事業、連絡所業務は、予算現額３,２４４万３,０００円、決算額は３,２１０万

２,０００円でございます。主な経費は、隣のページになりますが、市内８か所の連絡所に配置します会計年

度任用職員１０名分の給料等で、通常の連絡所業務に各課からの受付等の依頼業務を行い、サービスの充実を

図っています。また、坂手連絡所と答志連絡所で小修繕を行い、施設管理に努めたところでございます。 

  手数料の取扱い等に係るものを表で作成させていただいておりますので、ご覧おきください。 

  続きまして、決算成果説明書１０７ページの下のほうで、目９交通安全対策費で中事業、交通安全対策普及

事業は、予算現額１０８万５,０００円、決算額は１０２万２,０００円でございます。事業の内容としては昨

年と変わりございません。 

  続きまして、１０８ページをご覧ください。 

  下段のほう、目１１神島開発総合センター費で、中事業が神島開発総合センター運営経費は、予算現額

２９４万３,０００円、決算額は２９０万２,０００円でございます。神島開発総合センターの維持管理経費や

修繕料で、内容に関しては前年と変わりございません。 

  続きまして、隣の１０９ページをご覧ください。 

  目１３地域振興費で、中事業が一般コミュニティ事業は、予算現額、決算額ともに２５０万円でございます。

一般コミュニティ事業は、一般財団法人自治総合センターの助成事業の採択を受けた松尾町内会のコミュニテ

ィー活動を推進していくための備品購入費で、補助金として交付を行っております。 

  続きまして、１０９ページ、今のところと次ページの１１０ページでございます。 

  目１６コミュニティーセンター費、中事業が次ページに書いてありますが、コミュニティーセンター運営管

理経費で、予算現額１５５万３,０００円、決算額は１３５万２,０００円でございます。市内の５地区にあり

ますコミュニティーセンターで指定管理業務委託料として支出をしており、継続した事業を行っております。 

  続きまして、目１７諸費で、予算現額は６９万２,０００円、決算額は６０万８,０００円です。 

  まず、中事業で鳥羽市自治会連合会補助事業では、予算現額６７万２,０００円、決算額は５８万

８,０００円です。自治会連合会の活動費補助金として４０万円を支出し、市内全町内会・自治会の相互連携

を図っておるところでございます。 

  また、放送施設整備事業費補助金として、堅神町、安楽島町、国崎町の町内放送の設備に補助金を交付しま

した。 

  次に、決算成果説明書は１１１ページをご覧ください。 

  自衛官募集事務事業、その下の臨時運行許可業務においては内容について変わりございませんので、省略さ
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せていただきます。 

  続きまして、２款総務費、３項戸籍住民登録費で目１戸籍費です。決算に関する説明書のほうは７５ページ

からになっております。 

  中事業の戸籍事務では、予算現額は３,４３８万円、決算額は３,３５７万５,０００円になります。主な経

費といたしまして、職員４名分の人件費や戸籍総合システムの保守業務の通常業務に加え、マイナンバー制度

導入に係るシステム改修を行ったところでございます。 

  次のページをご覧ください。１１２ページです。 

  目２住民基本台帳費で中事業、住民基本台帳事務では、予算現額１,９１１万３,０００円、決算額

１,１０７万７,０００円でございます。住民基本台帳関係の事務を適正に管理し、住民基本台帳の推移としま

しては最下段に記載してありますが、前年度より人口で４１３人、世帯数は１１５世帯減少となっています。 

  マイナンバーカードについては、隣の１１３ページ上段の枠内一番下に書いてあります令和４年３月３１日

時点での交付枚数７,１４４枚、交付率で３９.６％となっています。参考までに令和４年８月３１日時点の最

新の状況は交付枚数７,８７５枚、交付率は４４.６２％となっています。目標としていた交付率には達してい

ませんが、休日の窓口開設による申請カードの交付のほか市内各連絡所へ出向いて申請の受付を行い、マイナ

ンバーカードの普及促進に取り組みました。 

  次に、民生費でございます。 

  決算成果説明書は真ん中からになります。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、目１社会福祉総務費で、予算現額５億６,９２６万４,０００円、決算額５億

６,１９７万８,０００円でございます。 

  中事業で福祉医療費助成事業では、予算現額４９６万９,０００円、決算額は４６４万９,０００円でござい

ます。事務的な経費で、昨年と同様の継続した事業でございます。 

  続きまして、中事業、国民健康保険事業特別会計繰出金では、予算現額２億３,１１２万６,０００円、決算

額は２億２,４７０万７,０００円でございます。国民健康保険事業特別会計の基礎的経費及び財政基盤の安定

を図るため繰出しを行い、特別会計の健全な運営を図りました。前年より５４７万１,０００円の減額となっ

ておりますが、この主な要因は職員給与等に係る事務費分が減額となったところでございます。 

  次ページをご覧ください。決算成果説明書１１４ページです。 

  中事業、後期高齢者医療特別会計繰出金で、予算現額３億３,３１６万９,０００円、決算額３億

３,２６２万２,０００円です。後期高齢者医療特別会計の基礎的な経費等を繰り出しており、前年度より

１,６７２万円の減額となりました。主な要因は、三重県後期高齢者医療広域連合に納付いたします療養給付

費等の納付金が減額となったことによるものです。 

  続きまして、目２国民年金費で中事業、国民年金事務では、予算現額１,２４４万円、決算額１,２３２万

３,０００円でございます。国民年金の被保者数は引き続き減少傾向で、令和３年度末１８６人減少しており

ます。また、保険料免除や新型コロナウイルス感染症の影響による保険料免除の手続を広く周知し、手続の補

助を行うことで市民サービスの向上を図りました。 

  続きまして、決算成果説明書は１１５ページをご覧ください。 
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  目５障害者福祉費、中事業は障害者医療費公費負担事業で、予算現額６,４７７万２,０００円、決算額

６,３３６万３,０００円になります。障がい者の疾病の早期発見と治療の確保を図るため、医療機関等を受診

した際に支払った医療費を県や市が補助することで、対象者の経済的負担を軽減しました。 

  続きまして、次ページをご覧ください。１１６ページです。 

  目６子ども医療助成費で中事業、子ども医療費公費負担事業は、予算現額４,２０１万９,０００円、決算額

は３,２９２万７,０００円でございます。義務教育終了までの子供の疾病の早期発見と治療の確保を図り、保

健の向上及び福祉の増進に寄与するために医療費を助成することで、保護者の経済的負担を軽減しました。 

  続きまして、決算成果説明書は１１７ページをご覧ください。 

  ３款民生費、２項児童福祉費、目４母子福祉費で中事業、一人親家庭等医療費助成事業は、予算現額

１,０１７万１,０００円、決算額は９４０万９,０００円でございます。ひとり親家庭や父母のいない児童を

養育する家庭などの保健の向上に寄与するとともに、福祉の増進を図るため医療費を補助することで対象者の

経済的負担を軽減しております。 

  続きまして、次ページをご覧ください。１１８ページをお願いします。 

  ３款民生費、５項人権生活費、目１人権生活総務費で、予算現額は２,３１４万３,０００円、決算額は

２,２７６万１,０００円です。 

  中事業、人権生活一般管理業務は、予算現額２,３０８万８,０００円、決算額は２,２７０万６,０００円で、

主な経費が職員４名分の人件費等を執行しており、事業内容に変更はございません。 

  次に、中事業、人権施策推進事業では、予算現額、決算額ともに５万５,０００円で、主な経費は三重県人

権・同和行政連絡協議会への分担金等を支出し、相互の連絡調整などを図り、人権施策の推進に努めました。 

  次に、目２人権啓発費、中事業は人権問題啓発事業で、予算現額１３７万５,０００円、決算額は１３１万

９,０００円です。 

  次のページをご覧ください。 

  市内小中学校から募集した人権ポスターの展示を行い、人権意識高揚に努めることができました。そのほか

では、新型コロナウイルス感染症の影響で人権講演会や関係団体と行う街頭啓発等は中止となりましたが、新

型コロナウイルス感染症に関する差別防止のため、「ＳＴＯＰ！コロナ差別」ののぼり旗や啓発物品を作成し、

各小中学校にも配布し、差別防止啓発活動に努めました。 

  続きまして、目３生活女性費は、予算現額４２万３,０００円、決算額は３９万円です。 

  中事業で男女共同参画推進事業では、予算現額２５万２,０００円、決算額２１万９,０００円です。こちら

でも新型コロナウイルス感染症の影響により、男女共同参画連携映画祭は中止となりました。そのことから市

内小中学校、高等学校に生理用品を配布し、併せてアンケートを実施して生理の貧困の実態把握に努めました。 

  最後に、次ページをご覧ください。 

  中事業、人権相談及び行政相談事業は、予算現額、決算額とも１７万１,０００円で、人権擁護委員さんに

よる人権相談を通年で開設し、また少額ではありますが、人権擁護委員会へ補助し啓発活動として使用する大

型紙芝居を購入するほか、各機関とも連携し人権啓発活動に努めました。 

  以上、市民課分の説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いします。 
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○世古安秀委員長 市民課長の説明は終わりました。 

  市民課の事業について質疑を受けたいと思います。 

  二つに分けます。まず最初に、１０５ページの総括も含め下段２款総務費、項１総務管理費、目１一般管理

費から１１３ページ中段、目２住民基本台帳費までの範囲でご質疑はございませんか。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 すみません、１件お聞きします。 

  １０９ページの地域振興事業の一般コミュニティ事業のなんですけれども、今年度、松尾町内会１件の補助

対象になっているんですけれども、もともと申請も１件やったのかどうなのかというのと、これが何か積み残

しとかがあってのことか、ちょっと教えていただけますか。 

○世古安秀委員長 松川係長。 

○松川係長 市民課の松川です。よろしくお願いします。 

  令和３年度の一般コミュニティ事業についてなんですけれども、松尾町内会１件ということで、申請のほう

も１件ということで整理されておりますので、一般コミュニティ事業としては１件の申請があって、１件の補

助を行ったということになります。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 といいますと、これで一通りある程度終わったのか、それともまた新たに始まるのかどうなん

でしょうか。雰囲気とか何かつかめていますか。 

○世古安秀委員長 松川係長。 

○松川係長 松尾の町内会長さんにお話を聞いたところでは、ある程度設備が整ったということを聞いています

ので、これ以降は当分はないかと思われます。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 ほかも一切今のところはないような状況なんでしょうか。 

○世古安秀委員長 松尾だけやなしに、ほかの町内会もないんですかとそういう質問です。 

  松川係長。 

○松川係長 決算とはちょっと関係ないんですけれども、今年度なんですけれども、３町内会から申請がありま

して３町内会で行っている状況で、来年度の事業も令和５年度の事業になるんですけれども、今募集を行って

おるところなんですけれども、４件から５件申請来ていますので、まだまだ続いていくのかなというところで

す。 

○世古安秀委員長 濱口正久委員。 

○濱口正久委員 ３年度に関してはたまたま１件しかなかったということでよかったね、分かりました。ありが

とうございます。 

○世古安秀委員長 関連はございますか。 

（「関連じゃないです」の声あり） 
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○世古安秀委員長 なければ、ほかの件で質問受けます。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 まず、１０５ページの総括のところでお伺いしますというか、エピソード一つ。 

  市民課のこの頃の窓口対応は本当に市民の皆さんに受けがいいというか、評判がいいと思います。書いてい

ただいとるとおりで、職員の皆さんが一つ一つ本当に丁寧に市民の皆さんに接していただいているなというの

がよく分かります。 

  ワンストップサービスというのも、なるだけ年配の方が多いものですから窓口見えるのは、そうするとあち

ら行ってこちら行ってとならないようにというところで市民課で片づくようにという表現だろうと思うんです

けれども、私も市民の人と付き添って行ったときに、市民課の案件と税務課の案件が入り混じっていた案件が

あったと思うんですけれども、そのときに窓口の職員が税務課のほうにも声かけて、税務課の担当職員わざわ

ざ市民課の窓口に呼んでくれて、市民が動かないで市民課の窓口で全部済むようにしてもらったというのを本

当目の前で見せていただきました。市民も本当に喜んでいたと思うし、引き続きそういう質のいいサービスを

提供していただければなというふうに思いますけれども。 

  ３年度でここをこんなエピソードがあったとか、こここだわったみたいなものがあれば、課長、教えていた

だければなと思うんですけれども、あったらでいいですよ。 

○世古安秀委員長 市民課長。 

○勢力市民課長 ３年度、４年度も含めてですけれども、書かせていただいておりますが、マイナンバーカード

のマイナポイントの申請なんかはやっていない市町村もある中で、うちの戸籍の担当の職員、その他の係の方

も手伝いながら申請サポートさせていただいておるところです。 

  そのほか年金事務なんかでは、こういう取組があるよと内容をこちらから発信して説明することで、ありが

たがっていただいているのかなというふうに思っています。 

  河村委員言っていただいたように、市民課の職員皆、頑張っておりまして、私のほうも直接聞く機会もあり

ますので、そういうふうにどんどん引き続きやっていきたいと思っておりますので、皆さんよろしくお願いい

たします。 

○世古安秀委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 引き続き笑顔でよろしくお願いします。 

○勢力市民課長 私のほうからあまり言わんとこかなと思ったんですけれども、ちょっと人員が足りないときは

手前みそですけれども、やったことない連絡所へ２日ほど出向いて、２日間連絡所の業務をやってきました。

なかなかやったことのないところで市民の方と直接話しするのは久しぶりでしたので、大分緊張してやらせて

いただいたところです。その点はふだんの皆さんの業務が適切にやっているのかなというところで、よく分か

ったところでございます。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 ちょうどその１０７ページの連絡所業務のところを聞こうと思っていたところです。 

  ８連絡所の取扱い率を出していただいていますけれども、離島と本土側の連絡所と随分僕は数字が違うので
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はないのかなと思うので、各連絡所の数字みたいなものというのは、この連絡所はこれだけの取扱いがあると

いう数字みたいなものというのはありますか。今持っていない。 

  また後で教えていただければなと思うんですけれども、国を挙げてデジタル化が進んでいくという方向性の

中で、今までの連絡所の在り方でそのままでいいのかというところは課内でも議論していっていただきたいな

というふうに。先ほど課長おっしゃったように、そういった証明書や市税の取扱い等々だけではなくて、連絡

所を市民の憩いの場にしていくんやという方向性であればそれも一つの考え方であるし、３,２００万円予算

かかっているわけですからそうではなくて、デジタル化とともに離島と本土というのは分けなきゃ駄目だと思

うんですけれども、連絡所業務の内容もちょっと変更していくんやというところの将来的な検討が、私はもう

必要な時期に来ているというふうに思うんですけれども、担当課長の考え方いかがですか。 

○世古安秀委員長 市民課長。 

○勢力市民課長 今、河村委員の言われた点では、マイナンバーカードの取得によるデジタルの申請等もありま

すので、これが普及してくることによって、また連絡所の在り方が変わってくるのかなというふうには理解し

ております。 

  先ほどのエピソードの話で戻るような形にもなりますけれども、河村委員もおっしゃっていただきましたけ

れども、高齢者が特に離島の方が本土に来て申請取るというのはなかなか難しいところの中で、私が令和３年

に市民課に配属されたときに離島各連絡所を回らせていただきました。そのときの声としましては、マイナン

バーカード取りたいんですけれども、本土まで行ってよう申請してこんわというところの中から担当者と相談

したところ、もともと検討していた、各連絡所へ申請事務を行くという出張ももともと考えておりましたので、

すぐにしていただけたのかなというふうなそういう事情もありますので、最終的には電子での申請することに

よって簡略化できるのかなというふうには思っておりますが、まだここ二、三年という話ではないところで検

討していきたいと思っていますので、よろしくお願いします。 

○世古安秀委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 先ほど何で連絡所の取扱高をというのは、やっぱり離島の連絡所の取扱率は僕は高いと思って

おって、まだまだそこには需要があるし、なくてはならないものではないのかなというふうに認識しているん

です。 

  ただ、本土に関しては、本当にそこに連絡所が必要であって、そういったサービスをずっと続けていくこと

が正しい考え方なのか。それは市民課だけじゃなくて、デジタル化と地域公共交通の在り方も含めてどうやっ

ていくんだと、まちづくりに関わってくるところなので、なかなか市民課だけでは答えにくいと思うんですけ

れども、そういった時代に向けての課内でのシミュレートというのは私はやっておくべきではないのかなとい

うふうに思います。また機会があれば、そういったところも検討していただければなというふうに思いますけ

れども。 

○世古安秀委員長 市民課長。 

○勢力市民課長 検討自体は今市長が進めている地域共生の中で、２０４０年に向けた取組の中に連絡所の在り

方というのもありまして、市民課としてはどういう方向、縮小云々は市民課だけで先ほど言っていただいたよ

うに検討というのはなかなか行革の話もあるかなというところもあります。 
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  ただ、そういうことも進めながら検討はしていきたいなとは思っておりますし、ごめんなさい、資料、各連

絡所ごとの手数料の数字は出してあるんですけれども、今現在ありませんもので、後で提出はさせていただこ

うかなと思いますが、私の感覚でまた違ったら申し訳ないんですけれども、今、長岡連絡所が２名体制でやっ

ておりまして、多分ここが一番多いのかなというところで２名体制でやっておりますし、連絡所所員に聞くと

答志連絡所がやっぱり離島の中では多く窓口来るということも聞いておりますし、桃取とか鏡浦は中国人の研

修生がその手続によく来て、なかなか難しい業務ですので、件数は少なくても業務量としては多くなるのかな

というところがございますので、各地区満遍に忙しいのかなというふうには理解しているところです。神島と

か菅島も観光客とかそういう方も見えるというのは聞いておりますので、また件数は手数料だけに表れないと

ころも出るかと思いますので、そういう状況であることだけ報告させていただきます。 

○河村 孝委員 以上です。 

○世古安秀委員長 関連も含めてほかにございませんか。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 すみません、総括にも触れていただきながら１１０ページの自治会連合会にも触れていただい

ているキーワードが気になりましたものでお聞きしたいんですけれども、自治会連合会さんが研修先として南

伊勢町のさいたエコセンターへ行かれたというようなことが二つ書いてありますもので、何でわざわざこれが

選ばれたんかなというのがすごく気になるところでして、やまだエコセンターある中で、なぜ南伊勢町のこち

らに行ったのかなというのが何となく。総括のほうの前置きは自治会等が抱える問題、課題解決の一助になる

ような感じのことが書かれておるので、ぜひその辺のところちょっと詳しく教えていただけたらなと思います。

お願いします。 

○世古安秀委員長 松川係長。 

○松川係長 研修の件でお答えさせてもらいます。 

  この研修なんですけれども、自治会連合会の中で環境衛生部会という形で環境の部分で考える部会がござい

まして、毎年そういった勉強会ということでこういったところに出向かせていただいています。 

  令和３年度はさいたエコセンターということだったんですけれども、前年度がやまだエコセンターとリサイ

クルパークに行っているということで、また違うところを見てみたいという意見がその部会の中でありました

ので、今回令和３年度はまた違った形でさいたエコセンターへ研修行かせてもらって、ごみの分別とか処理に

関して町内会さん結構悩んでいる部分でありますので、また幅広い範囲で学んでもらうために令和３年度はさ

いたエコセンターに行かせてもらって勉強させてもらったという形になります。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 分かりました。ありがとうございます。 

  やまだエコセンターとさいたエコセンターを比べたときに、何か特筆するべきことがあるというようなニュ

アンスではなくて、その向きのところへの研修だという理解でいいわけですね。ありがとうございました。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 １０８ページの交通安全対策普及事業なんですけれども、通学路の合同点検をされたというこ
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となんですけれども、どのような課題が見つかって、どのように対応されたかというところをお聞きしたいと

思います。 

○世古安秀委員長 松川係長。 

○松川係長 交通安全対策普及事業の部分になるんですけれども、合同点検をした結果、どういった対応をした

かということでいただいたんですけれども、その合同点検の中でよりすぐに対応しないといけない部分に関し

ましては、建設課とか教育委員会と協議を重ねながら迅速に対応するという形を取らせてもらいまして、まだ

ちょっと協議が必要な部分というところもありますので、協議を含めた上でそれ以降で対応していく部分とい

うのもありましたので、まず合同点検で対応した部分に関しては、すぐにでも対応しなければいけないところ

というところを対応した形になります。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 ちょっと分かりづらかったんですけれども、とにかく結構、通学路というのはこの辺りが危な

いとか話が聞こえてきますもので、そのあたりは重点的にいろいろ早急に対応していただきたいなというとこ

ろなんですけれども、グリーンの線が書いてあるのが結構最近見られるようになったんですけれども、この成

果かなと思ったんですけれども、それとはまた別のところですか。道路に何か白とグリーンの線が引いてある

やんか。 

○世古安秀委員長 市民課長。 

○勢力市民課長 グリーンベルトで言いますと、合同点検通学安全プログラムの中にも幾つか出ておるところで

す。令和４年に整備をしようとする部分では、安久志のところでするということでここは建設課もその協議会

に入っておりますので、その都度できる範囲で、またその後は予算措置もしていかないといけないところ、ま

た南川委員の一般質問等もあったと思うんですけれども、いやさかの辺りもグリーンベルトはするというふう

な計画はされておりますが、その後、予算措置等も含めて前向きにはグリーンベルト等の設置はあるのかなと

いうふうには考えています。 

  それ以外では池上堅神地区から来るやきめし坂の側溝の蓋は合同点検して令和４年の設置に結びつくという

形もございますし、全部で大分の数の、私が今持っているので対策箇所としては２６か所あるんですけれども、

県道も含めてです。対応がなかなか難しいところもありますし、合同点検として主なところで５か所ぐらいを

去年点検したところでございます。それは必要なところというところ、ピックアップして行っておるところで

ございます。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員。 

○浜口一利委員 市民課がというところもいろんな課と当然やらなあかんところなんですけれども、最近、車が

飛び込んで来たり、いろいろ結構そんな事故があるもので、このあたりはしっかりお願いしたいと思います。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 なければ、続いて１１３ページ中段から最後まで１２０ページまでの間の質問を…… 
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（何事か発言するものあり） 

○世古安秀委員長 マイナンバー、戻りますか。 

  戸上委員のよろしかったですか。先ほどのところではよろしいですか。 

○戸上 健委員 違います。 

○世古安秀委員長 戻りまして、山本委員。 

○山本哲也委員 すみません、マイナンバーのところです。 

  今回、数字出してもらっていまして、令和４年３月３１日で７,１４４枚で３９.６というところで、単純に

増加で言うと令和２年度は１,４００枚ぐらいが年間で交付されとる格好で、この１年でいうと２,７００枚ぐ

らいということなので、単純に言うとほぼ倍ぐらいの作業量、すごい増えたなという気はするんですけれども、

ただ年当初の高い高い目標、７０％という目標が掲げられておって、ようやってもろうたなとは思うんですけ

れども、やっぱりその目標に対してどういった取組をされてきたのか。受け入れる窓は広がって休みも出るよ

うに、手続取れるようにはなっとったとは思うんですけれども、じゃ来てもらうための周知ですとか知っても

らうとか、制度そのもののところの理解とかというところの工夫とかというところがちょっと弱かったのかな

と、それでなかなかつながらなかった。 

  国の進める事業ともなかなか時期が合わなかったりというのもあったかもしれないんですけれども、７０％

という高い目標があった中で３９％にとどまってしまったという言い方になっちゃうんですけれども、その辺

の事業として取組方の検証というのはどのようにされていますでしょうか。 

○世古安秀委員長 市民課長。 

○勢力市民課長 確かに交付率は大変低いというところで、周知的には鳥羽のできる範囲、ホームページであっ

たりとか、全てできる大体使えるものについてはさせていただいたつもりです。それでもやっぱり低かったと

いうところの中で、出向いて申請をするというところであったりとか、申請はしていただきましたが、取りに

来ない方がみえるところについては何度か郵送で、はがきで再度させていただいているところもあります。 

  それが全て来たとしても５２％ぐらいにしかなりませんので、国が７０％、令和４年度で１００％という目

標を掲げた中で７０％、１００％というような目標をされておるというふうに認識しておりまして、その中で

まだ５０％の申請率であるとまだ少ないのかなというふうに思っています。 

  あとは、他の市町で交付率の高いところを見ますと、プレミアムをつけるとかそういうこともしております

し、うちの職員のほうもそういう研修に行ってどういうことをしたらいいのかということもさせていただいた

中で、今現在、マイナポイントのほうは２万円を国が出すというところの中で、この時期で上乗せで市が単独

ですることはあまり交付率につながるということではないというには聞いておりますけれども、２万円のポイ

ントがあるという中でもまだ５０％の申請しかない中でなかなかあめというか、そういうものを入れて交付率

を上げようというのはもう限界に来ているのかなというふうには思っておりますので、さらに交付率を上げて

いくための取組を再度また検証していかないといけないのかなというふうに思っているところです。 

  もちろん普通のテレビのほうでも総務省のほうはやっていただいておりますし、バスに大型施設等でそうい

うマイナンバーカードの案内をしているところもありますけれども、鳥羽の場合、ちょっとなかなかハローさ

んでやるとか大きな施設でやるのが難しいかなと。多くの集まる事業があったときにそういう大型スクリーン
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みたいなのを持ってきて、そこで案内をするというのもあるみたいなんですけれども、なかなかそこは鳥羽に

そぐわないところもあって、そういうのを活用をしていない状況ですけれども、必要であればまたそういうの

も申請できればなと思っているところですけれども、これは私一人の勝手な考え方ですけれども。 

  そういうのも含めながら考えたいですし、この前、河野大臣が言われていた免許証になるというそういう取

組があればもう少し交付率が上がったりとか、来年の１０月やったか、国は保険証としてマイナンバーカード

を使うんだと。それはもともと国が示した１００％前提だとは思いますので、それはなかなかすぐにはできな

いかも分かりませんけれども、そういう国がまた進める施策で交付率が上がらないかなとちょっと前向きじゃ

ないですけれども、そういうところを期待しながら、またそういうことも見極めながらまた検討していきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

○世古安秀委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 本当にさっきも言うたんですけれども、２年度から３年度の数字はほぼ倍なんですよ。やっぱ

り増えてはおるんですけれども、課長も言ってもらったように、欲しい人は多分もうしてしまっとるんですよ

ね。まあええわ、面倒くさそうやわとか、何らかの理由で申請されていない方をこれからしてもらわなあかん

という作業なので、今までの作業よりも大変なそういう作業が待っているので、大変やと思うので、あれなん

ですけれども、本当に７０という目標を立てていただいて、我々もそれを７０やるんやというところで認めさ

せていただいた分なので、そこの熱量的な部分、何としても７０やるんやとか、そこを目指すんやというとこ

ろがちょっと今回私としては諦めに近いあれもあったんかもしれんですけれども、そこまではできていないと

いうか、感じられなかったところというのは、市民課だけでするものじゃないんじゃないのというところは僕

３月の予算のときにも多分指摘はさせてもらったと思うんですけれども、何かその辺を副市長に聞いてもいい

んですかね。全体的に何か取り組むような指示とか、例えば職員さんの申請は１００％なのかどうなのかとか

その辺とか数字は持っていますか。 

○世古安秀委員長 副市長。 

○立花副市長 強制する取組でもないので、ちょっと発言の仕方は控えながらなんですけれども、実は課長会議

の席で、将来私たちの仕事のほうのＤＸの関係なんかも含めて活用していくものでもあるので、職員には率先

してマイナンバーカードを取って活用できる形にするようにということは伝えさせていただいたんですけれど

も、ただあまりにもこれが強制になってしまうとあれなので、ちょっと言い方は少しオブラートに包みながら、

自分たちの実務にも関わることであるので、職員はそれを率先して取って、まずはそれとともに親とか家族と

か知人にもそういうのを広げていただきたいなというふうなお願いはさせていただいて、各所属長からはそう

いうお話はさせていただいていると思っております。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  いろいろと取組の仕方はあるかと思うので、誤解のないように僕はやれと言うとんと違うて、あくまでも

７０％と目標を立てたのは市民課のあれで、それに対するアプローチがどうやったかという話ですので、聞か

せていただきました。ありがとうございます。 
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  以上です。 

○世古安秀委員長 これに関しては関連がございましたら。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、続いて１１３ページの中段から最後までのところで１２０ページまでのところで

ご質疑を受けたいと思います。 

  ご質疑はございませんか。 

  坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 １１９ページでございます。 

  男女共同参画推進事業のところなんですけれども、まず今回コロナがあったために映画祭は中止になったと

いうことでございます。そして、生理の貧困のことにも男女共同参画の視点のほうでいろいろ取り組んでいた

だいたことに感謝申し上げます。 

  そして、アンケートを実施されたということでございますので、このアンケートの実施をされた効果といい

ますか、ございましたら教えていただきたいと思います。 

○世古安秀委員長 松川係長。 

○松川係長 生理の貧困ということで、そちらのほうに生理用品とか配布させていただいてアンケートのほうも

同時に取らせていただいております。その中でアンケートの結果の中で、一番大きかったというところが、相

談する場所というのを知らなかったということが多かったというところが一番そのアンケートの中で分かった

形になります。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 どこに相談をしていっていいのか、分からなかったというお答えだったというふうに捉えてよ

ろしいんでしょうか。 

  また、そういうことの結果を踏まえて、せっかく市民課のほうでも丁寧な窓口をワンストップ窓口を取り組

んでいただいておりますので、少しそういうふうなところの各課のところに共有していただきまして、例えば

女性相談室がありますひだまりのほうに担当の方とかそういうふうなところと連携していただいて、どうして

も少し気になるのは縦割りになっているところがあろうかなと思いますので、そういうふうな連携を取ってい

ただければまた少し相談、例えば社会福祉協議会のところで相談もあろうかと思いますので、それとか子育て

のところももちろんですけれども、虐待の相談のところもあろうかと思いますので、こういうアンケートを取

ったらあったので、ネグレクトのこともあろうかと思いますので、虐待につながっていくというところでとて

も大事なところだと思いますので、そこをお願いしたいと思います。答弁はいかがでしょうか、課が違うので。 

○世古安秀委員長 答弁。 

  市民課長。 

○勢力市民課長 戸上委員さんあるか分かりませんけれども、アンケートの結果についてはホームページ等で公

表もさせていただいておりますし、今、係長が回答したように相談窓口が分からなかった、福祉でやっていた

だいている女性相談とかそういうところになるのかなというところの中で市民課でできる範囲のこと、今、生
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理用品については小中学校に配布させていただいて、公共施設にも置かせていただいております。これは坂倉

広子委員の一般質問等であったことでありますし、戸上委員のほうからは内容の確認も求められているところ

の中でこういう事業も進めさせていただいております。 

  参考までに一つご紹介させていただきますと、各市町で生理用品を配るということはやっているというのは

ありますけれども、やはり一時的なものであるというのがほとんどの市町さんであります。それをもし今後学

校に置いてほしいというアンケートの結果もありますので、そういうところは学校関係者ともし相談できれば

なとは思っておりますし、その後の事業の展開としては今後の検討とさせていただきたいと。 

  参考までに、参考ばかりですけれども、今、昨年度から進めていますトイレに生理用品を置いていただける

企業さんがあります。それについては消耗品は無料で置いていただける。大都会なんかで置いているところは

ありまして、鳥羽で置いてもらうというふうに思っていなかったんですけれども、担当者のほうから声をかけ

ていただいたら前向きには検討していただいたんですが、今ちょっと半導体不足でその機械が搬入できないと

いうところで止まっております。置く場所も学生がよく使える、今で言うとサブアリーナであったりとか、体

育館あたりがどうか、図書館も含めて、本来は１か所というような事業者の方の説明ももらっとるんですけれ

ども、そこも交渉しながら少しでもそういうところに置ければなというふうには別のところで検討させていた

だいております。 

  これについては先ほど言ったように企業さんの負担でやっていただきますので、今後予算化はすることはな

いので、そういうのを見かけるのは坂倉広子委員しかないかも分かりませんけれども、そういうのもまた見て

いただければなと思いますので、よろしくお願いします。 

○坂倉広子委員 分かりました。よろしくお願いします。 

（「委員長、関連で」の声あり） 

○世古安秀委員長 関連で。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 先ほどのアンケートですけれども、的確だったというふうに思うんです。その中で、生理用品

が必要なときになくて困った経験があると答えた子供たちは何％でしょうか。 

○世古安秀委員長 松川係長。 

○松川係長 アンケートの結果で言うと、２０８件の回答が全てアンケートありまして、７６件、３７％という

ことになっています。 

○戸上 健委員 了解です。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、ご質疑もないようですので、引き続き本日の振り返りを行いたいと思いますが、

暫時休憩します。 

  執行部の皆さんは退席をお願いします。 

（午後 ４時１０分 休憩） 

─────────────── 
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（午後 ４時１５分 再開） 

○世古安秀委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  それでは、本日審査した範囲の振り返りを行います。 

  委員の皆さんで取り上げたい事業等はございませんか。順番にやっていきます。 

  まず、午前中の概要と歳入の部分について、皆さんでこれだけは重要ですので、取り上げたいというふうな

ところがございましたらご意見をお願いしたいと思います。決算の概要と歳入の部分について。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 概要等々、歳入にも関わるようなところで結構出ていたかなと思うんです。令和３年度限りの

というような表現、臨時対策費とか臨時財政対策債、償還基金費とかそんなような感じのことが要は令和３年

度の財政指標を見ても結構良好な状態であるという示し方ではあるにはあるんですけれども、やっぱりコロナ

関連の国からの交付金等々が入っていることがすごく影響しているということで、実際のところ、じゃそれが

鳥羽市が好転傾向にあるというような甘いものではないというような財政のほうも認識はされていたと思うん

です。 

  やっぱりその辺はちゃんと見ていくべきところかなというところで、端的に言われていたのが財政指標の経

常収支比率の８０.５％も、令和２年度ベースの国からのお金の入り具合程度の計算式に変えてくると

８６.４になるとかという感じで、そう物すごく何かいいことがあって好転したというわけではないんだとい

うようなことをおっしゃっていたというところが私は気になったんです。 

  前提として、そこら辺を予算委員会としても踏まえた上でのこれからのご提案という形になってくるのかな

と思うので、その話題についてもし触れられたら皆さんでご討議いただけたらなと思うんですけれども。 

○世古安秀委員長 先ほど瀬﨑委員のほうから投げかけがありまして、財政は好転しているけれども、なかなか

甘いものではないというふうな当局の説明でありましたけれども、その辺についてのご意見をお伺いしたいと

思います。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 瀬﨑委員の指摘のとおりかなというふうに思います。だからこそ自主財源の積極的な確保とい

うのがますます大事になってくるのかなというふうに思っていて、国からの補助金なり交付金なり国庫支出金

なりというところというのは上下しますので、当然、経常経費がかかってくるとなるとどこで自分たちがやり

たいようにひもつきじゃない予算でやっていくかというのは、積極的な自主財源の確保というところを目指し

ていかなきゃならないというのがポイントかなというふうに思います。 

  その中で税務課でも指摘をしましたけれども、市税の収納率が３年度分は９８％以上あったと現年度分にお

いて、というところは評価されるところであるのが１点と、ふるさと納税において目標を大きく超えたところ

の自主財源という視点でのところについては３年度の決算においてはよかった、注目すべきところではないの

かなというふうに思います。 

  それと、勉強会でも出ましたけれども、財政において公債費比率もここ３年ずっと減少傾向になってきてい

るので、財政的には若干波乱含みはあるけれども、そんなに悪い決算ではないのかなと概要欄を見る限りでは

です。まだ中身はこれから何日かやらなきゃならないけれども、そういうふうに思いました。財調も年度末で
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８億６,０００万円、減債基金も４億８００万円ぐらい積めているわけなので。 

  ただ、多分、浜口一利委員なんかは言いたいんでしょうけれども、基金積むばかりでとか、公債費を減らし

たらその分、将来への投資的経費が少なくなるんじゃないかという議論は当然あるかと思うので、またその辺

は絞るばかりではなくて、将来向けてのそういった考え方というのは持つべきだというのはまた皆さんで議論

していただいたらどうかなというふうに思いますけれども。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 それに対してどうぞ。 

  浜口一利委員。 

○浜口一利委員 財調にも８億７,０００万円か積まれた、減債基金も積んである、本当に数字的にはいい決算

だったと思うんですけれども、果たしてこの決算をやって、次、新年度の予算にどんなふうな形でとそれがち

ょっとこれから見ていかなければいけないところかなというところはあります。 

  とにかくいい決算ができたというのは、いろいろ今日の話の中では国の今年限りになるかも分からん地方交

付税が４１億円になったあたり、それが軽減された満額国からもらえたという話の中でのことなので、市税も

当然今コロナ禍で下がって、今度元へ戻るか絶対未知数ということなので、言われたように自主財源というの

はやっぱり厳しくなるという中で、財調積んだというあたりをどんなふうに活用していくのかというのを見て

いかなければいけないところかなと思います。 

○世古安秀委員長 浜口一利委員から新年度の予算にどうつなげていくかというふうな話もありましたけれども、

私もやっぱり次の経済循環をどうつなげていくかというところにも投資もすべきだというふうには思っており

ます。 

  これについてはほかに皆さんご意見ございませんか。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 私も途中で質問させていただきましたけれども、同じ意見です。 

  これともすればすごく好転して将来に対する負担比率もかなり減って、いいような感じに見受けられますけ

れども、途中でも説明皆さんもありましたけれども、そういう部分で考えると、しっかりと事業を評価してい

かないと、今後打てる事業も将来にわたって打てなくなってくることが考えられますので、しっかりと今回に

関してはあくまでも暫定的に決算は良好やったというふうに見るのがしかるべきかなと思います。 

  一般会計における歳出の性質別のところで評価もしていただいているところもありますけれども、義務的経

費においては構成比が増えていて実際のところ、扶助費もかなり増えている中でそういうふうな交付税措置が

あったので、うまくいっていますけれども、決してそこのところが比率が変わっているわけではなくというと

ころをしっかり見ていかないと、歳入が今後減った場合のところを考えると、しっかりと集中的に今後充てる

ときに財政出動するときにはせないかんところに向けて安易じゃなくてしっかりとそこを計画を練って、今後

返済が始まるであろう観光業も含めていろんな市内の事業者に対する施策を有効的に使うべきかなとは思いま

す。 

○世古安秀委員長 ありがとうございます。 

  ほかにご意見ございませんかね、概要と歳入の部分については。 
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（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは次に、議会事務局についてはいかがでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 続きまして、会計課についてはいかがでしょうか。概要の８７ページです。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○世古安秀委員長 次に、選挙管理委員会についてはどうですか。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 次に、監査委員事務局についてよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○世古安秀委員長 続きまして、企画財政課につきましてはいかがでしょうか。企画財政課、結構いろいろな議

論もありましたけれども。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 私から行革のところで施策マネジメントシート、６次総計画の事業と連動したものに作成した

というところは非常に大きな前進かなと思っています。今まで単年度でなかなかそれが評価が次の施策、予算

に連動しづらいものがあったところを、皆さんの意見も当然反映されたことだと思うんですけれども、しっか

りと次年度にできるようなものにしつつある方向で新たに取り入れたということは大きな前進かなと私は思っ

ています。 

○世古安秀委員長 ４７ページですね。 

○濱口正久委員 すみません、４７ページです。 

○世古安秀委員長 ４７ページの行政改革推進業務の中でマネジメントシートを新たに作成したと。 

○濱口正久委員 そうです。実施計画と整合性を図ってきちんと本来の目的、目標、狙いが達成できるように単

年度だけではなくて、事業の決算の達成度だけではなくて、しっかりと本来の目的のところも見据えてのこと

だと思われますので、私は非常に大きな前進かなと思っています。 

○世古安秀委員長 評価できるということですね。 

○濱口正久委員 はい、私はそう思います。 

○世古安秀委員長 ほかにございませんか。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ５３ページの私、要望をさせていただいた鳥羽への移住・定住応援事業について、やはり触れ

ていただきたいなというところがございます。 

  そのときにも申しましたけれども、令和３年度の当初予算を審議する段階では、金額を下げて対象を絞って

というような感じの議論があった中、その当時の市長判断と言っていいのかどうか分かりませんけれども、当

面、令和２年度ベースのまま行かせていただくという何か判断があって、結局は１,３６０万円まで補助金を

出していただいた定住応援事業奨励金といった部分を令和４年度は現在ありませんので、担当課としては、私

質問したとおりアンケート等々でこれがあったから家を建てたわけではないという判断で、恐らく令和４年度

は当初予算化していないと思うんですけれども、定住ということを考えたときに１,３００万円何がしのお金
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をかけても、ある意味、交付税参入が７０％あるということであれば市単の負担は結構低いところにあるんじ

ゃないのかなというところがあって、その中で二十何件、恐らくはこれは家族の方もいらっしゃる、ご夫婦の

方もいらっしゃる、少なくとも実家の近くにそこの家を建てたんだということであったとしても、鳥羽への定

住につなげたという事実は変わらんと思うので、すごく効果は高いと思うんです。 

  なかなか私、ここでどう言うていいかが分からずに今話し始めてしまっておりますけれども、決算委員会の

場で何が言えるのかということは皆さんにご判断をいただきたいところですけれども、要望としてはぜひこれ

をもう一回、令和５年度でも結構です、次年度以降に復活ができるように検討いただきたいなというのが私の

願いでございます。 

○世古安秀委員長 定住応援奨励金を復活してほしいという意見でありました。 

（「委員長、いいですか私も」の声あり） 

○世古安秀委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 やっぱり若い人たちを応援していくというものは何なのか、目玉をやっぱり移住・定住でお家

を建ててもらって使ってくださいねと今まであった。じゃ、その代わりに３世代の子供さんたちにする人で新

しい家を建てる人たちに応援しますとか、他市町ではそれをやっているんですよね。なので、３世帯住宅を建

てた人たちにそういう応援します、あるいは子育てしているところにこういうところを。新婚生活応援事業と

いうのもいろいろ国のほうでも応援しているところがあるんですよね。 

  なので、そういうふうなところを代替できるようなものとか、そういうふうなことも考えつつやっていただ

きたいなというのが、若い人を応援する、それで鳥羽に住んでもらうというのをやっぱり目玉になるものをつ

くっていただきたいと思います。 

○世古安秀委員長 ありがとうございます。 

  ほかにご意見はございませんか。 

  浜口一利委員。 

○浜口一利委員 坂倉広子委員のほうからふるさと納税の使い方という話が出たと思うんですけれども、なかな

か昨今は各自治体も厳しい中で、これを鳥羽市についてもふるさと納税をここまで伸ばしてくれたという努力

は本当に評価すべきところなんですけれども、やはり納税者に対する返しの部分というんですか、鳥羽市は皆

様方のお金を子育てのこの部分に使っていますとそんな形をやはり返すべきかな、また本来そうあるべきかな

と思うんですけれども、１５ページのを見ているといろんなところでふるさと納税分が補塡されているという

だけなので、そのあたりはやっぱりふるさと納税をこれから拡大させるための武器として、納税分は鳥羽市は

これに使いましたということをアピールする意味で、使い方をもう少し考えてほしいなと。前も言ったと思う

んですけれども、そのあたりは大切にしてほしいなと思います。 

○世古安秀委員長 ありがとうございます。 

  濱口正久委員。 

○濱口正久委員 おっしゃるとおりだと思います、浜口一利委員の。 

  企画の事業を見ていて、今まであったものがなくなったときに本当に代わりのものがなかなか見えてこない、

事業自体がすごく見えにくいようなものが多いように感じられるんです。それは将来にわたってやと思うんで
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すけれども、やっぱりこういうふうな評価があるものに関しては代わりのものを打ち出すとか、こういうふう

に使うというのはしっかりやるべきだというふうに思います。 

  応援事業というのは非常に評価高かったと思うんです。何回も話が出ますけれども、その中でやっぱりしっ

かりとそういうような何を応援していくんか、これから先の少ない地域共生社会、１万人の中で幸せをという

ふうに言っているんであったら、そこの働く世代のところにはどういう施策を打っていくんやということをし

っかりと明確に打ち出すべきかなと思います。 

  過疎債をしっかりと使って、算定も非常に小さな額で結果的に７割戻ってくるようなところで使われたと思

いますので、そういうふうな苦心して使われた中でしっかりと効果出るものに充てていただきたいというのと、

先ほど来出ているふるさと納税に関しては、非常に７億５,０００万円ですか、すごくよく頑張られたと思い

ます。新しくポータルサイトであったりとか、中には戸上委員からの質問の中にもありましたけれども、本当

に効果的にしっかりとキャンペーンに乗っかって金額も上げてきた。さらに、今はそれの恩恵で今年も順調に

来ているというふうなことがありますので、しっかりと何に使っているか見える化、効果的なものに使ってい

ただきたいなと思います。 

○世古安秀委員長 ありがとうございます。 

  ７億円を超えての数字というのは、非常にこれは皆さん考えておられると思うんですが、頑張ってやっても

らったという評価は私はできると思います。 

  ほかにございませんか、企画財政課のほうで。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 一番最終にもまたやりますので、途中でこれもっと考えてほしかったというところもありま

したら、また出していただきたいと思います。 

  企画財政課は終わります。 

  次、定期船課のバス事業についていかがでしょうか。かもめバスです。 

（「なし」の声あり） 

○世古安秀委員長 続きまして、総務課についてはいかがでしょうか。５９ページからです。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○世古安秀委員長 続きまして、税務課についてはいかがでしょうか。９０ページからです。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 概要のところでも指摘させていただきましたけれども、現年度分の徴収率９８.２％というの

は、このコロナ禍において私は立派な数字ではないのかなというふうに思います。現年度分を何とか市民の皆

さんにお願いしながら納めてもらうことによって延滞が発生しない、その後の不納欠損が発生しないという第

一歩だと思います。そこの中での現年度の徴収率をこの混乱の中で９８.２％まで戻してきたというところは、

担当課の努力ではないのかなというふうに思います。そこは議会として評価してもよいところではないかなと

いうふうに思いますけれども。 

○世古安秀委員長 ありがとうございます。 

  浜口一利委員。 
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○浜口一利委員 私も予算を伴わない事業というところに書いてあるんですけれども、感染症の影響を受け、前

年度より収入が大きく減少した方などに向け市税及び、このあたりはきっちりやれたのかなと感じています、

税務課の仕事の中で。 

  ３年度でコロナ禍で大変苦しい中、そういうような丁寧な説明を行って、何ていうか、ちょっと助けてほし

いな、そのための周知を大切にしたというのが先ほど河村委員が言われたようないい方向になったのかなとい

うところかと思います。 

○世古安秀委員長 ありがとうございます。 

  税務課、ほかにご意見ございませんか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、続きまして、先ほど終わりました市民課についていかがでしょうか。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 総括のところでの市民課の市民への対応がすばらしいというお話もさせていただきました。そ

こは評価するべきポイントだと思います。 

  それと同時に、山本哲也委員から指摘のあったマイナンバーカードの普及率を今の現時点で４４.２％、申

請をもらっている分でも５０％ちょっとぐらいだったと思うんです。引き続き７０％の目標を目指して努力し

ていただきたいというところを、議会から申し出てもいいのではないかなというふうに思います。評価しつつ、

そこは頑張ってくれということです。 

  以上です。 

○世古安秀委員長 マイナンバーカードの普及率を国は７０％を目指してというところですけれども、まだまだ

４４％というところまでしか行っていないというところです。 

（「市民課自身が言い出したことです」の声あり） 

○世古安秀委員長 そうですね。もう少し努力をしてほしいというふうな、頑張って…… 

（「議会は見守ります」の声あり） 

○世古安秀委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 取り上げていただいたので、あれなんですけれども、さっきも言ったんですけれども、ここか

らの数字というのは本当に伸びにくいところの数字になってくると思うんです。市民課だけが７０％ですと言

って、国の流れに乗ってそのまま乗っかって７０％と言ってしまったというところはあるんですけれども、

１回我々も認めて７０％で行こうやないかというところで多分ゴーサイン出しとるので、全庁的な取組という

のもなかなか難しいかもしれませんけれども、市民課だけでこの数字を何とかしようやというのもなかなか難

しい問題やと僕は思いますし、本当に目指すのであればいろいろと対応とかというところは考えようはあるん

かなというふうには思いますし、実情に沿ったところに目標をダウンさせながらとかいろんな捉え方はできる

かと思うので、しっかり無理のない目標を持ちながら確実に進めていけるような体制とか、休日も出ていただ

きながらこうやってやっとるんですけれども、その辺も含めて進めていっていただければなというふうに思い

ます。なので、その辺の目標の立て方とそれに向けたアプローチの仕方というのが、今回僕はどうやったんか

なというところで出させてもらいたいなと思うので、全体的にもそうなんかなというふうには思うんですけれ
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ども。 

  基本的に予算とかはこの金額でこれをやりますということなので、それが結果できるのは当たり前といった

らおかしいかもしれんですけれども、それをやるために我々は認めとるので、できたらそれが何で達成できな

かったとか、そういったところをなるべく決算のところで僕は見ていかなあかんのかなというふうにも思って

いまして、前、土山先生の研修でもあったかなと思うんですけれども、よい自治体になるために政策、制度を

よく整備する自治体がいい自治体やというところと、政策効果を高くするためにはその政策が市民にとって必

要不可欠なのかどうなのかというところがしっかり判断できやなあかんよというところやと思うので、そこを

しっかり一般質問に対する研修やったですけれども、決算委員会でもそれを同様にできるのかなというふうに

も思いますし、もうちょっとそういうところの視点を持ちながら突っ込んでいってもいいのかなというふうに

思います。 

  褒めたい気持ちはすごくたくさんあるんですけれども、そういったところもどんどんと突いていかなあかん

のかなというふうにも思っています。 

○世古安秀委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 山本委員が言われたように、私もこんな質問受けたんです。マイナンバーカードの手紙が届き

ました。そうしたら、それを開けたんだけれども、やっぱり今お得感あるじゃないですか、ポイントがつく。

それをしたいんだけれども、つい何か置き去りにしてほっといてあるんだわということで、本当にスマホ教室

が必要だなというのをすごく身をもって経験させていただいたんです。 

  やっぱりデジタル化が進んでいないということが本当に推し進めていかないかんことがあるんですけれども、

今回、農水がキャッシュレス決済で何％お得というのがありますよね。あれを習得するためにはやっぱりスマ

ホをできるようにならないと、だけれども、それは一つちょっと教えてもらうだけでできるんやなというのを

感じまして、あそこは農水がやっていますけれども、そこのところと市民課が連携すればちょっと教えてもら

うということをスマホの教室がありますので、そちらのほうへどうぞとか案内があったらスムーズに行くのに

なとすごく思いまして、なのでやっぱりマイナンバーカードのお得感を習得したいけれども、今ちょっと分か

らないもので何か戸惑っているんだわというところを、すごく何人かの私たちの年齢層の方がそういうふうに

言っていたものですから、ぜひそういうふうなことも議員の皆様の経験も聞かせていただきながら、そうすれ

ば進んでいく。お得感もしっかり得られて、ポイントも受けられて、ポイントばかりではないですけれども、

そういうふうなところを検証できるような何ていうんですか、指導してくれるところと連携していたら１歩も

２歩も前進するのではないかなという感想でございます。 

○世古安秀委員長 ありがとうございます。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 これぐらいの規模で市民課だけに言ってもなかなか難しい話だと思うんです。国の政策によっ

て大きく違ってくるわけで、当初、作ればすぐに全国的に保険証になるというようなところもまだまだ病院側

のほうの機器の導入の遅れで使えないのが現状というところ。ただ、行く行くはやっぱり便利になると思うん

です、おっしゃるように。それを市民課だけで土日出向いてこつこつとというところで７０％の目標が達成で

きるか、２万円のマイナポイントだけで達成できるかというとそれもなかなか難しい話なので、本気でそこを
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目指すのであれば全庁的に取り組むしかないのかなというふうに思います。 

  坂倉広子委員おっしゃったように、そういったところでスマホ教室の場に一緒に出向いて、健康福祉課がや

っているようなところに出向いてそういった説明をするであるとか、前も指摘させてもらいましたけれども、

税務申告の場に出向いてそういったところを説明させてもらうとか、ワクチン接種証明、マイナカードがあれ

ば携帯で接種証明可能なわけなので、そういったところでのアプローチをするとか。それは市民課で全て回り

切れるかといったら、窓口業務があってそれはなかなか難しいと思うので、もしそういったところを本当にき

っちり７０％を目指すということならば、これは全庁的にやる話じゃないのかなというふうに思います。どこ

までそれを本気で取り組んでやるのかというところが課題なのかなというふうに思いますけれども。 

○世古安秀委員長 まさしくおっしゃるとおりだと思いますので、その辺の全庁的な取組もやっぱり進めてほし

いというふうなところで、進めるべきであるというところでございましたけれども。 

  ほかにございませんか。 

○濱口正久委員 おっしゃるとおりやと思っています。予算のときにもいろいろ議論が出たと思います。マイナ

ンバーカードの普及率のところで、本当に使って便利かというところで今年度中にコンビニでいろんなものが

取れたりとかというのは出てくると思うんです、税務課も含めて。 

  それに併せてただそれを使える人たち、申請率で５０％ですけれども、使う人はどんどん便利になっていく

という格差が出てきてしまうのが非常にまずいと思うので、本当に今おっしゃっていたように、これも全てが

各課で健康福祉も含めていろんなところに使えるものというのは波及していくと思うので、市長もしくは副市

長なりに宣言していただいて、市民全部全てに関わることであればきちんとしてしっかりとして取り組むとい

うことを言っていただいたほうがいいのかなとは思います。僕も皆さん言われているとおりだと思いますので。 

○世古安秀委員長 ありがとうございます。 

  ほかにございませんか。マイナンバーカード以外でもよろしいですけれども、市民課についてよろしいです

か。 

（「はい」の声あり） 

○世古安秀委員長 それでは、ないようですので、以上で本日の振り返りを終わり、本日の委員会を終了いたし

たいと思います。 

  明日９月１４日も午前９時から予算決算常任委員会を再開しますので、定刻までにご参集願います。 

  本日はこれをもちまして散会いたします。 

  長時間にわたり、ご苦労さまでした。 

（午後 ４時５０分 散会） 

─────────────── 
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委員長はこの会議録をつくりここに署名する。 
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